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ま え が き

1）この速記録は、昭和5亨、56，57年度文部省科学研究費総合（A）

によるもので、研究者は次の通りであ㌧る。

 江見康一、丘本正、大屋祐雪、坂元慶行音鈴木雪夫、竹内済、

「西平重喜＊（代表者）、野沢正徳、広田純ミ藤一本煕、松下嘉米男、

松田芳郎ミ三潴信邦ミ森博美ミ山元周行（＊推進係）

2）インタビューの聞き手としては、研究者以外の方々のご援助を

得た・その方々のお名前は、別巻を参照のこと。

3）この速記録の原本は、統計数理研究所図書室に登録保管される。

そのほか、話し手と聞き手及び関係の協同研究者が保存する。

4）この速記録の利用に制限はつけないが、話し手、聞き手、研究

代表者または推進係と話し合った後にされるよう希望する。

5）速記録を個人的に研究するため、フピーを希望する方は、代表

者がコピーしやすい形で保管しているので、それを利用すること

 ができる。

以 上
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駒1尺 きょうは、「日本rおける統書†研究！の発展．、という

ことで一’先走出・ら、歴史的な流れで’いういうとお言ξ皇、聞き

τていと．良います。

 ます‘，、太字時代巧統書†巧、急い床と、統書†数理の研究に

本腰を入れた動機・といラヵ・、きっヵ・けが’必すI’おあクにな

ると、思います。ます一、先圭の大学時代から、た生、多分

軍に入ら札て毛おクますれ、そ（前のいういうね諸先生

方勿こと、また先輩方巧た誇からちょフとお伺いしブニい・
と、もいま・す。

林 最初は、言己億が’あやしい今ブ三’け糺ども・流言†は全然

カ・グわってアよがフた。とにか／人フた川ま数学科という

ことで’一義支学才叶た1’けメしと’も、き売言ナ例言古は1フ毛ながフ

ピーあれば’・「確率・．統亨す・という講義レが帖い。確率・

統書†といって毛中心は確率でい、末綱先生が一年おさにオよ
こ・Tlが，、ぽ一くは聞・て六・い一。

駒1尺レ・I竅Aた学グときには聞いて一 ｨられ1・い？

林磁率二流言十については講義1ま聞いてナJい。
西早・旧串リ勿高校巧教科書に確率はあリましτ二が。

林 あフブて。園主造元圭4敬科書で’、読んで’’いると何左

い？ているのかさっげりわがらねIい。それで’、後ろへ解

答．が．ついているんてへ、解答見なきゃ」ぼけピ解答はセ

ながフた。あ久は書き方や教え右が’患いのか知ら才よいけ

れピも1

駒沢 答えと突き合わして一・…・？

。林 そう、突き后、わレて、ああこういうふうにレて解く

ん1｛’ねということレかわがいJい。というグ〕は、いまヵ＼

ら艮ると、、あの散科書差もラ、1国やリ、」．見直してみるヒ
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確率にねフていない。．ブことえば平面．が． ｽプて、半分切る
と2一合ρ［三，、ここで．’τ刀フて毛2分の1た’、ここでI抑フ

ても2分のけ三’、そういう、3、うた型の問題が’いフばいあ
ラブて。す三’ヵ’ら、「通苧に直線グi長ごをば一らまいたとき一 そ

れが1クロスする・石室率は」 という問雇夏． それが’答えを見る

と、 、点、が’ランダI’今にみるとが、回率三グ’ランデムにあると

いう条1字を入れて解いている。解く方はてれが’わヵ・らた

いから、どラいラふう11解答していプていいか？そラい

ラ問題が．とフて毛多ガペニと昆う。

西平俳りには「素人写真諭。といラ勿が1あるんてI一すよ。

5，7，5と並へ’て、それ・一を土、す。当人にはてハときの

、円い出が’頭（中にいっぽいあるカ’ら、そこにはr三．れさん

ガ’いたとガわがるけれと’、言走む人一へ方に■た）ヵ・ら才・∴。

徴か、積・分はあまリそういうパ。いけれども、確和問

題はあソますね。

林 とフてもそれハI’ある。それで一Iしガも・具体的ね例グ上

が’フている。ど1ラいう7イー）レト差入れてい一いがわから

ない．

両耳 答えを見方Uま’、あツこういう考え方グ六よとわかる、

林こういうふうに孝之ていフ．て解けるん1｛’。そういう

石柱率て’、これで1は石室牢はわかる赤グと’’う〃・している。先

生自身が文づ奉、旧制高等学校（ときは、素。算（先生で、・

末綱先生ハ少レ後くらい。その先生が・確率はわから心い、

わかられ．いといっ、て教えている。確率は、むす’ヵ’しい7r『題

†三一っ†・ようで’1す。間1方は全然わガらねい．大学セ’．も学

生．ばと．ナUユと．’王星解で一ミア1ガ、

西平 その前に高枝のときに、紋言†は・ト紙ないわけで’す

ね一．それで．’、物理実験ない・のヒミにノーマルヒか伺と
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ヵ・出てくる／。し’やないて．1 ｷが．

林 物王里実、験（と’き赦わフているのは、要するに．いま

から見ると、いろんプ5独立ナよものを」足し、茸．して、それで一’

誤≠を1成らすという二とが’あフて・、ナニとえは一重力をピ｛’

二う横に足し算するブけて“汀く、縦にも足し算して、デ

ータマトゾノ7スをつくフて、縦横の早均出してといラ
、3、うなことを．して、安定斗土左求ハていた。 いまヵ・ら見る

と字，充計レ1ヤなくて物理グ1方グ1実、験法として誤差圭派らす、

自然にそういう考え方か・あっす・ということで一す。

柵尺げてI’パうですか・化学林ヨリやらなか1ビ
ネ本そラいラ突、険1ましなガフプて。物理グ）実験て’’誤差〆入

フてくる。

 それから末綱先生巧講義ポ間けアよかっ仁のは、最ネ刀、

八リ切れサ5いくらいいっぼいいブてので’やめにした。ヒ；

うが’、最後は2～3名になフてしまフマいる。最初、こ

んねに聞い六・フ・マしようか’ないビ半ナよいがヒ足うくデ・
いっぱθいし；ア（。

坂元 石を率亨脊σ講義でIすグ。

林 統計ビやなくて、確率の方。それは末綱先生は例の

岩1皮全書に出、て1，1る話をし仁。水一野地さん㍑んが、一圭

懸一命闇いでい一㌧

西早1・■けピ、あのとき、全書・停うへいフけて．いる

よ うはフォ．ン ・ミーセ‘Iスの講義ま て・・しにんでIすか。

末末間いて㍍いから知らない。．恐らくしてねいヒ思う。
西平 表、れμ債て．．つけ六（んで”すね。

抹それで・・末細先生は母ネ刀がら・人フて一纐里諭をやって、

それグら恐ら＜中央稚限疋理、それで’’おしまいしいや～い

ヵ・な．ますI半期だ’グらてれくらいにな小羊期て‘’何時間
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やっア1か知らないけれども、lO日く’一 Dらいし．かやっマない。

ゼ’ミで’はみんナ’〕し五ゴ’ロブ⑦『確率論の基礎、迎という

パを触発していた。

坂元 訳本か’’あ局すれ。

林 訳本が’ク）る？

坂元  『確率論グ1基礎オ既念・て’しょう？

林I ｻうそう。とて七薄いやった・∫1∫力・い・むずかしい

毛。jす∴それで’「、一やっているグーわ反元早ノ＼さ．んとか、一木

堅子さ んノ毛 や フ た ん し．や 六J い かな。 末維↓先生グ、 と こ ろ て．’マ

いつ芝地捻し戸1ε

 支子間先生nどころで・■セlIミをやる／、は多かフた。＃ト谷先‘

生だけは定年が近いものプ三．からムんなつかブJい。1人も

い1ユい・そこで一’先生グとこうに行1て「硫羊をやヅこい

が’何をやリま享か・といフたら、「7ラウメ）レ0〕薄い本と

や朴。という話て’1……。

駒一1一尺景立グ1厘いやっし一やな之てで’すか。

末木 薄い方。

丙平 それは掛谷先生グ：方から「こナしをやれ、フ．でいわ

れプニー・…？し・や、向こう勿方か1意識にあフたわけて．すね．

秣 1べた’力’ら毎週一ド。丈変たんだ。むす一，かレいんア｛I、

あ（本をきらん、とテ有化しようと、巴うと、

士反元  先生1人に生徒1んですか。

、林 そう、毎週ゼ｛’がら、やフて1、、るうちに、あフという間

に終わフてしま・っ．㌧年ヵ月ぐらいで．’終わっ仁、・

 それがらク）とは一エ〕しゴ’一ドと十りまし5うといフてし

これガエルコ．’一1一一一は県’初〇…とて毛むすいかしい。ノイマ

ン（ま今文、あノしはなかなガ完全㌧に言えみ・ク刀ナしないくらい話

が’ 揀tて回フて錨諒している厚い、論文。それカくそハ証明
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のめんと一’うくごいこと、．次がらフ穴へ体象的に、これと解

いてこれと解いて、六≒’んア｛んこう一し6、最1隻・にしほ一フ（

くる。あれ1・ま教育効足か’寸分ある。言亮み知るにはいフも

言書グ、本筋を頭に置いてないと、何とヤブている力＼見失フ

てしまう。新しい工1レコ’一ト’I列証明は簡単で、穴㌻よく

わガ3。

 数学科て1確率を勉強レたと」いう人は、探検会社レが行

くところが．・ない。伊藤清こん毛保徒会ネ士。探険会社から

訪、計．局に行フて欠字ノ）先生になった。

駒ラ天 荻学科皇出ると、何が持勇一｛資格ガ待られるんて一’

すね。

林 確率をやると、’了フチュ下り一巧賀冷ゲもらえる。

保険会・祉1よ了ク子ユ了リーをと一一うしても雇わなくてはい

けはいσ1で．、犀フてくれるレ

角界了フチュ了ゾと1．・うクニ民間団体なんで’打よ。

民間団体で．権、威ハ’赤るいを払レている。

林 それら・’んいと保険業務が’ゼきテJい。世界的な組織て’’

すね。保険会ネ士はそれを何人か雇っていないと保険会紅

トなれナよい。それが、、萎文学号れノ・外Iビ了フ手ユアリ｝巧試

馬吏を受けると、勉強が．大変なことになる。

銅1尺確率・単位をとっていゲ’とね．’

林 ピカ・ら当時例日本の林愁、ゼμ、確率や統計川並置づ．

けは、班ら（われわれそ（才呈ノ室のものヒャ，ないぢと思う。

  それカ’ら戦争中にブよフて．、確・率論的～においのついた

七パい目に．ワ’いいは、統計数値表け絡先生の数理統

計、そ九グら少数1列⑦ま一けガ∴llガ1い1フは破
き取’）検’宜ジ1翻訳これ仁もρ）。      一

坂元  rナ数例。〕まと＾方』…一・？ ゴ曽山さん一川．？
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棟そラ、増山さん．『少数1列σ：、まψ方・．．

弓句ラ尺  単定前てI’す一が。

西平戦後で．’しょう。

林戦争†に歩，グ1木が、がリ版刷りて・，史、ていτて、それポら

もう1．つは石日保土という人・j品賃菅三里、そ、の3フし’や

ないかナよ、 目にフいて二（は。

西早 ‘）ブり）トて…、海賊版、上清版て’、こんナ5層い何

ガ。山元同行が’’それをヤっ六・（んで一すけれどIも「統計・、又

タティ又テて一ノク。

林 赤い表紙の．一一・…？

丙早 いヤ、、畢，い表紙で．’しブて。

駒沢 外人が’書いたやって一’すが。

面早 外国人。
本末 専ギ前？

西早  ．戦争中、ぽ一くγ・ちガー学生nときに書いた一・… 。

林そナ〕まわれわれ卒業し11伝1ま．、・全然知らナJがフた。

 それでI’当時・i学生μ、卒業して、何に1・る一・か全然尤

えてい行い。い身のやつ＾方が一よフほど’しフかクしてい
る。昔のやフはフー一ノと土た丁三’け。’（実）、

西平 出てすぐ！一兵ア家てI’レようマ

抹昔はす・＜’’兵隊グがら。ブけピ、兵隊で’にく’てもみん

ナよ、「河やる。という人は珍しくて、た丁｛何となくやフて

し・る。われわれの同リてI1知フている人で．’、確率やったの

が・、前て一・は水野丁ん、その前か・・坂元さん・流言す局や電二夏・

にいブニ山円善二郎は取学・基礎諭をやっブて．

抹 ぽ’くは、κ訓ξやろといラ、キ、て．一は、本当に戦争か一プ

ラ又している。統き†（基礎をついた。陸軍（航空に入
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フプ∴2茸現役というやつ。教学秤という（｛ギ毎軍は予
備学生というやフて．’、全音1扱宇の先一生。海軍て・は数字粁

辛亥生’には、いわカ．る段術将校のコー又はたがハニ．海

兵の先生になる。たすら、遂療健児なんヅもそうて1す。

安東康喬、一いま防衛欠（先生。

高句ラ尺 防。衛大学で’すか。

杁 防衛文学。干満学生というグ、は・ン尉になフて、予備

役召集ヒいラ形で、学校の先1生になフた。先生はいやな

のて’、陸軍（航空哀術将校1＝なるコー又に八フた。

丙平 早業は何年で，すが。

材刃呂加［年9月．2ξ巳。1σ戸1日に八フて、これは珪一C
軍σ、争．いがI友フて、なヵ・ながお老レるいことが一兵る。海

軍に入る場合は、一矢卒の兵隊に行かす．1に、一途端に1喬軍

ハ狩募iけJ学技に人フて行くよラにして歩、る。陸軍て”は特

別の学校へ（入隊は10月20目，1日から2・日の悶、2等
共になる。．飛行兵て．一相に八フす二。いま勿才白におりて、電

車か‘1ある。 いまでI’もある’と思う。一

南平1元山電鉄。

林 流山電鉄（終、ξ、だ’。それヵ・ら我孫子にもある。我孫

チは高射砲し1やないかな．。ピフちかに人フτ二。われれ札
1ま柏。

 先任兵が’ネ刀めに靴差符ブてきた。「こ勿靴は才レはいや

†～」といフτ二。「こん㍑靴はい一rてら、まめバ’で’きる。もフ

と・トごい靴持ってこい」「いや’、一大丈夫ト’、で’きやしねい」

といラい｛1．2日レたら靴ず’れが’て一’きて、1女’い菌が・八ク

ちヤ・卜。

 そうしているうちに仙台グ5岩沼に転属にナ5フナニ。10月

5目くらいし’やないかな。いまハ仏舎飛行場へ八フτ二。
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足はま〃’1－1きている∴靴ヵ｝・舳．い二

 ところか’八フていく前に、「軍々勅諭、や作戦要務令、

歩兵操卑，剛・勺捺令・い’一元之マいアビい1ド，・ナん

なマえてプい存。

銅1尺音通μ、斗んな覚えず刀れねいんし’やないて・1すハ，

林 いや、ヤる気（ある人はみ乏だ覚えた二。

酉早  覚えられる毛のなん〆よ、 そラいうときになれぱ㌧

抹 庁釈要請令の綱領などとて毛大切だ，。4）あいうのを

覚えていわセられるんた’、おまえ’は正が一・痛い（によく覚

え ブニ。 そ ラいナ）れて 、 ま ＾ （ おが’ブ1て’1ノ全＼然彦支争束毛 し 才5 い

て．’水一戸クi飛行事ネ麦へ行っ†て。 水戸の、 いま（原子力勿ク）

る宋亨毎村のす（．’そぼ’。

両平 百星基地し一’やたいんですガ。一

林  いや、 百里基地1ま針日。

駒1大音がら・豹爆場み1：一川∵’牛11・と二うlI’すヵ㌧

林 在、そこク）そ1。あそこ巧山巧上ク・lI飛行場。水戸（飛

行学校で．’毛足が1、悪いから放線ができパいん7～。最手刀の靴

す川れのおかけ一でまだ教諒かでI，き戸よい。そのころ、車屋が1

束て弾釦1す算をして1札1て一ラんだ1，I飛行検から飛

行機に弾を撃っヒ、尖・光弾が・ツーツと回って者フニるよう

に見えポそグ軌航出して．くれというθ要す今に才昼珂

的なんτ三’よ。重力く毛のから動く毛利差見たときに、ど一ラ

いう、3、うに碑か1動／か。1及い込まれてい／ところを盲す算

すればよい。それ、三…生懸、午言†算し仁。

西平 そしてそグ1間に2等兵、1等兵一」こ等兵・と、す’っ

と全音ア、 1並をξ了く’㌧ご1すφ・、

林 いや、入るヒ、1騎ネ刀軍曹ビやない．それグら見習士

官。それから軍というのは卒業する順番にょフて、いい
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とこうへ行フたり悪いとこうぺ了フ戸・リする。1番はい

いところに行＜。ケツの方に打フアニら戦場1こ行くんテニ。

現地・飛有航空厳など’ブ。赦緑レてないカ・らビ，うたるグ

と、乳フナ1がI、斗番にしてくれブ＝。・碑遂計算のおかげIボと

毘・ラ．

 それr航空本都勤務に決まった。場所はほヵ・らず’も不

、思議なところ1～フた。いきゼいうとOκ王1王。航空本吾い

中の総務部に調査班というのが’ク）フて、技術将校だ’けが1

10人くらい集まフていた。そこが’いわゆるσ斥研究班†｛’

フに。

 なぜ’それかできす・ヵ＼といラと、そ人1そト’イツ巧関係
で．

鞫蜥Jという少将ゼやないかた。それグドザソが一ら帰
フて、ドイツ＾ ﾄ■はこういラ0K朋究をやフていた。そう
いラごとで．・日本て・1も生れをやれと・いフた。そλで航空の

’中にOκが’入。ている。こ。調査班は、夫／本工学部出身
で．’ Aそ1て’’われわれ例先幻リ人、いま一朝日にいる真因

教父。   ．
馬勾沢  卓月日孝斤聞ネ上で し よう ．

林 亘理L。末文の先生をして、いまヤめて、自重力車（技

術研究所の所長・これは希元空。それから井上。これは農

技研にいア∴ もラ！人・後ヵ’ら八一フ子ミk文先輩が’・岩

間喜菩。

、駒1尺 日立の…∵？

抹 一一番いは川フているのは・奥戸で∵いろいう裁えてくれ

る。それで“、おまえ作戦戦法至やれ、世界情勢圭見なけ

ればいか必という。何をやラているか全然ナ）からない、

数学上でいる人間という川ま、いまと置い何も知らない
（τ三’．何て・1も電担や本で世界情勢を読んでおく必要が・あ
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るという（て’’4ξめア〈。一 烽､1フ、率芙ラ麦関係・てい手先言立が・土台ま

ブた。上宮はらようと’十イツ系の人1∴た。

 〕ヨ六本土（未襲機・数をつける：とにしアニ，毎日何機来

たか、っけていアニ。そうしているうちにわがった。毎月

っけでいると、ポッと、向いのが’4）る。 そのうち下が’る。

差が’できている。 2週間く’’らいすると． 来襲機・．のレヘ1）レ

が’が’らフと変わる。

馬勾ラ尺 来襲のときの機1老交差言己録したんて一’すか。

林そうそう。それを克ると、われわれも気が一フーll，

飛行残・は、たとえは「編隊に35機’ア÷と見うんだIげと、動

くグ1は20瞭レがない。それが一肌至で1ない人が‘’作戦をやる

ヒ、15機’〆飛行検4ラちラ5横・グいつも重力くヒ、巴フて、’．そ

れで1部隊配置姜してしまう。

 ところが’、手た空をやフている三皇中は「そナしし’七重力きま

せん」 という。重力くグーま、 いっ毛整備の完了している6

割レか重力カ・す・い。それが・ボて、÷メソカでもそうナ～う

うと気が’ついた。一全トイ本が1一時に出るこ一とはあリ手写ない・

新しい部隊の季1」，着美意1表する。よい整備林’殖、■にあるのは

いフも6割というのは日本と文体同ビだ。それで’’来襲椅

数も火事す三’といラ1とに気が’フいた、。いまヵ・ら見るヒ確

率プ三’、菅1星限界差タ／札フニ列は新しい吾酉隊が・至リ名レブ・こと

を意味する。当時、統計なんて昆，っていナ5いことプ。単

純に機・数を日盛Iる1ヒ、そういラことが’、これ1まば’グに

なら挑でという気が’レマきブニ．

 抗言†ということは当時はキロらなかフたが’、データをと

フて1それをきちんとフォローする二とがI大事て一夕）ると

いう気が’した。

 その次は、特攻の命中率。雑告され六・テ㌧タで一見ると、
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10機・行フて6発当たつている。班長が’命中卒グ60ゾで’い

いか検言立亡いという。孝之τみれば、・0隣出て6発当ブ・

れば’、ど’ラして60％がメっからプよい。母集団カ・ら7乙；≦三とフ

てといラ、巴犯はないがらね。

士反元 ちょっとわカ’らない。

林 ／0磯’允して6機・当たフオニら、今後の計一算の命中率と

して604て’いいかという質問リ

西半 次に20ネ突飛ばせば／2才女当たると考えていいが。

林 ということなんて．一’す。ヲ果列た話なんて．，す。よく考え

てもわヵ’らナ5い。それで．寸砲の弾の学問三見ようと恩フ

た。Bα川∫t1。∫、碑道学という川よ工学吾葎に行くと造
兵幸千が何かで’．彦丈之る 。 そいつク1言書立 ち6 フ と言回べた。イ土

方が＝ないので’東文の教学粁（図書で’バ’り又チ、ソク6っ本、

才一ソト・ソクスな厚い本差3冊くらい読んす～、それで見

’ると、べ’イペ・㍗）なんて’’ブフまダ今中率Fな

つとすナ〕．ゴ、Fのか布が’チ（lwと1・る。そナしで’いρゆる

べ’イズー差伎う．分布が＿様プとして計算すると、lO発撃

フて6発当トるときの命ヰ率は／2分の7となる。そラ1．・

う二．とを書いでいフブこら、班長が’「学問は役に五フ老巧

だ’・といフたハを覚えている。命中享（計算†～けピ、基

礎としては．一様分布ハベイプ。戸5るほど確率は役に五フ

と真剣に忍フ†二。あれで’やフ仁〆はヘイズ’†｛’。ベイズ’と

いう考え方は合三里的に役に五フといラ感じIにねク、これ

もぼくの火事な将来勿 「Bαパ・好み。の基礎とオ5フたと．

思う。

西早 ク）れは話を聞．く俸。会が’兵りまレブ・ね。兵隊が’続け

て空襲が’采るバvどうとがこラとかいフて、やフはク林
さん、べ’イ ズ’た．、 ベイズ’ブ～フ て。、
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本本 それはそ．ういう詫I。

 今度は防空作戦皇やれといラ。二川まが戦法の話もい
フぱいあるんア｛。

 52gが’落ちて、629グ』技能を見出す問題グあ一る。そい

フは、B29の落ら†・ものから・倖能を推定する、いわゆる、

いまで“いえば’探索的。一デ㌧タをもとにしマいう・んな言五言

を集めて、ブんブ三’ん629の燥左築き上1プていく。

±反元 落5て残った部品から全部権定して復元するわけ。

杖 そうそう。す÷’ガら、それには直接続計を使う二とは

ない。いまなら使えると、巴ク、㌧だ’けれども、それで．十ん

rピん529の像をフくフて一、最後には三面図というやっを

フくフて性能皇予想してというところまで’いフた。そ．の

づ士事は、いま、ちゃんと印刷11オ5フている。防衛庁の「本

土前空1乍斬、。その中0δ29⑦性能が’出てくるとこうに、

出てくる。ぽ，けことは、「生産機数の子1則を行フた・と

いうので．’比、ている。

西早B・9σ1生産桟・数一一・？

林  フま ク、飛行機・が阿？、 ど’こ必工場が・とうという十官

報の基が’ある。スイ又がら出ている．「イニタ仁1・イ了。を

見ると、工場の面積が一何々とあって、何が’何に車幻梨し得

る台・ということを計算レて、昭和阿年阿月1こ6294生産
力・’ ｽ機で’、本土来襲教が、幾検、その辺（とこうのことて‘．

す。いま力’ら見ると、まあまあ統計ハ料みたいなところ
＾あるんた’。

西平 B・9の材料になる落ちk機数は何徴ぐらい・・・…？

林落ら1てのは、50機や60検はあパてんし・やねいかな。
629才勿言吾はま さ に ○ K そ 0〕毛 の 。

 それカ・ら」二1ア萎作事実。 上ア圭作戦はと．’のように走圭二るが．
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それは一定（パ9一ンゲク）る。あるところから．U言が1始

まる。交信圭始めてくると、あるとこうに集中する。集

中すると同し■名前がI出てくる。一番頻繁な（がI基地ブ。

同し’名前が1宏てくると、1穴にいっご、う上陸作戦が’起こる

汐・わ力・る。・今度はと‘’こに上が’るが、そこグ）とこう．の毛前

が’よけい出てくる、部隊が1とllこ． ﾉいるが、 こちレ。予想

ナ5一ともあナっセるとわカ＼フてしま’フ。

坂元 手ンブンカンプンですけど、ど’ういラニとて’’すが。

林  亘信データと実際っかんて’’い・る・卜青幸艮と、一鯖にする

とわがる。通信てI一どこカゾ部隊ととHこかハ邦祷てリやりと

リーが’始まう。それと、いままでI交信してないところとの．

交信が’急に。3、えてくる。そ”とき、に、同レ’ような名前が’

両．方で盛んに出てくる・・μ部隊から行ける竹と．いうと

限られてし1る自だ’ガら、と’Iこに上陸せいヒ才昌禾している

’ニヒが・わがフてしまう。そ・交信が十い11ん盛んにい

て／るヒ、冊後に起こるということがIわかってくる・

そういうことを一生懸、今ヤっ7・．寸。大体わヵ・った。

坂元 ヒストブ1ラAみたいなもハが’で．き’ら一やラわけて’‘す

れ。

本末そ．うそう。ととろが’、共しまいに陽動と妹レて々さ‘’

とにセ（／ト青報差出す。最ネ刀、そパてIIだまされるんた’げと∵

†｛’んポん見ていくと陽重力毛わがフてしまう。こラえてく

ると、戦争・／ようにぎ’りぎ‘クのことをしていろと、みん

打子■一9にあらねれるという，ことが’わがフた。

 それがら飛行検が’来襲する林’泥と上陸作戦。τ～んだん・

貫けてくるヵ・ら、上陸ごれる傾レ往事にプ5る。上陸作戦

に㍑ると、一定。、パ9一ンが・ムる。一等最初、軍書施言乏。

ドイツのヒき、一番それが■よくわかフにぞ～欠に生産
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エ湯。そ（次に一般住民の家産し’ゆ．うす二んブ暴撃と称して

十分焼き仏ラ。それから道路、欽遣が㌧番最後。これを

やフて、2週間1求む。飛行機が’パッと来なくなる。そし

て2週間目に上陸炸鞍。これは型にはまフている。ナー’ヵ・

ら、 ノ）レマンニテニ’イ 一上フ圭作学夫の月央・画を見るとよくわヵ、る。

上陸作戦’は途中て’動かせら札ない．大きな歯車．バしリし’

ク回ク虫しプ・よう打も（だ．決まうらやう。何月何日何

時と決まフちゃラ。すると、／全・部ぞ札に歯車を后＼わせて

いく。途中から、天気が，悪いから変わろうといフてもで1

きブ5い。動さ土しトもパま重力いてしまラ。改行検て一’いえ

ぱ、さ．1・一リぎ’／いっぱいで整備して、兵るす三け巧全碑赦差

動力・すllめには、やフばつ2週間必要とするというこヒ

1∫のに。そういラ詰。

 そオして．今度．日本にフいてそれ左始めた幻け†～。道路

や交通を叩いていいて’∴勘定す．るピ・琴月ユ・日1∴一戦

後突き合わ廿てみたら8一月ユ0い～フ仁。そういラことが．

具プアでもパ三’がら、子’㌧タといラ．川ゴすご一’’いなというこ

とを肝にI銘じ．’た。

 それヵ・ら、学問というもの、教学なら教学といラもの

を内音下ビやなくて、gトから見ると、こラいラところクv考芝

に左フということが、わヵ・る。それが’戦争中の重1丈六J発見

1｛’つに。そうカ・といフて統計をやる気“いけれど二1も、

そういうデータがI大事だ1とが、そういう．二と1排倖によ

くわかフブニ。

 もクフは、やはリデー9のこわさ、戦法をやフてい
たうう。そうすると、うフがク物ま書くと、そのとおク
にやっす（としkら、 飛行ネ象・が・落ちるわけ。 こナしはラ由産生な

らぬと鳥フた。こわくて・。へ9はこと．をすると、 多くの
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損失乏招＜ということにプ。rる。

坂元  豆頁の中で！月歩手にフく っらヤラて毛、 そalとよつ動）

＜。

麻 だ・去・ら、いいかけ・んなことを書いて、景気グいい：

とを書いたら書いたで，、それだけ夜害左こうむる。ぼく

ゲ書いブニフて、 そグ1とムク通るわけし’ヤな・・けれど毛、

やっ1ゴリもとで．，、起案すれば．大ネ既汗ろが7実フて出ていくグ

ら、そういう机上例諭と現実の重文さに、気が’ついたとい

1ことは戦予・た、めて’． Dプ

 戦争が’終わフて阿し．よラかなと冠フて．いブ∴ずく．．復員

にナいた。2∫日か・6目に彼員になフた。

西早 そグ〕ときに・了メ’／カ②兵隊と何かあれが’あフ．ブて

んで・すか．

抹．それヵべ例！一グ1上陸作字ギ

勅ラ沢 文体20日と決まフたわけて“すね。それで受けち↓

おラというんて．’、よガフプニわけて“すね。

林それともう1っ突き合〆）セは特攻。あのモース’’とキ

ン木I㌧ルの本の 「才ぺ」一ジョンズ’…ノサーチ。（ワイソ

ー列）。あグiとAりIて’・、こらら・の計算ビク）まソ違わないθ

攻撃方ラ率を見ても、こちらが’「十れ。という方ラ麦はし句

1うて■ゼやらセてはいけない方1麦・と書いてク）る。舶

というのは、蛇行レても十心中・1重力がない．進行柿、上

都から攻撃すると、ノ！ごっかる可’能壮が高いレ、インバ7

トも強い。われわれはこうい、う／3・うに才盲導し、連中は、

聴腹立見セるよラに、横腹ヵ’ら攻撃させるよラにしなき

ゃいけすJい。と書いてある。全く同し，：とプ。そレて命

中率6けという三とて．’、引1帝によく合1ていた。

 1～がら、子一㌧9解析にますます自信満そというニヒに

             15

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



なった・さて復員1麦、何とナ・＜大学．に帰っ．た。行くヒこ

うないグら。

駒沃それで1ガ・大学に帰られたんで1すか。

林 そうそう1才レは掛谷先生に「勉強で．’もレて・ろ。な

んていわれて。

駒1疋 そ（とき、いフほい本を言亮まれブニわけてI’・す〃、

本末石て究嘱託ブ｛’フた一い3でIいラと臼ぐ雇用でI、鉛筆ヤ

なんがの貴周てI雇われ†二。

酉平1肖耗品フてよくい・これブニね。

外そう、1芦耗昆貴で．’度われる。

駒沢 うら’（研究所が’！9年にて．ぎたと～に・・・…。

林 いや、全然知ら㍍がフすて。

駒ラ天 そグ1とき、末綱先生と掛．谷先生と何人か、重立フ

プて職員は、兼技で．’いらしzいトんで・’すゲ，

林いや・て一’さだと1うはよ／知．らパんで・語㍗い
ていると、改訂叙三里研究所が一てI1きアニとさは参与といっブ・。

正確て・はないが■、同因武松先生と園正造先生、夫綱先生、

頭紋てHいラと3人が’参与と聞いている。所長は掛谷先走、

それガらあとは兼づ壬所員を谷文学1二合（部置いた。

士反元  そうで1すが。各大学がら1人す’っ。

林  ア｛’がら、恋らく伊藤清、河田紋義、佐藤先生に北川

敏男。増山元三郎は人フていブニかどうか、何か知らブハ・

げと、各・欠字のそれらレい先生が・全邦兼任していた。フ

まリ共同利引所ρド形。いまで’’されば、そういう舳・なブ

トと足・プ当時は何一置研にすると1フ。文学しか入れな

い。直轄研にして、いろんな人左兼任に置いて」、全部そ
  4ノー二に果必る、 そういララ千三をとっブ（人ノし1やオ5いが． そハj互

は松下さんが㌧香よく知フている。
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西平 河田龍夫さんも・・…・。

本本 そう、河団龍夫さん、一等長ネ刀（所頁はだしが㍍下、

河田こんブ三’な。友，と宮沢が。木野さんもそうかね。

西早 水野ごんは後し’やないて’すが。オ｛1ってエ大（助手

だったτ’しょラ。

林  工女（助手I。

西平 ブ．÷カ’ら・こ（ス9ツブにヲ夫まフた巧は考麦し’やプ∫い一

でい ｷゲ。

坂元 ・ト川1閏次郎さんなんかゲ’「索孝艮、に書いておl／ま

すね。戦争中にこ二か’て’ゴて目1うはやフ1ハ軍事目ボ～

フて。

抹本音は別として、設置目的は前もいま毛麦わらナよい。

「確率に関する数理及ひ’其・、応用（研究室掌リ並びに共

の研究ハ遠洛統一及び促遂三図ろ一」あグ，ヒおワ、昔ゲら

同レ’。

酉二平 考睾正フといわなさや、 で’きやしフー5いんでしょう。

沫実際はホフ、といて・・、統計教理、妥・オる11品質管理。

フまリ、了リガて二’はすべてグ、品賃管理が行き属し、て生

産が一・向上レている．日本は1品生産て’、、いわゆる互換桂

という右葉を使フているけ一と．’、互換手土が・ない。木㌧）レベ・

7リ〉グを使うときにジ本ジ本ポ㌧）レベ了リ〉ゾ差持っ

てきて合わが∴†1’ガらいい昂賃れ・1をヤら六・きゃい

かぬ。処らく晶質管理ひ必隼からそういうこと、を勉准し

ようということで始4け二と思う、いわゆ’るσkは全然関
係ナ∫い。

 0Kをぺ9フていブニ8…は、 またその育旨カグヨ4）ったのは才外

谷先．生いプ。先生が峨争†に。κ約上場て“孝之ブニものが’

すいい3こん4、る。まさに。艮。こプUよ臼本独自（毛のだラ
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†・。ぽ’くたちの戦予0Kと異なク、．一 謳ｶalはもラ少し抽

象的にやフている。LP、豆抜問題。輸送問題に関レ、

いわゆるLFかで’’き上が．’フている山下十ローフ．’の了イデ

了でI �｢てある。それ1よ研究所（「講究偉。の初〃）の方
に出．

ﾄ一いる。

士反．元 そ（ころ規格晶をつくると’いうが、大量生産とい

う考え方は日年にはべっっばソなかファこんですが。

才木 次っ六て。あるんだ’けナしとも、大童τ三’フブこ。 1品生産

になっちゃうんナ～。

西平 それでもみ∠一な合格品で、管理をする了日子．ン又

を羊手フなんて．考一えていプ5がフすて。

 ついて’’たがら佐藤一先生の言者で’、鉄砲グ〕禅か．．あフて、一夜

が1、 不．合本各島Cつ中で’言固ベアニら、 これτ｛1け后く才象品が’兵）フて、

合・格品の中でこれだけ不合格品が一・ノ、るがらうまく菅五里セ

よといフたら、瑚ラ台27年ガらやって一いていままて問題ゲ
なかフたつ て去アー下され斤（フて。

林そういラことグ’参）．1た。

西平 だ1がら、わかフてはきっフあっブてわけてIす、享売言十

の矢口言散’をヵ’りなきキいカ’るということは。

林I ｢まで・いラ統計的知識というより、数学という感し・

で’はなかフた力＼と、巴う。ロッ←をと一．ラ＾二うのといラ足・

想は全然ねがフ†二。とにがくいいい、均一ナ＾のをと
いう、巴想はあフIたけれどIも、、・わゆる管理とがロットと

いう思想リまナ5カ・フ．たと忍ラ。

西平 た一がら、名刀を一振り一拓リフくる（と同し㌧…・。

林柘き取リ検査といラ思想毛なか1才二。

駒1疋 零戦やなんがもやはソそうで‘’すが。戦争中に物す

ごIくいい飛行機が1いっばいできて・いるわけて・すね。日本
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て。

抹 あれはまさに芸術品た’。正宗の一名刀をつ＜フたよう

プ∫一一・一。

駒沢流札作業じゃないわけですね。
抹流札作業1よん1～けれども、真（流れ1乍業といラ足・想

はながプアて。当時は生産技術といフた。われわれと一緒

に士け1核佑将校は監督官という汗うて’’余ネ士に帰フ†二．中島

に人フた人は必ず中島に帰る。ブ｛’がら、三菱に入っ．た人

は一度共防に入。て、監督官という二とで三菱に入手。

それで．’生産段術的なことをやる。生屋技桁というといい

けれと一1も、ラ充札づ乍業’、・一97トシステムとか。97トシス

テム と い う」グリま 1 フ す＾フ 同ε寺に重力し1て い く 。 う元ナし斥業は、

ず1と・・・…。そんたこ、とて‘’ど’ららが’いいかといラニとて．，

議論カけ）フた。

j反元． ちょフと話か．夕、れて1すげと．．、司馬三豊欠京アなX）が、

日本（文．化ヒ酎羊の文化ひ1っ（欠きね迷いに、要する

に名人芸というが、たとえば何か木をつくる場合て！も、

日本で■ま非常に簡単ねカンナみブこいな毛のを使フて、あ

とは腰01入れ方ポとかそういうことば’かクやるフて。日

本人は伝統的に、大量生産とかそういク者え方はナ5いと
いう、3、うにいっているんて‘’す。

西平 た’って両う千ドブて文量生産フて、いフこI’〃から火

てきたカ’。

林 そこのとこ引ままた議論にナJるんで1、日本の現在の
末蜘支術を支えている川ゴ÷ワ11う／ぽ’・はエホ｛’と思う、

も人芸。

 この間、日経を見ていたら、圧延、日．本銅管ηことだ’
と、思う。圧延て’欽が’伸びてく4。それを工頁が’竹ほうき
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て．I上をずっと掃くどい‘うんだ㌧なせ1かξい・うと・、がすが’

上にプこまるんた～って。竹ぽ’うきで．’掃くと、竹ぼうさハ・中

にあるン分たい空気が’宍べに者ナニってパッとナ∫ってヵ・すをの

ける。I 繧�ﾋ帝いているわけ・ビやない。竹ぽ’うきをこラい

う・3・うにやっている。，それでわ’す左取・ている力・ら、て’1

きI上が’っ六二製品が一よいものにナ5る。

 西洋一Uまそれ、をやらない。それまでI’に立代化して流れ

ているんだけれピも、ノ3、く’’4）いなとこうをけほ“うきで・掃

くわけだ’。ぼか・／もダ’’酸素享宏レたりすると酸化し過

ぎるからダ’ハ～’。竹ぽ’うきくらいか’’いい．そういうこと

なんた’と、巴う。た’がら、ピんなに流れ作業にしても五代

イじしても妄己全にいヵ・ないところを名人芸でネ甫フている，巧

は、日．本（あ夕）いう近代工業〃）特徴し’ヤないかと思う。

そめ2っわべ亭．古今したという列が、大事な誰ナ～と、巴ラ。

坂元そ札舳1しゃるとあヅご．と尼1う。

林 ～流札作業という・／は外目グて最近・ザ語はべ～．
るんは名、んで．’いっぱいい・るけど、そナビが’立代工業と結び

っいたとさに強。く打ち。名人と辻ベ工業はなρ・なが一事丈

し行い。一品製島はタド岡r～フてある。たとえば桑器一な∠）

ガ兵）れヅけの一品製品は旦本で．’ぼて’’きやレない。毎日ヵ’

なプちコ・ソコツす（たいてやフている。

坂元 石人芸という（は、毛ともとそラいラもグ、と矛盾

する毛（て‘’しょう。

抹 矛盾ごせない・ようにするところが，石人なんだI。何ヵ・

才反けたところを梢フていくといクところが’ムるわけれ。
 それから、日本グ，場合ブ三’と、’いろんな才支術や何ヵ・紗）

られて1とおソ全部やるヒいうムれにフい．て、／ぐリエーシ

ョンか・ある。 それをラ実ノ）らナしたとムクヤら㍑い。了メソ
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カはとことんまで’’ヲ夫めて、 そ。とムクー・やる。 日本た：’と、

沫ハられブニとおクやフているヒ悪・一㌧あいつは1夫あられ

すてことしがヤらないといわれる。了メリカは、ラ夫夕）られ

テ（ことをやれば1プつば’ ﾋ二とだ’。それが’戦争後アメソカ

とフきノ台＼ってメつ力＼フプ・＝。

 「ど■こに集まナし、といラ、 マッカーサー司令＼音斉ヵ〉看子団

に出した命令書を見てびつくソした。自動車は何時何分

にと’’こa）前に到肩するかとし1う二とまで一’了メソヵの命令

書には書いてある。手続（一番上がら、マソカーサー司

令部の師舳先の走まで’命令されている。㍑と川笑

打せよ。

 日本はそうじ’ヤない一日本の軍司令邦は、了ソカーサ
ー司令部と違フて、ち客をと1’三に連れていくガら、万遺

漏いよラ岬さμし・一（笑）。そ・命令は師団まピ行
’〈わけ1～．師団は毛うケし細かくなフて・何・吾蹄（自

動車を伎．フて、ドれ亡～れを間直いなくお遂クしろ、最段

の中隊（．’らいになフてネ刀＾て具体的になる。

馬り1大 時間も入．フでくるんで’すね。

林 あとは全くたい一プがら作戦やフていてもそうはん
ボ、航空本郡あたク文章ボ精神訓嘉す三。鯛かいヒこうは

全然ない。音官隊のづ乍軟という巧は二軍の配置、師団の酉己

置まで．しカ’やら才よい。師自の酉己置というと、連中の頭は

未見本多にラ史められず二転力が1ある と芯フて・・るガ ら、 ああ飛

行機阿台み，ろという二とが’頭に八フてくる。まさに演碍

的冠者才三’。それで’’七ラ終わりなんア∴だ’んナ～ん下にいく

と車走一争の仕方になる自われわナしの方のは、 それに対して

それし・やいけはい、実証的にゃらなきゃなら姑と主張す
る。 こ れが’わが7旺ムづ士李プ～っ ブて。
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 そし．て、1夫まクグ｝細がさの程度は．アスゾカヒ日本は大

いに皇う。プがら日本・iネ上長というパ辛精締／話やフて、

ネ申芥クでもレてい才〕ゴ済む。了父りカ・）ネ士長は決断しな

さやならめ。

坂元 レかし、一でれボレんどいて．’しょうか

林 何が’一・…？

坂元綱かくす‘，、フと先の先まで’’知うてて、こ3こ一’ました

とこうまて’知フてて一マ羊盲示しプよきゃいがゐわけて’’い

う、

自平 ナ～けと一’、そうで・なさや、しんど＜フて彼らにとフ
てIS、れば安心’て一’き戸5一いよ。むしう精神訓話やブトんじ’ヤ、

lU西己てパし酌こて。

林 了ニュアルとかなんヒがって、一それを．見ればわかる。

われわれが㌧等最初にやったこインストラ7ションといラ
バは、アメリカ好みたI’。と’ ｱと∠．汀I傲に人ソ細をうが’

フ。

 ＿等最初（読合含き能力あ了ニュァルは参考になる。

サンプ；レσ才由．出（仁方、最終サンプ㌦勿決妙）ガー皆紬が

く書いて兵る。やはリ了ニュァルというのは、そういラ

マニiアブレに←ねければいけない。
坂元 この間いいましたけど、窪田さんが’、カナブ’がら

日本にやって、きた列勿テミンク．∴テ’ミンクが’7ノソカて’’

再評価されで、デミ）7．’の二とをいろいう聞かれたんて’「

す’。「お；まえ、何が資料才奇フてたいか」ということを開力’

れ亡（んでI，すけど一、デミ〉プが“再一評価されにといラのは、

子’ミ・ブの品貫管理の、忍伽・’あったから．とIIうこうフて・

それはもちうんないよクはましかもしれないけれピポ
いフ．てみ久はI一デ’ミ’ンプの考え才なんていラ川まどうて．Iも
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よくて、何かあクさえずれ1ズいいんで、あと字列の毛の
し’やはいカ・。六二とえば、ちょワヒ早足ア｛けと一1、勤勉さた一

とヵ・工夫するとか、そういラ別グ1ものが’支えてきだんし’

やないて、すグね。

林 しかし、やフはク近代にしたのは役に立つと思う．
それユ．けきく流れる近代化という意味し’や、ぽ’くは、デ

ミング（品質管玉里巧，巴杷といラ川ま、そフくリそグ3ま

は役立フがどうか知らぬ。だけど’、ああいラ／3・うjこして

や一ゲ・きやいがぬという1とで’学習した二とは、猛烈に

立代化に役立フているんレ’ヤないが。

 管理限界麦31者にするとが、そんねケチな話し一寺ない。

ああいラ毛のを書いて異常差見出すことを覚えオ（という

ことは確かに役に立つ、それで均一なものが’で’きてきた

んグもの。やフはク品質管理をやらなきゃで’きでないσ

純対。それはヤブはグ勤勉だけし’やター’パ三’。

士反元  実際1こそんな．に交力采が’あるものて’1一すが。

林 ある。

西平 たとえば二米田さんのお話で’比てきた仁で1すが’、

さっきの木I一ルベ’了りシク．’て’’、分度受け今れる軍勿方z’’

は、呑固力、いことをし・うやフは1フ1フが1ひ。2プ．（クτ．きて

いなけナ〕．ゴいヵ’ぬという。ところ’ハ’、そんな毛のを1国

入れてプ。ペラξ回せばでこぽ’こが一て’’きちゃフて一、才三か

らある程度はいいんボ、そういうことが一日本人にはわカ’

フてないんブ三’というんて’’すね。そラいラことをテミンク”

は一ちょうと・戦争である程度日本にわがフてきたとき
に、日本（情勢が・よ力・フ．れからデミン7．’は偉之なフ←わ

けて・・、デミンプが・偉ガっフニから日本ガよくなったんレ’や

六まいカ、毛レらぬ。
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林 品貫壱三里は役に立’った。

丙平 た一がら、デミンブ、し1やなくたフてよがフたがもし

れい㌧プげと、そういう晶賃菅歪望が’必筆てlIプブニ。

妹ネ刀州ま鮒戎的に押し込んだ’。て’’も、すて・、にデ三ソフ’’

の思・想がら日本が’披．け坦レた川ま、昭和28～29年なんプペ

デミンクI ﾜ・左毛らわなげれば文企業のメ ソツが立たない。

デ三〉プのいうヒムク、森口繁一が1砧等しナニ。．第1種4

誤左とか第2種の誤差、第3種の言呉差ヒか何どがい一で、

教育して、みんな勉強レてや・た。それはさっきいフた

岩間ヵ’’それやフていたがらよくわかる。日立製作所∩技

術課長て‘’すから。あそこは． 宴V才つ部品組み立てて’’、牧
’き取っ検査をやる一’ことにレた。それまで’’全数を一応やフ

ていたパ｛1。だけど彼ミ取クをしブよいとテミンクI’賞もら

えナJいというわけで’’、抜き取’／検査にした。それで’森p

はようレい、よ＜やフたという二とになフブニ。ブ・す～、製

品がずい。31’ん動かな・な’フてしまっプ1。という州ま、邦

一品ω抜き取りやる老巧た’がらと一’れかが’足ければ’組み立て

製品は重力がない。それ（一日立が1ひ’．フくリして、了メソカ

ヘ岩間を派遣した。K C〈にと・’んプ∫秋魯が1あるがフて。

冗胃炎し’ヤない。師晶は全数検査ア∴最後に’、I電球が’々が’

んで’いるとがゆが’んで’いプよいとかヒいうとこうが’板き取

りなんだ’。デミンブ賃巧後日碑といラわけだ。

坂元 最後に1ヵ所だ’けやるとい，うことですφ㌧

林 最後し’やなくて、と’’うて’’もいいとこうは坂き．取ク。

まるまる寸）フて、一噬塔vρどこI ?ﾍダメなん・だ。全教た，。

と’’メしか悪、いと、重力ヵ・ブ■よくたっちゃ一ラ。

坂元 それはそうだ’と思いますれ。

林いや、プ～げと’当時fまわがらなかフた、そんな言古は。
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とに力’〈テミンク．’にそう茸えられ戸てがら、やらにゃいガ

加ということで’やフていたんだけれピも、ずで’にそうい

う こ ヒ に気クフい戸（の ポ29年ぐら い。 そ こがら才女け出レ

たところが’偉い・

坂元 何ガ鉛筆て’’も、そ．ういクことを聞いた。

両耳 全数調査し’やいけなくて、’サンプリングて・・なきゃ

いげない。

‡本 サ）プリング1て’’なさや誤差か‘’出、るラて、何のことヵ・

わガらないけピ、そういラ教育なんア三I。それは第3種・っ

言呉差一というの’をフくリ上げ’そ宣伝したらしい。それは全

数差やるとロードが吹変．だガらいいかげんな検査をする。

そラいラ愈昧だ．と，もうんす～。τ三’がらそれよクも抜き取っ

4方が＾精度が’い1．・・こ・ラいう教え方。テー’三ンプもいフた

んナ～ううと思ラげと’、そういラ。3、うな話はすで’にもう29

茸こ∴うヵ・ら日本州こ改ざIんレていて、たてまえと本青が・、

すて・I11違う。デミンプ賞をもらうためにはと’，うしても形

皇整えなさやならない。そういうノ3、ラにもらフて、あと

は変えちキう。

士友元金孜て’1セる。（笑）

林 それをまに受けてど’んピんやフて、ある天与家電メ

ー力一が・失敗したのは、一製品テス←というのをやフだこ。

暫定的な南品て一いいという外て’’、製品を実際に出して、

悪、ければ’’直せばし・いし、やないが、そ勿方が・試練を受けて

製8・テストをやるよつ簡単六三’、それで．’そ勿祖（家電晶は

それをしプ1・らしい。悪い製品そ・・、信用ガ’9藩らにすよるヒ

いうことが1あったらしい。それも悪しき、巴想ヒいラわけ
↑｛’．いまで・・いえは’欠陥商品、・た’。そナしを1直せば’一いいし・・やた

いがというあれ．τ｛’げと、そういうのをぼくはど（程．度の
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意想†～フトガ細らない’けと一・、一時は．やフて・素早く直一して

し・る。 変えでいる。

坂元 そうするヒ・デミ）ブ例老え方が’日本グ産菜巧発

展に寄与しブて程．度というのは非常に微妙で．Iすね。

林 もらうん考紋妙た’。これはブことえは’、そのとム’クまに

受1ブて東南アジ了が’やフたとすれば’．それで｝知恵が1ない

とすれば’それは全部ダメになる。石本は知恵ク・，あるから、

そナt左プラスに向けブてわけ。デ’ミンブ’差フ。ラスにした。

あのとおリやフたら9’’メナ～。

 テ’ミンプが・ほかに、量挙予想をやるべ一きて｝ないという

意・尾毛いフにんだ1。一 ｻナ〕ま24～2タ年かな。日本へ来て、

やるべ’きで1ないということをい？た。

 ど’うして遥季予想・、をヤるべ1さズたいわ・ヒいうと、 ここ

汐・’ムもしろい。いまた’に了メソカて’そ（、巴想が’続いてい

る。．

 盛挙したものその毛のが’調査詰果になると思フている。

予想じ1やない。ドカ1ら、段累者集団ピ調査集団といラ言

葉が’出てくる。調華美田と投実者集団は皇うがら、星季
予想はて’きナ5いというんて’一す。だク・ら、言回査集団そあも

（が’そ（とムク選挙集団になると恩フて事左運んで一いる。

了メソカの思＝想は、サンプリ〉ク㎜たけて憧挙亨同査が’て州き

るヒいう意想た’。そ一れはデミンプっ恩徳て一1、いまた’にIそ

う思フている。それで・今度、キいヤラソプが1伸ぴ’を昆ねき

ヤいけないといγているけれピも、あれでIネ刀めてわがっ

てギこ。デミンプ（思想は、平面・しかとらない。τ｛1がら、

お3えたちは盈李、予想はやるんビやないフていうノ3・ラに
説敢しブ・。昭和24～25年し、やナJいかな。

 それで’われわれ星条調査をやる・ラという二とに．なった。
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予測を・ヤろラというごヒになっkのは、われわれ勿墨奈

予測の特色。そa〕こうは了メりカきいらいという勿て’、ア

メリカて‘’ダメだ1というと、日本て’’ヤううというわ1プ～．

 テ’ミンプという・リよそういう意味し．や火したんし’やな

い。ナ三’ ｰと’、 日本にある意味の品質菅理の教育をして、

ある程、度ヘサンプリンプ差普及さセたといラエカ績は定に

欠きい日 むしろ森口あブ（クが’一言老にプ・Jフて日本にああし．1

う話差したということは、ある意味て’’は功績†～、

士瓦元 要するに、目才柔をつくフてやったというユカ績がも

わヵ・クまセんれ。デミンプ賞をとううし1やねいがと1I・う

んて’．……。（笑）

抹 そうそう。

酉早 森口さんトらカペラまくデミング茎使っブ（といラニ
と力’もしナしないで‘’すナユ。

抹 彼は何もそれて‘一日本の主業のレベ∴レを高めるといラ

目的を持．フたかどうか、それはわガらあけれどI毛、結果

的にはそうナ5フプニ。

坂元 全数検査差やってテ’’ミンプ賞左とろうという……。

駒1疋 日本巧創意工夫ナJ一んで、いまの品貫管理にレろ、‘

・冬ネ上の大磯構1（管理というのは、逆に向：うハ、学ひ’に来

て’ 烽夋Kらたいんた’そ一 ､て・Iすね、・’向こラの生中じゃ。そ

うすると、先はピ先生にお聞きしたトップ。ヵ＼・末立続のいろ

んねことを指示するという思想だフ仁ら、やはりダメて・・

し5フね。
抹 9“メて‘・すね。

駒沢 幾ら’、そラいう、3、うにやフらやいけないんた’よと

いラニとを日本流に教え込んだフて・、遂．中はそれが1で、き

ないわけて1すね。ドノプは精神訓話で’、夜菜て・I与えるよ
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うな組織にしないと…一・一。

 そういう組織にプよ2てないでしょ一う、了メ・ソカは。大一

季元手員のク）れにしたフて、 シャソホ。力＼・かナつるヒノく一ソと一室、

部舳フちゃラわけて・∴う。シグソ木が1指令すればい

いんてい、・ト役んはそalとあク自分の範囲だけやってリや

いいわけて・’すね、了メリカ勿場合。

林 だから・日本の場・合・はいまが’干香いい時期だI．と思う。

こナして・・3 た孝生しし・イノ ベ’一 9一 とい うか、 イ ノヘ’一 ショ

ンが起こフてきて新い・システムにかわ1たときに、後
塵を拝する二一 ﾆにねる。新レいもグ）いくることはなグ
な力’ていきナ5い。プから、いまは受け継いだ…。ステー一∠へを最

高度に幸リ用している一感し’が・する。もフと新しい毛＾か二采

ると、 まブニそナしに々らナしらやう。 ここで’勉5重が’セ台まる。

まフー二そいフと、3こ’フカ・るような冴寺英月が’走⊆こフてくるようオJ

気ガする。日本は大きいところが1へ9。ある程度ノドごい
とこうはうまくて一∵きる。フまソ、上は． fメて・・、下か・井牢

にうまく動いてくれるというのが’日本一（特色ノ＝ような気

がIする、

西平 だ’から向こうか日本のマネジメフト差勉強しに来

るといフブ・フて、日本のまね、をするというこヒは絶対に

ない。考吏らは全，然て’きたいと思・いますね。

本末 日本へ来て’もダ’．メヒ、わからぬ。シ人テ∠、が’．違う。

ア～から別のをフ＜ることllなろう。フくブトらその方が

よくなることにな■る。ここで一日本（猛勉強グま仁始まる。
西平 彼らが・日本に来て学んで・∵・く了てデ了という。は、

われわれはちワヒも磁心し㍍いよラlJ、全舛、違う二とを

アイデ了として阿が新レいことをやるんし’やないが、本

当はお互いに日本も向こらへ朽フてそれをやフてきナ（ん
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†・とは忌ラんで一すグね。

林 そし・てポ・て．’きリや列の形、そラいラ気が’するね、

これをそハとみリやろ）としブニフτ、了メリカはて一’さな
い。，無王堅だ’。

士反元 よくわがらはいんτ1すガ、新レい技術が・来たとき

に・もし技術革新が’もう’一度あっブニときに、それを．葉ク

越えられナ5いがもしれ㍍いんで1すが、1ヨ本は。

抹 素ク越えられ㍍いんレ’ヤチよくて、で’きれば’きフとら

やんとやると思うけれピもれ。それ冬フくるのが’ヘタプ5

のブ。手見杖て’工夫レて詰稿’うまくヤク滝ノ足している毛ん

六｛1ガら、先へ行ヵ・ないんブ｛，。

西平 たとえば研究没賀というようは毛列を、いまで．も

日産と向こラの■アメリカのいうんなフ才一ドやイ町がヤっ

ている投資額というのは、全然けr・が’喜うわけてI・す。ギ

ガら多少巧ことはとにかく、いういうね努力で’て．ミるヵ＼

もじれ㍑いけれどI一毛、けた巧違う老グリまでI’きフこないと

、迅ラ。†てりカ・ら、今度向こうが’ボー’ンと全然、別〃〕了イう一．Iア

を持ってきllらば一、そ1へ日、本↓・並いフカ・1よければI打ら

はい。まτて追いフけば進いノ送しちゃラかもしれないて．’レ

よブガ．

林 ズールベ7りンプ巧品質管痘と全く同し’だ。や1まク

あれは丈変な」き†～フた。日本が’やっているらしいと気

が1ついτ・とき、一それをすぐ’’追い枝いナて。

坂元 技術巧美とい÷ても、技術必中身が・皇うんて’，すね。

西・牟すと’グら、段階が■、次・元か1違うことをやられてくる

ときに・・一．…。

林 こ二当分は日本は非常にいいんじやないか。

坂元 結局のところ、マーイナーチェンジ’、マイナー手工
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ンジで生き延び1ていく一ということで’すね。・日本は相変わ

らず一’まナよ、 まれ、 まれて・1すね。

ズ本 末θ子ンシャっレか1友るか・らす（’’こラエ豆いフく。

士反元 日本て’’新レ・1自動車左何かっ＜ク組す二とはて’’き

ないけれど’も……。

林自動車jよよ＾く1よるね。

 それはやフはク上。1方が’あまク俸くたいという一二とだ二

学者が’ダメ1～。日本グ〕学名は全然ダメて’すよ。何もわヅ

らねい。本当にいや1こ㍑フちゃうくらいわがらない。

 また戟凌べた計（詰になるけんど’も、戦後づ統計で．’一は

検定一本やクド1が1、これにおぼれる剛まいやた■パ・。と’’

ラ見ブ。フてあんな毛のやクたいとは、巴えない。それグ、

そ才し左ヤらたいと、昭才口20年代の統計は流言†として記1〃）

て＜れな∴わけ、本引1。「有意茎が・ク、るか。なんて。ア｛■

がら最ネ刀の／948年・ろ論た1ガ．仕方．なし．の検定論文†三’よ。

ψ、れ、それ1フしか才走定論文書いてないんだ’よ・。書かな

きゃケチ左フけられ・（グメナ～フ←・んブ～．（笑）

坂元 何茎書か札kんですが。
本末  がウ 人ノか布のプ考冶一句 メ 子’’イ ・ナシの 又手．コー一 子’一ン ト ・

tというやフ†～。計算めんど一ラくさいがらあ礼やって与

仁といプ～けグ1話でいね。

 統計め本て1当時ぼくが’目にフいブ（のは佐藤先生の・やっ

と、前にいフプニ斗冊レがばくは知らな1’・。それで∴佐藤

先生はい当時一生籍，午読んプ’。けIかめんと．’うくさ一い

けれど七、．伍率先生ハ’は々かフブ・ようブ5元が’した．・当時

fまガ’ウ又づ＼布が’何てI1あ，るのがわがらない。／全＼吾予又チュー

テントとかはんとがぺ・フているけれとI’も、そん打こと1ま

わガらない。知らねい。そういク．ものかと昆フて涜んプペ
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『少数例一一…。は何皇いフている川・ちっヒ羊わヵ’らた

い，本当にわからねい一それから『抗言す牧値法』はグ）ん
                  ↓j』            ・ど’くご、くてわヵ’らい㌧シェワ、ト巧具足・か．’よくわがら

ない。

 ピ〔ど、当時の統計といラ句は一どれ見てもフまらぬも

パ～という印象1三’けは間違いないな。何かよくわがらた

いけれど’も、ぼく（やつていた戦争中グ統計の市ハ’いい

というわけて・・ポ5いけ札と’’も。七らろんその0Rと統書寸

と詫びっいてないんだI、まだI。師争中にわピと、統

計と力・σ斥とかといラ意識はいこさかもないんだ’・問題

は。ル世界グ、七パ1フブ1というりけた’。その当時っ卦

谷先生1ま、何そ・・も勉箔していい・ていうがら、と一、うセ確

率やフてい十んプ三カ’ら、確率を言売んで1みょうと思フて吋

フ沸がら読んプ。暇たがら朝ガら晩まで・1．1 ｹの人は万巻
の書立売むというから、1万ぺ一ジぐらい言亮んで‘Iみょラ

と、巳フた．。36“て・・こう分けて一算て一■日30ぺ一ジ読

んで 1 一万 べ 一 ジ■二一㍍ る 、  1 年で．．言走＾ そ う た’。 そ 〆し て’1 日

30ぺ一ジ1言亮グ、るっもリて一カ台的〆て。た’力・らもラ庁r立論がら

末文（数学《図書室巧主な確率（本一は全部読ん丁∴

駒ヲ天 何んヵ・峠月、『が・い六（んで’すか。先生1人…∵？

柱1人。、1人11’よ。あそこにごもフて、暇になると・

、1、使室にすわり込んでI’、石田正次オニちが’来るもんだがら。

昼間は小使室の主す｛一よ。竹内タド史と一季者に一番長くこも

フてい・プ（。

両平 ほ・・くが・東大0講義を盗聴に行フプでときガ、弘文堂

の、〕、イ曽てI、打ってるときも、 とにヵ・＜才よさんはほく憂えて

大5いんプ1’けれど一’も、タド史あ1二つはい？一も．．一∴

木本 。ト使室ハ丈ばらグー目クて一ね、竹内はすうフ とすわフ
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ていて一言’くは図書室ζ．’本を読んでlIブニ島ぼくは昼間2～

3時間しカ・いね一巧に、あいフす＼・ぶんこ毛1て一τ1。

石国毛いたが’、そ”ほか稲田、本日、三河、森（明）、鍋

谷∴高鳥、竹之内、竹内叶史、山辺なんて、22年組を一

番よく．矢口っている。・ト、便部室に忠人ソしブ5いやっは、と

にがくっまはし．’きピフた。まあ牢名主みたいたところが・

あフピそれで・・、庁つ端力・ら読んで■いフた一。読んで・、いフ

たニラちに81こフい方Uク1は三一七’疋’。ひいフくクしトー寸二’’

いヒ．冒・つ六（．プロパ1ビりティ、スタディー Xテイ7ス・ブ
ンド・ドルーズφ＼、39与・に出フニ……。ひ1一フくリしす二。す

ご．’いナよと思ブト。つまク、 て・一れて’ぽ1＜φv’、 そこで．’そいフ

を読んだ1戸・あに、戦争」中クニあの仁専と確率と続言ナ4・一緒ぴ’

フいた．ねるほどこナしは首こhピと、巴プアこ。ほ力’巧も巧φv
ラ育し飛んブ～。「一 |谷先生、これい1・本たIと、巳います、、と持

フていフた。・そのけ／、三れポい本1～、、そうい1話

で，’、 そナしが ら1じの中1心か’汰ま フ たこ。

丙平、 掛谷さんは、 そういう本をみ・∵㍍読んで一1る／して一才

が。

抹 読んで一た。掛谷先走はパ㌧エフ列研究差レ・ていた。

ト’てツ語の本はあまリ荒まねがっオ・が’、英語の本套仁く

ミん読んでIいた・ようア三，。それで‘’、末綱先生の「確享諭・

φ付録を見る一ﾆ、出ていた。これガあるからというわけ
て’’、末網走生のところへ出入クするようにプ5ブト。それ
まで・・本文読んτ’も一句鋒ク、方は見ねヵ・っプ（。頭・1・方テ三’け読

んでいいブこ。付祥珪見kらムれか’．木フている。それで’一、こ

つや支綱先生は偉いと怠った。それれ・学生時代はとん
ど’’交渉オよがフた。

 それから後は期しい剛よ、37年から40年く’一らい巧本し
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Zb092

かない。まあてれてへ中心は決3フて、それの流派のもつ
  ミーセ又’の本の文献に多）る  で’、図音至に4、るう

のはほヒんとI1見たんす｛1けれど’’も、コ）し芒ゴ’ロブ、プロセ

スなど’’、みんナスが1涜むから新しいグ）を読んで1、レーウいイ

なんがす＾いノ丈’ん読んだ㌧それでI一はHくはわつあいに新レい

確率を知フている。レーウ㌧はぱくは計算もフ才ローし

て完全に全部読んナ∴この万両て一，は、コルモゴロフ、フ

ラーメノレ、 レーウー’イは律p三家ヒ；感し’アーこ。

 その二ろ、ノ〕・早ごんか・談話会で請左ご才でた。それが1ケー一

一ムベ里紅詰。それから「了亡マテ／カグレご’ユ1
に亡〕しゲンスダン（○・〔・ブ3州t・m）・一ぺ一一へ・七

才リーが・出ていナニ。当時・了メり力（手こア学、オ奇才交が・しょフ

ちゅうヤっていた。牧学、を勉強していて、数学教室へ采
て 、 本㌧を見ブ’二 つ イ町が し て 、「マ セマテ ィ カ2レ ・ レ ピュ 一」

を持フてさて、ここにオレか一’生、ているなんていフていτて．

それを・1・．平さんが・情／セ読んで‘11紹介し1二。そ、れを聞い

†二らびフくクし六二。これ毛すこいいと、巴1すて。．それでI’リブ

＿∠。の理論一とぼくは容接に詰びついた。

 「ゲ’一・ム八王星諭。ハもとは、／928算のケ’ゼー1レシャフ

ツ・シュピー。レ、／928草の「マセ了ティシエ・了ンナー

レソJに出ている、そいつ一を引き一 ｷ’つ出レ・て読んだI。ナ～

れか1見てもムもレるか・るモ1レ，テンス9一ンの英語版よク

す．．つピ・い。一て（証明が’失にい。・。。ノイマンはトポロジー＝

一やフていブてがら、すべ’て（証明が・写腺巧不重力、色ハ定五里．

閉集合（一ムって、 そ” 中て・Iそれf河1対（軍隊ハある場

合、1ムす一’そ（写隊パ中に変わらナハ1写像が1．存在するとい

う不重力，キ、定理。全部それで・、証明している。．三二マッ7又

といフて、ミニ（才ペレ’ションとマツ7又（才ペレー
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ションが’一写像になフて’いる、す三’ウ・ら必す3’一事欠する。彼は

34算か・ら37年く．’ら、し1まで．’、不重力’吉、定五里て’経済（問題一差す・・

いふ，ん解いでいγ二。

 そ の2 フがIそ め日手代得フニばくの欠戎栗。 片一・方はと一1こ

が1すごHいかというピアプリ方ソーの確率を入れてそれ
を消すぺ｛’。ミニマッンス。それで・1解を未’める．。フまク

了プり才ソーをトれても、それ差一ｸ岳に仮定しデよくても

いい，’ xイズIを円いる5章二重字て’’帝中率一グi事前石室率をイコ

ー）しに置く二とにラ少疑問ξ感じてい1てけれとI’毛、それ

バ’1角えるという（はよがっ†・。それで・！すご一，いヒ足、1仁。

ぺ’イズ’（確率入れなバら消レて’しまう。雄定本圭術は二’の

2 フ し力’ない と ・・う こ と は成果た～、 その 日寺イく巧。

 そめ二う、青山さんが・4二列こ教室にゃっマきた。や

つはク軟淫て‘’、兵隊（服を看て七フてきだん†～。

鳥ヅ足 加給先生についていトん・し・’やながったか一㍑。

丙平 いヤ、辻さ／）で’すよ。

才未力口蔭一先生来てたかな。立さん六～1てこかね。

西平 止さんでI，す。

本末 毒ド谷二先生が・一、育・山岩という列が・いるからそれと一手書

にやれねんという言者て・、おつき合い差しr二。

坂元 そうすると二ニベ川一’一？
高句沢  文学の・1。イ吏室．

杖 青山さんは小伎室にいるようむ人て・Iは7ユーい。いつも

図書室で～。そんブよこIとしてフ．’ラブ’ラ暮らレて、とにかく

1万へ・一ジ並く読んτと．のかもしれねいな。ノートが．とフ

であるの て’’苫周べ’れば’わかる。 ポがらI、子充計善定理研究所4

ことはぼくは全然知らないんだ’。

馬句ラ尺’ 存・在すらていすね。（笑）
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林存在すら知ら1よい。まあ遊ぴ1歩いでいナ・というかな、

阿毛ゴとも1エことはレないで・・勝手なこと差していブニ。書

目毎8通フて、火はIらに当たフて確率（本や言分丈を読ん

で’いプで。まさにモラトリアム人間。そして掛谷先走わ＼一定

年にナ5フプ・の1よ22年し’神ないかな．

両耳 ぽ■くが・卒業一し亡、21耳ハときは講義を盗み聞き・し

にんてI’すよ、夏休みに。22年勾講裂。

材 掛谷先生か一一そろそろ定年て1’マ少）るから、おまえと一一こ

かへ行ガないが、ここにいるがビうするという二とて’’、

どっちで、好きにし㌔さいといわれたけと．，、、と．，二て’一も！・

いん†～よ。何をヤクたいという気はありゃしない。統書す

をヤる気だフてない。そハ確卒ビワて漫然とペフでいた
んナ～。

 とにかくそれて．’「読き†数三里研究所って（ヵ・・みる、・そこ

へ行が㍍いか、「し’や行きます、とし1う。て・・、ここへ来斤二

ん六二’．。

 そ・1ろ東京に’い1・のがI・いリごんと水野こん、、草、逸さ

ん、国ラ尺こん、そんなヒこうす～’っkんレ’や㍑いかな。鯛

川邸へ行フブで。「阿をしねきゃいかぬ、統計は阿をすべ’さ

カ・・そ一ういうこと茎毎日話し合フた。’そ”ころになると、

気持ちが’レつ～し公レて、．もう相当．、何というか役に

立つことをやらなければいけない、一・それには間遠いない、

確かす～ヒいうことに到達した。ぼくが’本当に統教研へ未

亡このは、21年（終々つガ、22年（2月くらいし1やないか
と、衛，そ0苅から行1てい一だが’、統敷石珂て．’やフていブ・

二とは、き元ますとはづ可をする毛のづ＼といラ言義言分て・㌧・一一・。

，駒沢 議論するのでI・すが1。

材  言表論する。 それが，いまから見ると歯勿淳くよう㍑話。

            35

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



イ 子’了か・と’’う の こ う 弓プJんで 。 氷雪子ごんは・西 田哲学、 ほ．’

／ガ方は実存否掌をやっている・、て・・、それと詰びつけて

何（がん・1やっていア1、毎日毎日。統計学の実際（才支術

なんかやらない。何をやるへ・きかということ差そこで．1議

論した。

 当時、あフナこ川ユ、佐藤さんし（本や何かみんた本とし

て言売んτ’いるけれと一も、具体的なデータが’ないが．ら、読

んナ三■って何もならブ5いんだ一。全然身にフかない。それで川

あ（赤い本←■け兵っブ三。ネイマン01種（遺言呉、2種グ）

退一1呉ということが一書いて、妄つる。何列こ．とからっヒもわか

らはい。本当にわガらブ・∫い。あちゃくらやし’やフー5いかと

思っ†二。こんね理屈、をやる’ρは欠麦たことになフてき．た

と，里。っ六。。本当にわカソノ∫がったね。

 そへがら区間推定、そういラニとが’書いてあるんア｛’け

れど・・む、宇ブ’らは別として内容そし・一い・）意．義が・わから

すい1。とい一 ､グ1も、母集団とサンプこルの話が・わから㍍が

フナニヒいつことにブよる。

 ゼんゲん具体化して、母集国とサンプル1ざ何がという

1し突き詰れ議論が1そ．ぺtルイて・始まっ†・。いま

まで“（本のヤク方てI’はい一がぬ、概念が’不明、確戸～。ユニ八．’

一スと才。ヒュレーションと・サンプルξ分け、そ（r日「4関

係皇明確にしようといづことがI、そグ1当時、木野さんと

の議論一クフた。そうレブJきゃわがらないのブ～。その垣の

基礎から固め1い一フτてが・、その基笠に西田哲学仁’の実存

哲学ア｛’”の考え万カvあフた。 そこヵ・ら．そこに入らナλぱ王星

形て・，きなヵ・ったグ1て・・、そのオ艮木（立場ガら府究か始3っ

ブて。

 そして、掛谷先生が・七くねられて、事務取板が，河田龍
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天さん。そノj後、研究所長は東綱先走。掛谷末生亡くな
られてすく・’の3月た’っ一・た。

、駒ラ足 栗仔なんて“すれ。

旅 当然、衰／壬。ぼくはク）のとき、掛谷先生っ亡くなられ

仁4麦．に、考丈えを書青う先生はも」うあとは文系岡先生しかナJ1い

んヂ、ミーゼスが1，喜一であるからね、それで・■「よろレ〈

お願いします■といって、そこへ弟子人クしブニわけ。 そ

の先走がやってくると一いうグ1で’これは非常に詰構ナユ誇だ，

と昆フす二。われわれの方から見ると検定論（習作論文、

              4そメしプ’8の はナよ 7 て いな…   母宗団 とサ ン フ。平レヵベチっ〃＼ら九〔

ければという根本σ｝話なんポ。そラいうこヒを・レて・ジ5

くとも氷野さん（方は世言分調査に関係レていた．世論調
査は、ぽ’くか・、聞．いていい1一ま・／年川2月1・1ろゼヤプよいが。

駒1疋 2！年に竜ノ）ろんて，すが。

ノ本本 当時派喪府σ〕審一議室みブ（いな老巧が’あっ†二。 それでI’

ノに山宋三．、末綱恕一、佐藤さん。

西十 ア田具三。

林 戸田貞三。

西平 未山桂三二

枚 それ考・ら棄子宮、佐藤さん。水野さん．はと’ういラ関

つ菜カ＼矢口らない。

 ぼ月に、「らまえも兼ねいか」といわれた。世論調査と

いうハは／ひことかわけか・わからナスいハでI行がい・フナ・’
B

興味ない。海里府剛象て・・、全自の世論調査・／話がリ、・て、

その人ブてらが’行フ†二といラことは知っている。ドから、

オ（男子さんか・一番よく矢口フアいる。屹角秦ごんも．矢口っている。

西平  21算のlO月で一すね。一

虹 ’σ月が。一2月し・やはくて。’それが一等最初に見たヤ

             ．3？一
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っ1た’。ア～がら、木野ごIんは世論調査．を最ネ辺1人で．’ヤブて

いブニ。戦争中がら世済調査に興味が一ク）フた勿はノ1・山さん。

末子岡先生ヒ・ト山さんヒは寮ごI同し∵か同亨双生が何ム1て一閃候

が’あフ六二。、

 それがゲ先走は戦、争中家亨†調査姜やフ六・。統計には、

そういう、苧、て’’具体的なことの重要性を強調され．ナ・。園正

三皇先生（下でいや？ていフニ・。べ竜之掌η園ごんという／しは亨至

済に災い人で．1すよ、京者百（先生。 とって之元気（いい人。

そ（人も統敏研②前未”にしいら吻ラうわさに上ったん
てい、家；す調査てn非常に具体的ア三’っトノ々。それが■もとで’1末

き岡先生毛二河田紋義ご／ノ毛一緒に関係しナニ。因先生は、

そういう非常に具体的なことが1好き乍んで1’すポ岡汽

松、圃正遂は研究所（参与ブ～フた。

 そういラ碕朗が・あって、22年にネ綱先生ガ幸られたこ

う、園こんが’やっ7来て、いかに流計’ますべきかヒが、

家計調査η諸ナ・んかしテ1毛（ね。’�墲ﾉお屯しろかlll。
馬句沢 そグ1家計調査は、流言ナ局ハヤっ十い1・・・…。

末本  そうそう、 そナし列ブ’し一ンみたいにしてヤブていア（

んじ・やないが。それをきフと香言毛い・んだ．れ。’

．という州よ一、一統計局には、そういう知麦て’’教学の虫身

老が．す一一いふ’んいブニわけて・1すよ。伊藤清さんも、そういう

関係て’’ここにいたん・ビやないがな干

 それか一ら22年勿3月、おそらく年度師I究発表巧最初の

催しが’チ）った。戸斤頁が，イつる¢だ’一。当時前夏と、そナしプ．ら

月月手といラ名前た’フた。テ斤員という41ま偉い。戸斤頁のケ

ツが1ぽ’くて．’、寺岡戸釜なんがは月月手た’フプて。 そナして’’、戸主頁

は矩対やら行きゃいか必というんプ．考えていること≦

ヤればいいといラんで’、ぼくはエルゴ㌧ト1とプロセ又4
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言古左やっヒ。プ・1，31ん聞きに表た毛グ1たI、当時。そうい

う朋究会は何にも1λいガらね。4）巧研究はいいガ、こ4
石打究は悪、いカ・、そんな議論いろいうご札た。それは22年

（3月。

 そグ）ころからピうやら統計の何を研究するかという請

が’沃ポてきた。・2年の6月、創立第3周年記念講演会

をとラレてモ旗上げにゃらなきゃならゐという二とにな
っτ二．水野さんと一ほ’’くとて．・ごあやろラということになフ

月二。水野ごんは祝宴隊、ぼ1くは講演会（ノペ集め。、（集女）

は大麦た∴ピて’．乍るガ、当時fまここし’やで’1きないヵ’ら、

束欠。1茎2号舵伝グブニ。け人集める、・いリさん・は3m人

集めろといラ。さあた変ピとい．ラので、走ク回っす二。

 マスコミをつ吏うということが、当8寺かダサ合3って、 その

ときにち5うと・，一兵隊のときの仲間の具困教欠さん・が・朗日

新聞ネ±の掌芙郁にいアニ。これはいいというパ’’宣伝して

くれとい．っ六て・。仮パ宣伝してくれブて。それで’、本当に300

人集ま1戸1、当時こういう会は1・が・たん†似。2号館

の諸室ヵ・、とうにが詰一まフた。

 そ（講演会・力’らすく．I河田さんはやノ）た。

 けとき・、もうい分室’←いう・が’て’’さ上が’・た。そ

／〕ま夫蔵省巧東拓ビ’ル．いま何と．いラビルになっている

力・知らない。

 そこに坂・元早八さんが一い六・。と．’ラレて坂、元早八さんがい

いナニか、！～ハはや？ぼク穴蔵有の保険の関仮し’ヤないハ

と思ラんで・・葛。そこにた蔵省（調査課という”か・あフナて．

い言果と一手老にいて、そ1パ士争をやる。．それはサソ

フ・りンプ、い身て一’いう企1業調査、それ力・ら子㌧9分析。

1室を構えてやっているわけ。一 ｻれで‘I、人が・欲レい、人二
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か一破しし、と新しい／㌧間き棟レている．。それで．’末嗣先走に

L・願いしたんて・・すね。

 3同年ガ終わるヒ同時に、・いリ；閏次郎さんガ、「水野と

おまえは欠．蔵1省へ行け」といわれた，

駒1尺  東拓に行けヒい、われブニわけ。

ネ本 士曽山さん力、一、「サンプリ〉ブ’1ま火事た’。 句こ。．うて・、サン

プリン7’をやクなごい、実際、（デ’匹9を見でやっプ七らお

もしろい・という。㍑1は実際列データ差見てやってい
いとナよる．と、ナJるほど一魅力が「あ、るから、実際のこヒ三や

ってみにいガら行く気、に㍍っ†・。た’けと’’木野さんは「い

やだ・と茂石乏にが’んは1る。注い出されナてのドがら、東拓

て一’別天把を綿いブこ方か一’よい、行こう行こラビがつき．’珪二し

亡こ。それで’12人てユ’車柘ビルヘ行った。正反．元こんヵ・，やって

いていわゆる補助頁差多くイ史って1）．ブニ。千野直子、多賀

三千べ、高倉節子など一’もそ（仲間†三山火国章君は一女中頭

といフた感し’て一’やフていすて。とにかくた．魚窄ζ’Iは予算が

あるガら、服・、If辛争が’て一’きる一そσ5セいグ、北川さん

もそ1へ来け、増山さんもそニベ采ブ1．
駒三尺  その東才石ビルヘ ？ そ（ 当時前頁にブよフ て い戸（わけ

て1・すか。

林そうそう・、それで一そこへ行っ六て。む中は不思議た

毛ハ†三’。 そういう羽目にはった二ことと、いわゆる戦争中

のイ本・瞭とが’そこ一で．’イン子ブ’レートさナしブニという二とな人ノ

r～。七ラトリ7ム的にいていた部分が’消し飛んでI｛、Oκ
⑦イ本局灸と二こてI’の．つ士李グ遂詰してきて二。 それが’、はから

ず’もそうい1偶㍍機会によるんだ。

 ます．’、言岡査言裏長が’「こういラデータ分析してくれ、と

挿1てき㌧けして＼これはいい検・朴’と思1て、その
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デー9グ／分抑に、抗計数値表工σ〕全師至伎フてみた。便

う前一に＜ハよく読んで一’全邦値い虫した。それ乏やパ1と

きに、ぼくは検定諭といラ川まいかにい三’ら心ものかと
いうことがへ骨身にしみた。カいウ入分布中心づくセにカ’’ウ

又分布は見当たら7よいレ、具体的1こ寿が’兵るとは思えた

いも。て・も、検定にかけて、標本教が，多いヒ有意とねフ

てしまラ。ネ案本数5ooく．’らし．、がj直観に合）パ三’ハ’、二ん

ね二どばと．・こにも書いていたい。漸近小布（γしが・丈）は

室諭と思えるレ、実質（差と統計的検定の差が’分けらザし

ていい／理言紬ダメ．1ノと恵し，た。いいよいよ衷、さらめ

にえ持ちになる。．㌃三’から空虚なん’。

 そういラごとで’1・k多子さんはせ論調査・左ヤった。ぽ’くは

ます．た、蔵ジニそれを÷って、茂み書き能力調査に突き進ん

ア｛’。水野さんは。エEに」出入リしていブ三。内幸打つ前4

NHKて‘’、いま何になフているかな、 三菱かな。あそこ

の民間情報局世論調査部に1べw．シンがIい仁1そこで’世論

調査をやフていブ1。乏こに各秦斤聞ネ土の世論調査部ハ人ブ・

いv1集まフ仁。．それから莱子宮、輿論粁学協奈が1虫入リ

してい六二。・k野さんか」生懸命て1すから世論言周査の主等

雇を将フていト。徒は世論調査・草今けということで’すよ。

 そうして、ば（は世論調査とい’ラ川弐阿ブガ知らない

けれど一もぺ歩いて回るというから、聞いて回フて世論調査

フててぺきるもんヵ・才よって気か＾していト、それで一、世論調

査はいかに不可否ξて’あるかピ、ラ文章左ち㌣んと．書いて

ある。（笑）何か素朴な疑問たんブ三I、要するに。世論調査

はあまソやらわかフた。

 そうしているうちに白ξ一誠というのいkん・だ，、死ん

じ’や111けれビ毛札それ1“碑育剛桑をや1てい1・文部
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れ教育所怜所といプところでI！lう1いキズと差レ1い
プこらレい。そ札て’’C工正が1日．本人っ言えみ書き能力を調へ’

よヒ命令けした。数育州1吾所がやる1とにい1二。白
石が・二丁み・まえやれ、つマいうわけ。それは、ぽ’くは初め、

ど’んナズーとが・よくわか、らはいか’、ヒにかく「し1や、やク

ます。フていって、22年・／終わりごろ。

西早 いや、23年。夏にやつだんて一す。

本末 そうれ、実方をは23年（夏。

駒1尺 読み書き能力調査。

林でれ（ブ’ループて一’いま残っているのが’宋固式と力＼

島1辛一夫、栴淳八三、域戸幡太郎、石黒、怜。石黒ごんは

死んじ’やった。そ巧辺．（が1集ま’っブこθ心平も言諸もブよ，い・

まさに学際的。親方は石黒修。
 アノリカのぺ〕レセ’ルσ〕，「茨み・書さ能力調査。というa）

はこういうようにゃるという何が書きつけが’多）る。それ

に従ってみんト生懸命1ラやっ十いいけ。

 白石はごっばノ咄てこい・。その・デら丸山とが石田と
ヵ・人フてきナて。何もわガらないんだがら、これは大変な

こと†三ユ・。すソフ∵・ブ’（け、の字告知らない。それでリ

始あた。ブ～’カ・ら、最初はいろんなことを．予備調査て・懐ガ

めてかがクτ二。予備調査フてのは丈事なものτ∴

酉平 ぺ）レゼル、憲法て’’すね。

・林 これからは23年に入っている。小田原て・」応予備調

査をしょう。それは、ノi・都市と農村魚村とかそんねこと
で哩ん1～。

 そういうことと・一層列というハは関係が’亥）ホブ～がら

文化地理勉強しいや1よら．い一・そ才し1’．束丈・上村大部

ハ放室へ行って、「こラいうのをや・ゾ（い・といフたら・
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アそういう川まちよフと文化1芒理し’やい・と、艮うが，、わ

れわれにも参考に㍍るガら・といラ詰て’’、そんな話なん

かしてくナしといわれて層別ゾ1話互し戸1、いろいうた賀粁

を賞レてくれた。・         し
 †三’がら、言亮み書き能カビ1回目の層列にはさわめて文

化コ也五里的要素が1兵る。 向こラρ二束中に毛景3饗を与えた。

こちらは層別という汗1て’’いっているんだ1け札と川も・句1

うとすれば1埴域区分だポ
西平ぽ’／が’初めて老いた毛川ま、「文化地王里一といラ雑

言1もに層別乃ことを書い†ごんでnすよ。多か、林さんにいわ
れ’ s｛’ろうと、巳うけピ．
林 そうそう，ほ一’くも層列、最初に電がそんなこ．’とを音

いている。層別といラことと、そナ（ガら2技抽出、多・相

埴忠、システマテい7拍出等・とサンフリ／ソノ．■差相当

みんね勉残レブ1拓。それでバテマテいク・十ンプ1レ

（等間帰神社）なんていうれ寺フた。そザういけ
るサンプ1ノング’を、基本的には22年から3年間、そ0j直

中はみんね勉強しブ（、石田君なんヵ’も。

坂元 それは、本μ何て一寸が、

林 本なんかないよ。何も’ないで．’す。

士反元  2≠支』グ3手炎とか、 もフ…一・、

林 そんなことを書いた本は、4）リやしない日2段、3改

が1書いて4、る例は！94一σ年（「ビ’ユー口・オフ㌧セ’シサスJ

の太い了ニュ了〕し亡～よ。ニピナしか’2手乏才由宏。o、すニプリンプ

誤差を計算している。論文し一がな｛デ1ンノー’が’辛でそ

ういう資料いっぱい配ってい㌧
、西半デ’ミンプ川っサカ漬は、そういう1亭・て・すね。

駒ラ尺  丈紋を川…？
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杖 特フてき仁論文を’三好。小釧嘉戸工、．朴岡充チが’gイ

フ㌧て、ガリ版に別フて全部配る仁事麦束才石ピルて・われ

われが・やった．一 ﾅれがIlつグヨー体事だ’フた。それから、了

メリカ大使館の図書館へ行フて、統書すの関仮のやっ谷部

コピーしてみんなに配フτて。
駒沢 コピーというaiは、やはソ謄．写版に書き．直して、

本本 謄写版フて、9イフ打フんで’すよ。それをみんなで．一

帰一」る。

駒沢 犀リるわけて‘’すが。

林堤光臣とか石田望1よんがそれで勉強レ．た日なんだ㌧

両耳そうで・すよ。月プてI6音戸まで一’とるんて・1すよ1ヵ

一木’ン手氏て’。一・番一下で’いいで、すか．らくビさいなんてわ．け

て’’

B

本本テ．，三ンプグ功績といll・、，統計綱グ1チ刀期・功細

1つは・そうした文献ハ配布に友子†㍍それを見てサン．
プノンブ’ぺ段処理、6純理という・1生みん晩強し
仁、

西千・ ハンセンと・・…∴

林それは40年。’
西干 それからコ7ラン。コ7ランの何が新レい前例版
かなんか、やフげクカ’’り版てnあソまい二．れ。

本末 コ7ランは考麦だ’一θ

西平 兵、れはあっらで’言尽し仁んですよ、統書†局で．’寺岡さ

んプ（ちが・。薄い本、て一’すよ。

ネ末 ハンセンとフルビ∴ゾッ、そ一れからマドー。 これラヵ＼’’

光フている。
 実際に皮う シ 入子マ テ τ ソ 7 ・サン プリ ン グ’といラ ニ

とをましピ州ご打ち込んで．’やっすこ。そういうと二うて．’勉強
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して、いよいよ首斎調査の予備調査をやブトらノ1・日原へ

±1かけて行って、才勿責配給台帳というやフで一。

、駒沢対象が、物買配給台恢ですか、

林物資配給台帳が’いかに正確かという半リ断左ヤブて、

それからフン7oリ・ソフ．’を1司～リかで彼・ていくん11θ

そうすると、いうん～属桂別分布が’突にうまく合うんだ二

これはす二’’い毛んブ三’と忍っト．

坂元 それは何て’’確かめたんて・1・すか。

均平 目言周かなんか勿結累と…・・、

杁そう、因詞・結采と合わせる。男女列、河別なんて
合う、すゴい。それで・・校定してみると、ビ7ソと中に入

る。これでIサンプリン7’’ハ効力が’わがフブニ。だけとI．そバ

ヒさ’段重に考えて、台帳（前ヒ後るで・｝様チカ違うとが、

それは予情調査て・昨常に言≠レくやったフもリ戸｛’、フ喜’ N

わヵ・ら甘いから、と二とんまて．ソ書え抜いていく†｛．ろう。

それで・一疑問ピ5ると二うは全部千エ・クしブ・…三’う一’ら、

謂蛋巧結果（コーチ’’インプを見ると、突にいろいうのこ

とが・やられている。1・とえはn漢字の正し一ご、フまりここ

まて・I正レいヒするとがなんとが・〃んね夫やたんブ∴む

ず’かい1漠宇を書かせるから、合っているヅ間差フてい

るクiが（判定茎・と；うするか。十一字をこう2づ書いたら

タ｝メだ’ヒか、そラいうようなことを全師チュッ7して、
予備調査て・・徹底的な作業差レテこ。たがら旅判書＝’に書いて

・あるとお（）ブ三’。ノ，れ以段、一4、ナしぼピの予備調査を線1ク五

しト調査は珍しllと思う。一．徹底的な調査たつドカ。

  いっ女は集まりやすいか、胃は集まりやすいが。ヤは

．今時に集まリヤ寺一から、今時を集合時間に入れ1川れ

ば’∴かめとか、そういう分析辛全部やっト・†｛．がら、・j・
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臼原て・・予備的．茨→音き調査はて・1きた・も同然：という応し’．

みんな一緒に15って行助したわけで二す。

 そナしから．、 あと魚付で．は、1’ま工場n車フている君津

の先す～。日本（浦、村〃リベ表として君津へ行っブ・んだ。そ

れからもう1フ1ま比企部野本村。いまは何になっ’ている
   」・かな・呆松山カ1な。

駒ラ足 東松山。高坂．

林 両坂。

馬うラ尺  栗に公君ア、 川越勿先。

本本1〔企郡っていうところξ因舎グ1代表とレて亜ノニ・た一．

 そ・・れから全一目ρ1サンプリングIと一うのjま層引プンフ。ソ

ンγ’．これは徹底レて層男！レ効馬、一そa）云ぐ（評俸生I冬

郭やっブて、それ1・1λ立会調査・ぺ一首請調査グjさ岡言回査、llもと

→∵Iで’きた、 いわルる全＞区1言回査・〃十戸ソフ’リ〉フ’．ク．z・・プ3型を

っくっブて。サンデル2万ぐらいでiすね。

自耳 2万名’らで1’すれ。

林 そいフて’’とにかくテI－9星取パ三。

坂元妥するにそれはプソテ又トて・畜れ。
‡本 フ。リテス←が’系冬わフて、23年の8月に本宅周査ガ突方包

されt二。

 あの当I8寺（サン7θリ・シク’．4ごとで∵話をすると、一応・言回

奪6形をしていト列は企業調査、いま勿．津人企業調査。

これは坂元さんクベヤってい．ブ三。いまの形ト並一く、抗テ参署

差してと．’うグi二うグという形がで・・きこいた．もう1っ、
コブ‘’ iC◎』』）といラ人が’乗て勇駒カ調査をしナニ。ノ）れは

コブ’ρ労働カ調査とナ）ハわれ勿涜み書き能カ調査．それ

から法人企業言回査は当時巧3文言圏査。労’腫ウカ言回査には奔

蕗卦一郎さんも加わっていたと思う。・団申茄韓、それカ・
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ら具野忠・一君も＼フていたが・、その皿ヵ・’ヤっていた”が’

未ρ収度量調・査。

詞1尺それは集材有グ1武駁場τ。

林 そ勿2ハいわゆる23年当時（代表的サンプ）レ。孝斤聞

社4世論調査はそろそう立代化してくる。それが，てIきて

くるグま23車引麦ヰ、1σ月亡人跨っ世論調査はほとんど一そ

ういう方式て1やった。

 それはCエEが・指噂い。。当時、われわれグ1ところは

C工Eと目と鼻の先ブ～からよくムかけブニもの…

、駒沃ξHQて’Iすれ。

林 6H・一α・〕C工E、それハ団と鼻の先～・ら、しょっ

ら喰う行ったつ来リレていブ1。フまク、束才石にわれわ

れが’い1・といラ偶然の結果が1、はからず川も日本の社会調

査の基建ζっくっブ。ようメパう。並くプ’から、一⊂エEが、、

世論調査のサンプリ・プの才言靴受け引二は、統計数理

へ行けと荘善し1・。けら新聞社れみんなれ。

西平 ぼくもそ勿C工E11ろ最後⑦ときに、NトlKの耳志巧又
率調査．グ｝サン7。リンプをやっ月二。請局あれで・ヲ／き継ぎ’び

すギ
林 昭乗025年ヵ・2ち年、それに一番最初矢施されτ・しっφ・

クしブこ世論書岡査。放送網が1τIミて1世論調査といラ番組

に、い．うん㍍視琉率ヤ意向妄聞かなきヤいけないといラ

ニとにブいて、そク言回査を2夕年之Iらいかな、やっフニのは。

西平 ほ．’くが1CエE（ときて∴すから、25年て・，すれ。

孝末 石可究所か・ブこまにま偶然というか、 そ（束柘に分一室が・

あフて、しかもわれわれが・並い’ oされて、亥、そこにいkと

／lう二と自弁か一、友、る意味巧日本・社会調査のべ一入室

つくフ←。C、工Eか並けれぱい・〆よかこうはいかた5か一フ

             47

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



仁と厄う。

 一吐論調査と、いわゆる言えみ書き能士調査といラ言岡査が・

中心に大5って、日本心上令調査の茅、ろ意味∩方・向を1史め

てしまブト。という1とて・■、社会調査の学際的研む種
が’まが右し仁。．非常に進歩したん†≡一よ、2σ耳代は。読み書

き能力が’終わった（洲I23年。調査して、分祈は草あ大麦

たもんグ。当時一一。
、昌句ラ足 手柔言十て・一すか。

≠末  三室 う）、 工 5 N。

駒沢  ああソー 9一使フて、 カードて・・。

村ソーク。C∫Sとがなんヒかい1・一1こね、産業何と
か一局という、 乙へげ’を主七し六二署ゲ孝先方て‘1。

馬ヅ尺  そ う いラ合ネ土5い4、フ六こ、！して・・才一か。

林会社し’やはい、軍。

胡沃 軍σIあれで・・すか・そ札差彼って。

丙午経済科学局と舳んとか一一
林亭至済科学局。そこパ“を定フて。
駒ヲ尺 まだコ）ピュータなんてない時代†三’ガら。

オ本 ソーター。タfプを打フ。ハ。ソチを才丁っと・、ど・の桂

皮該差か、ある力・、それもらやんと調べた。八。ン千三又0．る

％。 そナしも ちヤんと調へ’卜。

瑚ラ尺 本書同査2万て一1・すれ。2万列ソーテ／）プなんて物

すご’’い大変たんレ1峠はいで、すか。ジャーと1回流レて。

両平 そパ中で■000枚抜きという＾をまにや・て〆）。

林そう、lOσ0枚攻きをやって、会言すI驍ﾐ水析し1二。

両平 ぽ’くはlCσσ杖披さをごんご’’んやりまし←。

弥疋 ピ枚列あブしで・、1σ00枚ブ÷’け同意、しておくしし’やな

くて、そ（都度披ぐんて一すか。
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才未 1σ00ズ女サ）プリ）フ．’レて4）る。

西平全体の†ガら1川改取フいう。という～ま、簡
単にユB月ねんが動ポでないわけブ∴†三1って軍隊a／す三Iろ

う。そん㍍に’しゃす＜やれたいから、1000枚抜いたのは
手て・．I書き、菓言ナするわ1す。

林 1000枚抜さて・lIいろいろ．．昏わセて。

西早ぽ’〈一冬初川こ林さんにいわれてや1た（バ、何
ヵ・調査に未なかっ。二やつなんカゾ、差しかえを、工BNの

カード弓数字を言屯んで．’別のヤっと読みがえてデー9左ム

す仕事て一い1。と川パらい違うかフていうんて・㌧

林 そう．そう、そのこうわれわれの基礎ヒしては調査に

朱はい老を担、ネ艮すると、吉岡・春その毛のの小才斤とならプ5い

（て・・、采むい者（／ト生ネト差十分検討しア・。それが’日本グ1世

論調査て一定毛している。われわれ・孝之ている・と、フ

’3’ノ来㍍い人はと一，んな性格が、その言聞査その毛。、っ分析

が’きわグて言羊い㌧

                 い／  、嘩フjト C工E、あそこグ）寸空言奈ネ立会禾十字貢果っていうところ

に、日本（ネ士会学考、た二とえは’中国から多1き携け1てきア・

人や何か、いろんな人が’いフは一いて高1倉を食←．て・・いプ・

んで、すよ。それが全部読み書きて・・、そこにいるけれと’’も、

みんブよ二つちへ某ちゃったわけて・・．すれ。

林た’がら、日奉・世論調査・〕始まつが．ψめて厳密な

ス9マ！一をす刀っす＝。

西早 そういうことて．10弓’。

抹 それにはと’うしてもC工E巧カは否定て’き㍍い。

丙平 あるい・はそ・りペルゼ1ルとパ・ソシン”パッシンはあ

ざリ読み書きには剛天レてい1よいんて‘すポ

林 パソシ）は島まクダソ千していアよかフた・。ほとんど’・
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へrレゼルね。兵、とはペネソト。ペルぜ1レが・帰フてからべI

ネットて’’す。

鰺→」 パソシンはちゃ人ノといブて二とはいτ＝わけて，しょフ。

本末 パッシンは世論調査。

酉早べっレゼルと仁事孝・一分がれて1・たわけて、すが。

林告脹が・遠フてい㌧しし’ヤないが。その皿ま．て・・はよく

わガらナ5いけれビ’も、音百屋が1室ブトような気が、しブ1。

西平小良彼に開いてはみますけれど。
才禾 ぼくはペルゼI㌧グ1ところへは行っ六（けれども、）ザ／

シ）めところへ庁っし；、はせ一論調査ハときτ｛一’けホフた二よ

うプよ気か．Iする。

馬句沢 そグ1当時、肝究所功名／本は云且師谷でIすが．

丙早 いや細川邸。

駒ラ沢 そa）とさはまブ三松下・走圭は帰フてきてないんて・す

カ’。

林 いや23年に帰ってきている。
馬句ヲ尺  ソ帝っ て き 7いる。。 し1や 毛うっ言州は閉＾て 。

休講究会もそ（二うがらて．’すれ、

駒沢 3、周年がらもうみんな集まっブ（んで’、すヵ’。

林き周年ヵ・ら集茎フた。いや、また■3同年のときには

飯国に残1ていトがな。22年の終わリガ・ねんかに集まフ

ブこ。赤みそうむ・、石一田が1帰フす・ときはあっちにいたカ・な。

駒沢 森口さんなんていう川よ何やフマいrてんで・すが．
計算て・、すヵ・。

林統計卸里には講究抽’吾目欠かごす”やってきて・そ
れで’．統計を勉強パいアニ。

駒ラ尺 ああ束欠め方自・ら表ζτ・んでIすポ。所員ζ・・はなか

ラτこんで・・すが。
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林遂ラ。勉強に来てい†二。それτ1康丈て一話を．し一ていた。

言責究会へ来て、読み青き能ガザとを聞いて「薦激レた、

フていってぺlk。あれはショI・ソフを与えアニ！しブづ，ろ〉。い

まえて毛よIくて・、ぎていると、思う。い・なヵ・て・き必ぞ，、あ

んまて・・、情熱込めて’やらなければ。いまみブニい．に住しく

い1から．、朝がら晩よて’・それア1’け1÷■っナで。そ列はグの二

とはしねい。

 そグけンプソンプ差抜くときに問題として、乱敏衣の
問題。と一’うもあの03っていう統計数値表4乱数はムヵ・し

い。 レっ ガン しブこ舌し差支表差フ く らにヤし1か兆とい う こ と

て一、そば．’屋のさHるを粁ってきて、それに銭を入れて振る。

’ア）しミ，・一お全にσ・・Oに・・・…99た1れいう叡差押す。一

騎沢4）れは私も見だことありまプと1’こがに伐1てい

るんし一ヰないかな。

ノ自早  ぽ，くか一方寺フマいる。

才木 そプして’10回ぐらい、少なくともう汀同ヵ、ク、き回して1

フ《重曳を月ヌ1り出、す。 とにかく大一変テ～I． 1日にiOOブミーけは

ビ1うしても義務としてやる、た’札も彼も。それで・・、まア・

いういうな議論か出ちヤブてれ。 それは撹杵の実験やフ

ているハ’やないがIという去’ら、こ牝か’本当の舌し数表た’、

いつも・3使っ・7いブ・ら、1れは乱牧し■やllい1て攻撃し

㌧しいらゆう新しくフ／フ1二毛のじ■ぺよければI糺牧

レやいといラと1ろと・乱数上・諭千を片や北111・坂
元、増山とわれ〆）れとζ一・やフでいた。イデ’オ。キ．㌧グ相

豊。それで・・、みんたがI舌し教プく一るバ邪魔し1・。1反元と

ユ仁）リか’1一 ?�ﾈも（やハちまえ」フてネ南’買力員ストライキ

の扇動Σやった。 争いが’’いろいう維えなかった．

馬句ラ足  そ〆して一ガ’ソ片足で・フ く フ k xノτすれ。
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西平 ガ’ソ版しIヤな！、。朝日新聞て・・印刷して＜れた．

林 「朝日。・で，フ・くフプニ。

馬ララ沢 あ札「印刷・て1・したフけ、こんな木さへ1。

沫そラそう、「朝日。で・うくった。これレや㍍きゃ、1け

いヒ’われわれかI’指導、して1、るから。「朝目一・I真に受け

て、（笑）それで、やらたけλばなら牛ということ、にいす㍉

当時はそういう。3・うに一・1イデオロギーに立っている

から＾しろい一 Bけ当時は両方とも真剣ねん戸1一よ。両
方とも真剣ということは間遠、いナよ・い。これが・本当（糺数

表だ、それは撹杵の実1．験だ’、そ／ノな1とて．’、振。い振

ら㍍い（フて欠、騒ぎ’戸5んだけれピ毛、とにがく同えわ・、才辰

ってつくったしブ｛’よ。

馬句ラ足 そうらレい一て・・すね、

林r｛’げと’ル乱数表は．かはヅ・一・・。

馬句1疋カ）れ一祇王て・，すか。

西早 1践王．
才ネ   それでパ03八方と が、 ティヘ・ツ トの一乱妻女とが、 三宝中て・・

歩員度つ患いやつ入れ・ヵ・えているノこんなことやフて、こ

れが’乱数が、乱枚（もとはと’こにある。「そ札はゴじ～君（

と1ろllある・「ぞいで・，㌃らめ1・乱数使えあ・と大騒ぎ・

入れグえていったら頻度1・・合うガ、ほ白ソ1中、はピIう才・る

ガ∴れは乱赦し’やゲ。そん㍗川支え札と＾わ
いい詞食は，全邦／3巧言！紋1育侭一ザ〕亨㌃～
 そナリ乱牧細、もとで・、まだひ守に意想的背景ら・1次

フ†1。す三，から、擬1汰札教という川ガiま岸十朋究所で1ま

、ダ1ま1）好きし1やたい。有国め方が一物理乱老丈伎うという例

は、い意咳てパ回し1糸流い・ら。！砂・起こ．フでくμヵ・

わがらぬというと1ろが、乱数ねぺづ．ラまり乱杜心力
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二又，ムをとうと、三二1巧だ。才昆イレ人の方は、いわゆるシ又テマ

テヲヵjレすよ吾し老丈。とこうわべ、幻勿三里舌し孝丈ゼと本当4台し差支劣べ

出、てきて与心ヅ、理、屈、と．’おい舌し放し．’やプよいがというノ3、

ラけ考え方ブ～。

 サン7㌦剛れ’とほ州二、システマティック．（等間婦）・

すンプり一塔vをするとき、これもよくあるけれと・も、間

隔が’／5、ξとヵ・7・5とがといラことに戸よる二とグあるんプ～。

そ うする と、出発、宍、巧舌し枚茎取フ てから、 1っずフ交代

にやるて・・しょう。間隔て17取れば、次が．18躯る。てうす

るヒ、救えていくと忘れちゃうん十。そ糺で，みんア遂具

をイ史フてやる。見ていくヒ、 9を取る』ハ㌧ソとすカりかえ

る～7が，済むと｛ソ．と抑リかえる。そう．才ると誤け1
アユし・。

西不消しコー4或フけてムいてね。（笑）
ノ林そういう1ヒをみんな苦心してやフてい†て。それた’

けヤン方ク’’’真剣†三’っτ・。そういうことをすれは．’間②数も’

抜ける。そ（間碕がI3だ’っブニら、8，8，7という、ξ、うに書

いて‘おく。 そ．つい．ラ万二て’きちんとベテっ7し・る。だ’がら、

二又テマテイソフ・サンプ。ソンフ｛をするとと・1う∴うふう

はバ’イ了スが． ｽいか。まブ・一見ゆか．’朴に見える毛のが’忠

てくるがというと、十分虫’て1る1だ1かIら石薄そ巧も句

の桂貫というご㍑よすい検討してヵ・がら1・．きゃ9“メ㍑

んてことは、イ〉ストラ7ションにちゃんと書いてある。

 当時は、、新しく桝主しブ1人は必す■終わクにくっっけて

いる。おし・まいら方か、抜けろと新しく移住しブて人か、液け

ちゃうわけブ∴言い人斤こけと乍るヒパイ了又になる。τ～

がら終わりまで・τηフて、・全都まんべんねく逆レ．すてわけ。

坂元 いまで・もやっぱクそ勿可能桂は考えられるね。
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旅でれ力’ら・’最ネ刀パうらは割りす刀才し宇．匁・はいかぬ・素

孝丈て・’なきゃいけないな∠ノでく そうするヒづ竺帯主に当たる

と、いフも世．帯主に当たるこ』はなし・とが何ピカ＼そう

いラ綱がいことを実施に当hて注意い・。2σ年パ最初

の二うのす〉フθリンブ’は一いま例人はなれているヵ・ら

そういうことは起こらたいヒ、量・うん戸～けれピ’も、わ一力・ら

㍍いガら克明に詩し＜やってい亡二。．す三’がら、最初句；ろ

（サンプリ・ン7へはす二’1く厳密て・■すね。

 それわ・「やつは∵）新聞社に行き波フているんナ｛□。われわ

れを信斥〕レていブてガら。†1’がら、初めっこう日本（ネ±会

調査はそうて一戸二ら〃）になっていなかっす二。しかレ核にブよ

フて、いわゆる了一ケデてンプI会＼社が’ていきて、 日本（，カ

〉ブリンプヅグメにい一でき1・。新聞ネ士はみん戸｛れ々

れの本旨。導て・，ほ流’が，続いている。

西平 日本て一．・われわれ（やっ六二方；乏生新聞社が’波フてい

るというのは、新聞ヤ上毛全で，あジつ勘定し1よいがら、厳

怨にヤれうんで・すれ。

杖で．プ1ラ、一それで・’当時一番日本の新開社が1まし’ハに

．やフている。ある尭一桙ﾅ勿教条主義みたい六スところがIあ

る、・それを受け継いてI1いる。

西早 輿論科学協会（サンプリンプ’は？
丈本 二直正昏を稀でて后の家へ入’フでつ可車千日刊角。 す～がシム宜

路を歩い†・．んも一フ台・まえて聞がはいとわがら付い一それ

で・、才一ソドップスナよエリ・ア・サンプリング’て・す台まフ†て。

  、ほガq新聞社は物買配給台帳。
 世論調査で’は輿論科学協1ト。わ・れわれと牽京新開カレ

縞にやフブニのか、新聞発表の一等最初じヤないかブよ、22年

の終わりた∵ヒ、迅いますが一ね。世論調査を輿論杓学協会に
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頼まれて、表京新間と一縮に世論言回査をしトの、22年しI

やす5いか六よ。

 初ダ川ときに一、男サが・317くら11なんボ。どIラして

4、あいうことにい仁勿が矢口5ないけれと・・も。それを乗

手さんが．、ウ・エートガけねければいカ・ぬというんだ。ウ

エー←かけるのはおかしい。ラン9ヘサ〉プJレの・性才昏が’

異ナよフてくる。乗チさんは、何レう二んプ5に皇っτてんしハ

ヤダメし’’や・㍑いガという㍑｛’。

 次の問題は、ハーセ）トを出すと、足レて／00になら
ない。…σOにピうレてする。ぼくの力は、l00にしな～

やハーセ・一一シトレ’ヤない。米野ごんは、いや、そうし’やな

し・ Aこのまま出っ放して・いい。兼子ご八ノは現実的ねんてI’、

足して一σoになゲ5きゃ新聞ネ土は承知しないといフて、

こφ方星取フチこ。

、駒沢水野さんは計算しフ方五しで，。

材 しフ抜レ。

馬勾ラ天 1σ0に㍍ら㍍くて老いいし、才一バーして老いい

わけ。

林  たとえば○．Olというのが．すべてで1あフたとき、合計

が’o．99とねフブニらとラするという。そ勿ままで’’いいし一や

Iすよいが。そんた極端な議論をして’やるも勿て・’皆ラんぎ・リ

しているが1、彼は譲ら行い。一方は、1・。センけいラ

のは1σ0打んア～、10σか‘Iハーセントプ6んプ三、101で’はい

けないし，やないヵ・と文童な議論よ。それで・■とうとう100

になフナ。んじ一，やプ5いかな。ウ土一い・げず十100に有フ

τ・と、ぼ’くは言己億．していbんブ～け札と’一もれ。

西平ぼ／．㍑がも水野㌧と．さんき．1ん㌻1ピ毎日・
て・Iや∴γリIやフて、「岳8、の人たちはどラでI老いいし1や
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1ユいかヒいうんヅけ＾ビ’も、とうと．ラ「毎日・・／も100

にレナニ。

 それから、サンプ。ルに当たつア（つが’合邦文ブ～フたら彼

き直すが否が∴・…。（笑）

馬句沢 それてい、世論調査を一着初めにレに川ま港区勾前

身グi芝区て一すが。

林幻．、ここは港区。

馬句ヲ尺 ここ一は初めから港区には・フちゃっているんで，すが。

2ら年下三’がら、’それ1まもう一緒にねフちゃフているわけれ。

林 そういう・iが・22～23算ご’う4．せ論調査の正見11片1よ、

文体。最ネ刀、世論調査が，てIlきるか～Iきな一いヵ・という問題

が身妬まフた。本当にそういう二とが’て’一きるカ㌧す1ヵ㌧、

いわ／！るクェス子1ネエひ方は、一比較的表初1！簡単1・1

ブト。サンアソング．’・てコール・7エ八千ヨネェ了といラよ

つ、サンプ。ソ）7’は世論調査自！本¢問題プって・。

 そ（うち、もラサ〉プりンプて’できるという二とが’わ

がフてきたがら、賃問ラ去巧問題が’’主カーになる。 それから

5～6年ぐら．いかかフている。タェス手ヨえエ．ア、賃問

のフくリ方か・問適にねる。22～23年二‘’るというのは、サ

ンプリ〉グ．ヵべで1きるがで・きないづ・という二とがらす台まフ

プて。代表（資格が’兵るがないク＼そこが真剣jデ5問題。す～

がらサ）プ．ソンプはとっても熱を人＼れオ（。

西半それで．、和州1フエ入手1ネェ了は池内一さん仁
ら1一壬セるといラ、あれバあ1たんて一1ψ。作業分担て・・

4っナしナっれひ方は、考隻又生五里をしょう．・、ヲセ1内さ火ノブ（ちが’Iクェ

ス手ヨ未工了を考えるはす十’ったんて’1すね。

林 クェス手ヨネェァの元組は池内。使カペー番て・すよ．

一ノ竈二あれが・ナ）かる。才文田稔パー亭着にクエ又千ヨネェ了や
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フていプてけれピも・、…あそれほと1しIぺ5い。むしろ実施

の方で，……。

銅1疋 そ巧当時、池｛さんはもク新聞研におられブニん・て・1

すが。

林 いやいや、輿論科学協会。奥諭禾→学協瓜というのは

ピういう団体力1ヒいうと、海軍巧残党プ川。海軍に技研

といラのが，あって、突歌心理班といグ・…．

駒ラ尺 恵比寿巧とこうにあったやっね。

舛あそ1にあつて一1に大学の心1里忠身が1季／集ま
フた。そ・〕連中かI打ちか㍑フて輿論刊学協会を始パ1。

乗手宙、又塚良荻フていうグが．1大将。・枚田は日本。テー㌧．

タ・下すりシ又の元祖。彼は師争守フ丁ク9一・下ナソ
スト†～フτ㌧ファタ9一・了1すりシス②手引きな・ど．書・i

ている．。

ノ、駒沢やっブニんで一’すか。

林海軍．て∵やフていた。収日はフ・・9一・了すリバ、

セントロてド法の元組だ．、阿’ ﾆいっても。古賀行義先生
が、親王て・・いて、牧田は一I生懸、・斧ファ7タニー・了すヅシ人

．をやつアニ。あれは理科虫身ナ5ん†イ、高・等学校。いごさか

教学がIわかる。「牧田数学、といわれてね。（笑）

肉牛 持ってきブ〃は古賀行義先生プまんて・・しょう。

林 そ（関係はと’1ラたのが、ぼく知らない。古賀さんは
広島文王星欠だからね．佐藤さんもよく夫0．フている。

西平’いや海軍に、枚固ゴん帆がピ・…1。

林それはないと思ラ。佐藤さい本帥どんど読んで∴

彼は奴宇わ力・るということて川、結局、フ・ク9一丁ナ
リシスは朝グ、回転た’といラことまで’は気古〉フいているの

す｛’、枚因君は．い・ねヵ・やるといラ感し十ハニ。それでI
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ガ’ソ版ヵい残1マいる。’これもファタ．ター・・7ナリシス・

元祖として聞いておいていい言舌がもしれまセん。そラll

ラ意咳てIl、枚田は子㌧タ・了テリス←4元祖がもしれは
い ．j輿一誇フネ子学ナあ・分て・兼子が、ポ，又、 そ4しか ら実言を部隊っ 孝見

方は又偶良敏。こ札か1す二’□い調査屋的腕前で．1、それに牧

田、比内といラ千一Aで1調査をやフていたらレい一
 当時、矢際＜／フてきプ・連中六三が・ら、心王里て一そういうこ

とを始パ・入は手か’遠い、方こ∵よ。紙・枚紋皇杖える

のい一三∵．とし’ヰないですよ。（笑）もう首ご’いんだ’よ。

馬句；尺札杖えるみブ1いアま毛んで■すれ。銀行で。

材尺係良敏に至っ・ちゃた麦なポしプlIよ。足でいて自をみ

はる。び’つくリレらキう．そ札から言沙菩き能力調査を
やフて11るときは、島1圭一夫ね。大体．、紙グ：勘定グ＝位方一

が一、1σ0枚というノ1三ケ板すフ、千やチャ手ヤ手ヤ、も
   ・，ム．、   。。       、             ，ラ・全㌧然土色フんだ、季氏の・画己リ万が’。わナ・し．ラっナし1京丈すフプ5ん

1～。目をみはっフニね、ψ、グ〕ときは。だ1がら1構里学とは紙

を配るもペパというグ外われわれの友夷だIフ仁。み・し
15て・・笑フていたして・・すよ一。心理学は紙を配る、それが1す

ご’いんボよ。テ又トて・ずIっヒやっ．できたて連中、千れで、わ

れわれμす’’いふ’ん写んプ÷’んで寸よ。

 22～23年ご・うの調一・査奉は、そグ，才至度あ毛んレ半ないが

1よ。ぼくは、池内君と一言者にす’っと三σ年代共同朋究を続

けk。ちょらと違うんだ’、池内君のフェスチョえエ了。
見ると才（’’わかる。ノゲしくピいん一ブ～よ。 うるさいんだ一。

牧田君は、どういうわけヵ・調査実施、経営一一本やり．で1す

よ。考皮にそんね商才が・表、うとは、巳いも5らなかっす二。池

内力＼・フェス手ヨネエ了ξやリフフいわ咋るスケール・了

ナル入、日本に初めてカ“ツドマン・・又ケールという二と
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を紹介しブニ。そラいうも巧が’あるヒわんわ札聞いて、こ

れは天変いパ1’とみんナ砲5亀レ仁。それが1・2一・3年I
B

た．がら、スケール．了ナル又て・・、読み書き能力aj言回査の

維栗は尺・レ鼻してよろい、。といラグ〕は、がソドマン・
入〕下一）レで，検言立レて． ｻ十しにブ（える。たがらノしせ． 驕Aだか
ら合言ナしてよラレいという、巴チ呂が一’あフ†（。

坂元 い坦、て・・、きょうは一応終わりにして、ガニ分度

は昭和24年くI’らいから…・一。

砕サンプ／・クI．わ’けちゃあう、先㌧

、駒沢 サンアリン7’1片フーけて、いよいよ……。

坂元 まだサンプ。ソ〉プ付プ，いていたい（？

杯をれ〉人後少1すンプリンブ’が’，大事た’。

馬つラ尺 カ1，・ソドマンが’1人フてきて、欲量1しη・話にも詰ノ；こ…

林 放量化は、また男1」の系多1」て’並けする。叙量／い歴史

は21～23．与ご’るから。これは全然桑列が’別勿采ラリわ・ら八

ラてくる。

坂元あと医学グ1デーgとが、言古セか、1・よかハ詰も＾ソ

ますしれ。

林 一番大事なことは、本当に偶，然が’左右レている。偶

然巧連続といラみたいになフてい’る。ブがら、どれ1フ

†刀れても今日の統計数王星はブよいレ、1日本巧統書†は㍑いん

t三’。それか．1木、も該～。

西平  しがレ、別。！が1あつたか毛し十し㍍いで’すよ。，

林 列のむのが・あフたがも抽。ポけと‘’こういラ’／つば㍑

統計はなかったとぼくは、琶うし、戦争中に兵隊へ行かな
力・フ†二’ 轣Aほ1’くは族学をやフていますよ．代叙学、レヤ

なくて解析写をれ。
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駒沢いま文学で1漆義一・7

林解析学をおそらく一一。
西平 涌永こんで．1すね。

馴1尺 先生が’、戦争が’終わ7マ・」・使室へ人フて本主読ま

㍍か一フブこら、 まナ・二重．フす（・一・一・？

林ます二道ハニ毛川二なっマいτてうう』いうこ．とはある。

それから読み書き能力といラ言回全が1あフた勿ハ・．日本の

ネ士会調査②レペリし巧高さ茎保持するも』。これは何とい

フ仁って本当と、屯う。

駒沢 孝生橋へ三皇〕やられア（びもいいし・

林抑掩へ並．いやられたというとこうは、ノド川澗次郎さ
んのユカξ責だ1。

馬句ラ尺  そ（ こ ろ固ラ足先生な／）・ヒいう一グiは。

木本 固｛疋ごんはム’とすよしい。同し1一考ア屋にいア（ことか’ある。

徒コツコツ確率01イテレーテソド・口が’1ノスームという例

のやっを一生懸命石汗究してい†1。

60

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



弘尺 そ札て・・は1（（間の1長きてI’、ノレし残ってい†てサンプ。

1ノングの問題から、きょラは本題。放量化にがけてお願

いします、

泣 そこに行・く前に、考えてみ一で、こ（間、話が’少し抜

けていましブニのが’、昭和22年ゴろ、研究発表会あるいは

言交言古条差やってい．た。iは研究所た｛’け六～フた。それで人州

いういう集まフてきk。

 もう1つは、いわゆる雑言志、コミユニケージ∋〉の材
一相ま、研究所1三けしか出ていなが’ ﾁたん’ ﾅす。いわ、める

「講究録」というカいリ版刷グて’、あれか1日本における枚

手方角《唯イ発表機関て’1あるという時其月かか／ました。

これは、τ三れかいわないヒいけはいんで、でIされ・は．歴史

の中1こ入れてお・いてほしい、よそにそラいラも（が’㍍い

晴げに、そういう働さは24年く．’らいまマ’’亭亮いたんし’ヤブ∫

いがとげくは思います。

 サンプソン7nに行きますと、サンプソ・プ’め問題は、

一番最初、読み書き能力τ・大1きく進歩した。読舛書き能

力というもののサンプソンプの方式ヵ＼I、ネ立会調査の下敷

きにな’っナニ。そのサンプリンプ左使フて、新聞ネ土の世論

言周査が・行われるようになハニ1こ．れは、「朝3・Iが一それを

そのとおり使一ブトんで．’す。そめ「朝8・の23年パσ月調

査か9月調査が㌧番最初だと思います。
版元 読み妻き能力調査らサンプ。ソン7’巧’方式は、所長

とか、 日本（オンジ，ナ〕レて一1すが。

末末才リジナ）レす～。それまで．Iは世言紛言回査は大サンプ。ルす～

ラτ二。・吐論’言回査グ、並べ化がIそのころだ’と恩・います。21年

は昔沈（やリ方だ’ヒ，＆うんですよ。2ラ年3月はまだ1・0万
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とが何’とかいラ・・…・。

坂元I ﾌ充というハは、天サンプ。ルということ之．Iすか。

何十．万といクサン7。ルを・・・… 。

淋そうそう。20万を配フす1い1うの．が・表、る。・！年7月、

とに力・くだサン．プルを、適当1二配フて、世論綱査をまとめ

†・。22年も、県別にすよフているから、これを小部やフは

ク酉己フたノ／）で1しよう。

馬句ラ尺 それは文部有ハやフーているづっけてリすが。

抹 文部首ゼやない。朝日粁聞社だ。 こういうもグ）は、

「毎日一1も同ビよラにナ調が一そろフているわけた．。23年

川O月か．’禾〃1て013000すゾプルし“やなかろうガ。24算は
見トで1すが’、23年。）終わりこ・’ろから、ヤはリ世論調査に

おける立代的1よラ）クいA・サンプ㍉・プの300けンプル
方気’が’確立しブニ。

坂元 そ六は抗放朋て．1、所長なん．かがユ牛りに㍍ったわ

けてnすれ。

馬句ラ尺 こういう方式て‘．やれヒ、お等峯しア（わけて一すが。

杖新しい方べてIIヤンだいヒいラことバ出てきて一、それ
し、や読み音き能力列サンプ〕レに使えという’ごとで’、行われ

ナ㍍同時に・「毎日・毛氷野さんが’や）kか亨、時Iを同し’

うして、同ビようはサンプリングIlをレテ（。 で・すから、θ寺

期的1二は「朝日。 の方φ＼・ちょフと早がフた．が一もしれぬ。

いす’れllしても、そのころに世論調査が！近代化された。

それから今日まで．1、サンプリンブ’列方へは変わらない、、

 N H Kが’、．G－H Qの指示て一世論調査に最初に踏み切っ、

す〃が’、25年ヵ・2ら耳だ’とノもいます。これはやはり永野さ

んが全部捕専して、NHK・1番組視荻率調査て1、みんな

（意見を聞いてやらなきゃ1リすないと方丈遂法にあるんて，
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すよ。放五法か’確立すると同時に、それ差やらいやい

けナよくナいて、NHKか’干れ差やった。統敷石行が全面的

にバ’ツ7アップした。そ勿NHKのサン7。リ）プの幸足告

が’、統萎（研の輯雑のj号／こ出ていると思います。それ州

石打究所の最初のサンプ。ソン7．．っ誰告で’す．

輯和ナンパ㌧・が＼一サンプリンプ巧諸1列た■θいろん

なサ・フリンフHの外レい1列」が’集まフている。いろんなサ

ンプ・ソンプ差そのとさ．考えブこ。サ・シプリ〉ブ．デサ’’インそ

の毛のが・、 言条文になる昼寺代た’っ六二ものだから、 そ うい う

二とて1D・1と2に大半出ている。それ以来、サンプ∵シ
グの欠きいそういラ誰一告書は、研究所・にはないて．’すね。

 ㌃だみ寺き能力一は、「読み書き能力、の報告書ヒ、わナしね牝

が1「Aη戦1S」の最朽②うちに、それを英丈で書いている

のが’’み，る．

坂元立代的なサンフリ〉プをやってみよグとお息い1千
プい仁・｝．は、ピういプ・・…。

妹サンプ∂リンフ．’差ぼくが’始め戸・・〕ユ、全く偶然、勿栂・冬

て’’、22茸．の9月が10月ポとぼくは覚えている力＼1、ぽ’く州

東拓じ’’ルに形フナニ後、読み書き能力調査をやるんブ三とい

う話か、広てきて、白石一言戎といラ男が・それにカロわフ．てい

1・。放育統計をや1ていて’ A一gは教育用跨所に蘭候レて
いブニ。言走み寺き調査左べ⊃るんだ1ヒいうことて．’、言古吾、とが、

心理八人など・■て・’チームを集め†・．統計の青て’、佐藤先生

が’ ﾌい方に八フていて、白石一誠かちょうと’中くらいっ
と こ ろにいて、 白石一言成はI自ラ言が1なくプ5フ ブニσづ・宋0らな

いけど、ぼくのところへ・「＾・まえ、やれ」という二とて1’

ヤってき㌧ それが’サブプリンフー11こかかわる最手刀て‘1す。

 F読み書き能力、州・、ばくかプシプリンプK足を突っ、込ん
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す｛一等最初で、す。そあときに、一靖にすンγ1ノンフー’に引

きず’リムんナ～のか・、石日正攻、九山丈行、・それから西半

が一入フてきたのか’少し後、町年つ一’25年し’ギ5いが。す｛ガ

ら、23年の諌み書き能力調査のとさには、西早はサンプ。

りンプには一系者に赤い、ていないθ

坂元い前まで一は、・O・万†ンプ）レぐ亨い取1・ていけ

けて．’、それを3o・oとカ・4000とかに落としたわげて・・しい。

林苑、としブ1きっかけ1よ、ぼくはそこはよく知らない。

水野さんか’一番よく知っていると思う。C工E⑦指示が‘’

あブトんじ一バ5いで～ろうが。

坂元 落ヒしても行けるんだということて・落とし亡二／二し’

やなくて、落とセピー…・。

宋末・デ客とレてアメソカて’Iやって月るとがイ町とがというこ

             「とし、十ながろうが。それで’一読み書き能力、差やったときに、

300－0て’行けると〕ケニとが・王星屋の上て一’甚力定して出て三卜。

層別をうまくやれば’、 学と地、セ、戸、羅のビトゥィンを入れ

ても、けフこう・いな誤、至で一お’さまる‘（ア三’。ドから3000

て一いいんブ三’といラ（、ヵ＼・、「詠み書き育ε力、弓矢口恵プ～と思う。

あのとき、ビ■・ウイン主計算したり、いういう計填した

クしブ1い三㌧それで．’自信が，て一さて、新一間、社も踏み加フて、

それ以来蹟襲されている。
 1こがら、「荒み書き能力、が・行われたと同時に、あの・3年

レベル1’’近代．化したと一 ｧ1・ていいヒ昆いま首。それまで一’

は、それほピ自信が’歩、るわけし’半ながフナてと思うので’す。

23年のこの調査で’行くと、3月か年月ご1うに3500といラ

サンプ）レか一ある。一見並べ化した形ナ～が’、自信州赤フて

のことセ・Iはナ5いと，思う。それきIは、と一ういラきフカ・け

カ・はぼくはわからねい。C工石レ・ヤながううグ。そ（こ
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う、ぽ’くはせ論調査は全然、知ジ5が・す・がられ．

坂元 そのとき七、もラ層別多段黒作為抽忠て…すが。

林 よその調査はわからないが・、「読み書き能カー（標本書支

言†は層別3．段才山出。ます1’市町村．を層別して、それから酌己

給台帳を抜い・て、それからドがら．、・・耳の読み書き能

力言回査は完全に3段。

 そハと’き・）王星．属としては、いわゆる層別地公の王星諭を

忠実1こフ才ローした。層別するとと1のくらい効果外・ある

グということは・みん㍍計算して、それぞIれやフプ・とい
う二とだ三1，

 それゲ出でみんな自信が’フいて、いろいろ・トさい調査

で’サンプリシ7．’デザイン差苦心したのが’、輯報のナ〉バ、

一2て一す。 そのこう変ゴつったサン7oソ〉7’1茎いろいうキ

つ†こ。

坂元 そうすると、「国民性」の第1国は昭和28年て・1すね。

そのころ．には、も．う完全に自信あ1ブ・し一・・。

林 自信満～で’、「読み書き能力、て・自信カΨフいナ・というこ

とね。サンプリンフ．I匂いま（大きい枠組．みは、23年から

24年にかけて全咽的にて’’き上が1フてしまっ†∴

±反元  じゃ、それ戸大後、三隻歩・しておらぬのて・．すね。

林進歩し了おらぬとぼ1くは思ラ’。がえって昔の方が㌧

生慾命ヤクて、予備調一査をきちっとやフているレ、非常

にしっがクデザ’インが1て’’きておる。わからないがら、 き・

らんと一マやフていプこわけナご。

 いわゆる†ソフr〉ブ’の王星諭に対レ・て、一いうんな複染色

なき†算左したつレた諭吏は、27～28年ご．うまで’’にみんな

払ている。。ナ）れわれの方で有名になった～ま、層別川土

方なんプ4。才プチ1了A・ストラ子てフっケーショγと
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いうヤフブ三’。ぼくは最I初、層別、層．到と一生懸、争いい始

めたんた’グ、何のブニノ）に層別するがよ＜わがらないと解

けないという二とてI，、層別ヒいうものをきちんヒやる方

法が・ない戸イ’うラがと考えプ（。そのとき1ニヨ：az＋一』とい

’う話て‘一、あるわかフkバ’リァフI一ル入に対して、言回査すべ’

き量召がリ／ニア’た馴系にあるヒ仮定レて事皇始．める。そ

ラフ｛IとするたらはI’、わかフブニパ’り下ブ’ル又で1と一’ラ層別す

れば’いいガ。層別するときに、そ勿才フ。ティマAな八ト

ラティフィケー三／ヨンはと一’うかという二とをやフ戸・二． 予

れか、いわゆる才プ子イマ4・ストラティフィケーション
   1，                              ．，
て’’、ぼくのヵ＼．’手9年く’’らいだ。

 全㌧（同し’ことを、ダレニュー又が．やった。てれが’50年

＜らい。向こうaリ弐論文11ボニ。増山さんか’、そのとき

      、・／何かでソト’1に写会・か’あフて行ったとき一才7oティマム・．

ストラティフィケーション巧話をダ㌧ニュー人が’やフた。

増山さん1よ、それは林バずで．にゃ㌧ておるとか何とがと

いっτ二ごとで一、ぽ’くとダレニユースがI㌣甲よく㍍フkとい
う諸カ／．’夕）る。

 よ一＜考えてみれば、てに比プ列するような毛。ハ’わがラ

ているくらいならは’、そんねこと也要ないんナ｛1。た’から、

ぽ・くは才プ子イマム・ストラ子イフィケーションを自・が

で’Iやったけれピも、あんなものにこ・フまで’’も二r～ねるの

はナンセンス岸’ヒ忌プ道プ～よ。卜奴十．←1｛，カ’ら・

百が’知クプニい量て・、、疋でI層別すれば’いいビやないが。 て

こまて’はいいんだけナしと’’も、 ソニ了な形㍍んてわかクや

しないんτ｛’がら、才プティマム・人トラ子づフィケーシ

ヨパよ2乗．、3乗が’っいたてら才プチっマAレ’やブ5くなる

んブ～がら、文体。ヒこうはいいと．して、厳套には肯昧は
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ないといラ感し’にはねつトんだ。

 けれヒIも・王星言命的な筋としては、オフ。子イマム・ス．ト

ラテ／7イヶ．一シランというグは何がといラと、相関比
を最丈にするということな一んブ∴これは大写ナ｛考え方て’．

役に立った。・才プーティ．マ4・ス トラティフィケーミ／ヨン

は相関叱を素文にするかけ方たんブ～という二とに気ヵ・■フ

1・て、それで’数量にと才フ。テ。マム・ストラティブづケ

ージョンハ考え方が・諦ぴ1つい←。いまで・・も連続レてい名

ものをす刀ろうと，もフて、クラスターをかけようとすれば1
＋プテイマム・ストラティフイケーショ．ンが㌧香いい，

 そういう。）・うたアアリケーションは応’月暮色目が’広いがし

当時として．は、やはリサ〉プリ）プ王星諭として適フたん

1｛’。サンフリ・フムしては遭屈にすき’’舳ペフプニん岸’が・、

高リ産力勿が’大1きかった、 そういう二ともあるノくして“す． あと一

†〉7。ソングの・主な王星諭は、一28年く．1らいにみんなて・き上

か一’っちゃ．フた。

 それから抽出確率奉動かすヤっがIあるて一Iしょう。抽出

確率を変えて精度をよくするといラ話差、・一等承初やっ

ナ（のは水野坦なんナ∴これもオフ㌻てマム・ストラ、子イ

7イケーションと同様に、日本が最初け々だけ柞と・・も一

同し’こうトヘソン・木口ビ・ソツと’がといラ人ヵ＼’了メリカ
て’’ 窿tて、それを発表レた一．それヵΨ’世の中で’まかツ豆っ

ているんだけ外と．Iも、才7。千イマム・人トラ子｛フ｛ケ

ーションのタ’．レニコー一入と全く同し’ケー又た’。大野さん

とばくとて’・、両方とも日本て‘’てnきていたんた。そ札は、

確率差動わ・す話は27年くI一らいの話τ～．

±反元 おもしろいて1すね。3手間的にほぼ’同じ’1こ……。

林 同レよラナ5毛のか・同時に、両方とも全く知らないん
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τ三一がら独立だ’。 これ一が’おもしろい。オフ。ティマム・スト

ラティフィヶ一ションは、要するに分青支を／1・さくすると

いラ者えて’’しょラ。フ1く野さ々。方も、才プテグマ∠、・ス

トラティフィケーションヒいうハは、確率差麦える二・と

ヒ回し’たんだ’という王星犀にπる。だ力’ら、抽忠雄率を動

がすこと自身が1、八トラティフィヶ一ションと．等レくた

るという発想てい、彼は始あア・。

 西洋はそうし’やないと思う。プけと・・、同し’ようだ時期

に同し．ようなことか．て’一さ上か’ラていブ（。そ勿．五て・1、現在

まで7）サンプ。リンフnの主なごヒはみんたて‘Iさ上が1っらキ

つτ二。実際やることなくなっちゃっτて。†÷’がら、このご’

うのサンプソ シブ王望脊ジま、 どれをえても、 べ’了リ ）プ’・

フ．。ロバ’ピリテ／一とか河とかいフトフて、大したも（し．

ヤない。みんな本。質的た〔ところはて’’き上が’っちゃってい

ると、ぼしくは、琶、います。

坂元そパ多、王星諭の方はともかくとして、応用ヒいい
まずが、連1手J（方て’1も、ちヤー、しとしブニ吟味はみ，まクやら

ナしてフーよいみ月二いてI’すオま。 仁とえば13弄支サシブ。リン7りをし

†ニヒきどうなるとか、そ’ういラ詰はほとんピやら．れてい

ないてI’すね。

林 やられていない。めんどうくさいんた’よ。それから
．サンフリ／ン7．1理論は、ものにょフて皇ってくるというこ

とて・・、一手芝イにしiこ（い。

 てれガらもう1つは、言回査をやフてがらエ久子イメー

ションするて’tしよう。そうすると、本寺殊ね抜き方圭して

いるも（ドがら、 ちゃんとエステずメーショ／て・・．きなし・。

それをどラいラ、3、うにエスティメーションするガという

ことで・、、いろんブよ仮説を置いて解いている。マういラ分
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紋のエ又テイメーションはガなクいろいうやられている
けれと’1も、吏際、恨詠が合ブているガ間室フて1－1るかわ

ガらないから、あまク役に立たあということが’多）ると思

いますね。          ．     ＼

版元 詫局、実1手1的た毛見，亭、からいえば、サン7。．リ÷フ’’と

い う の は、 分青文を計算て’き なけ〆し1ま’．、 五里言分的に は意口米が一

ないわけて一すね。てうすると、やつはリ兵とは儀式と・

うが、んが’やるがら才レ毛やるといラ儀式（ような両が，

ギなつ強くなフて／る。もllフ1ま、心意的には当てな
い、有意には抜いてない．そこが違うという二とて・’すね。

枝もう1つ1ま、大体サンプリンプ、・みんナ川・いういう

利口になフて きブ・．毛一句だがら、文体外敵の才一ダ．一が・Iわ

がっている。ll’がら、こパ・1らい抜けば’こ勿程度σ）誤差

なんプと、計算しブ・誤差にちょっと色をつけるとかして、

2段地辻1，3段掴泣1と、言呉差ゲ2惰になるとか、3俸に

ブよるとガ、1う議論が・あリますれ。ああいラ見当が’っけら

れてきたということで1、やはり見当な勿れ。それヵい正確

なイ直と一か何』がい うも のレや．ない。

 もう1フは、手リロ1二なフ、ブニ②1ま、づブし大二きめにとって

おけば安全ビやないかという見方で、、安心を喜えず・とい

うが、五里論的には安心差い・といラ宿しけ三’と．堅います。

駒1尺実恥．場で’は・事例が・い一ば1、あるがら’Aい喜
杉，」からそれほビ’離れ㍗5いということになフているわけ
て・’す・ね。’

ネ木  たイ本そ一う い う私す～と思・＼’ます。 それで’刃呂テロ2◎耳氏に．

友）と浅い問題と1よ何かといラとサンフリ・プて’’・いわ

ゆ、る標識が’閑遠レている場合。ナ1’がら・境界を諌足する

に！ ﾍどうしたらいいがという問題と、あ・とはモヒ’㌧ル木。
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ピュレーシ1ン、動く母集国というのが’話・題として残フ

てしまフた。㍑しはむす川ヵ・しいモベ三1ガら、い・なヵ・手

が’フカ1たい。

 関連した核識の問題は、二子レ又ト・ポ㌧ト・プロ
フI’レ～いういろ九，キ、ク・1委）・るでしょう、一番並し・，ξ、が・そ

ナしに属するとしてユ黄1席しを3ノいていく。 兵、友、いう．問屋菱とし

て、境界の問題を取ク掘、ラことになる。

 ああいう問題が■パ寅っ’ている。それが〃、と£ビ㌧

ル木εヒュレーション・この2フはまプ｛I元ノ主＼には解けてい

ブい㌧ 二の2フが’サ）フ。リンブ’として残フた問題て’14）る。

兵）と、・一号通のものは2σ年代にて・1きて、何をやっ†。ら、。い

がということも、2C年代には見当はっいたけれどIも、誤
差言†真となるときちんとはて’’きてい一い・。りうち〕ン

ピューgが’盛んに㍍ってさて、シミエレーションが・活用

て’．きるガら、この2フの問題もがなク並んで一さブ・。コン
ビュー9缶1－1プ5きヤて．1きる仕妾レ・ヤ十よい一 Bモテ’ルを入札て

やっマいくんで、すヵ・ら、 ど■うしてもコンピュータが・・寸よき

ゃいけ1よい。一・ら、こグ〕発主が．おくれたというグ）毛意

味はある一

 言者を昔へ産レて、世論調査の方功サンプδリンフ．’に関係

して、農業問題と←て、未（枢穫高調査は日本て・非常に

大切た’’フた。これ一はとにかく白HQが’いるんた1から、し

っがク未勿割リ者7茎しナ8きゃいけない。それで㌧生懸
・帝に未の刈文才受・量のコ：ステイメーション…∴。

す反、元  それはや・：ぱク硫差支所か〔系昏，むて一’いるんて’’すが。

林・統教研し’’やない。これは蓉林省。それで・坂元年八さ

んとガ津村喜郎さん、真野忠一さん、差、ムいう人一ブニらが，

手が’けト。
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、駒沢蓉技研で’わ・。

本末 いヤ、農林省σ／統計調査邦のサンプ。リンプ列r派、

ラ幸之寸さ／）一亨派が’ブニて：毛つにメつけブ｛一。考皮らは／皮ら㍍クに、

1つのスター）レをフくフてやフて㌧・った。わんわ札ヵ・ら見

るとこれはお・かレがフた。1・せ’が。〉1又穫量はいいけれど

も、米産7月に調査レて9月にという4は子測勿問題し’

ヤブよいが。予測の問題差崇、視して、未川又穫量といって

七しようカベて5いし‘ヤたいカ＼と㌧・うメつけナ｛’。す三1がら、 9月

いエラて末が実？てガらやるんならっまらあ．。7月（フ
ちにサンプ。リンク’1差して、未（収穫量差予測したきゃた

が一しいビや一ないがと、わ九われはそん㍍議論をレた。一

 彼らは予測といラ者えに主フていない。その士号を言回べ

る・いい1問題に統計を便っllグして一生率斧やフたr
彼らは仮らナ5つに自ク言が・あフだ。

ノ

 ’とこうか’、もう1つわれわキω方からいうと一年付I面
子責が’は っ さ リ し ブ5い人ノボ。 作うす両ネ青をラ史あて お・・て、 そ

の上で・サンプ。リンブ’に行フナニ。 という（は、井．常に行政

に関係レていますから、あん亨ク正確ナよ教学か’出ちゃま

す’’カ’フ仁んじ’々ないr～ううか。 レかレ、理屈屋と’しては

＾蛾命やフていポと1ろφ≡ぺ…乍付面積とい川は政
1台的プ｛一がら、ど’この範岡をまず’’調査すると決めるんだ’。

そ札て・・ξHQをごHまかしたんだと思う。

 そナしで’サ）フ。リニフ．Iて．．お毛レろ一声『兵量が一ノ走…こつてきた。

奉林盲目査の†ソフ。リンプっ問題ギ起こフてきに森林も

サンプ。り）プて・・やらにゃいゲぬ．日本の森本本の茜漬、が・60

億石ピ70憶石ブ～、本当かうそ．かわがら㍍い。昔からい
い力・け ノ（二にべ2っ て ㌧1ナニ。 石）凹 と‘まく の と 二 ろ で’、 300ρ又

ボソトというのをやる二とにしτこ。それはと’）いう関係
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ガというと、松下さん＾の尼さんハ1、林野右・の計画書異の班
長をやフてい1二。それで・，松下さんを血．して、公蓄積皇調

べよラし’半た』いかということになっト。ポがシ、一番最

初巧サンプソング’に松下さんもかんでいア（。そ札て’石田

とほくとて．’、サンフー＾’ノンフを咳台少）ようしいやナよい6’といフ

こ．と て．11 面禾責比例の・全図ピンオごイ ン トサ ンブノレ．1こレた。

 緯度、季茎度を適レて、才栗本，崇、左5万水4fの地図上に

選び、三角、キ、がらの測量て’’その柁、崇、へ実際に到左して、

30メード）レかける50メード）レつ枠をつくって、そ1で・森

抹を調査しようし’†ないかとい．う二とを始めた。予のと

きに神を熱フ．にするがとが、欠きさをどIラ・一するがなんて、

いろいう問題州あっ六二ど、巴川ま才。、植松俊夫も入ってい

ま し斤（。 ナ三‘ヵ・ら．メ直松はサンプ。リン プ勿分所ひ考支、・全一づ本

の言回査する面．積がI一定て’．、連続しマいろものをど一うす刀つ

戸こら／ト散か’一番。トさ＜なるがなしといライ士与をし六。。そ

れは、「Aηη、！。、にポいますわ・、れ辺．巧ところが一等

最初で’柏あテ・。

 それで‘1実際にぞ”ポイントが’と．Iんな持仕のところハ、

土地利用戸・・みんなわがる1ます凹で1レよラ。そうすると、夫

のづ乍づ立面ネ責が’2害リ董ニブている。チっれわナし（方がI多いんブ。

二星中は少ない。きあ、．発表て’．さなくなっちゃっフニ。火田に

至っては5割以上達フていナ〈。そ外て一農林盾と両方て’．け

んかた1。おまえの方が’違1、フていると、両方でIサンプリン

プの計論会を行フブニリじず・。

 結局、作付面積差2割（らいこ’まがレていたんだと恩
ラ。τ｛’ガら、未の木穫量を・2割こ’’まがレていブニ。血中も

知1ていたんて’1まないヵ・と、巳ラ。そ。うち河となく訂正

し†“プIと思う。
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士反元 それは供出しなきキいけないとか・そラいう二と
て・、1一’まが一 ｵ1。んで一’すが。

オ本 正石崖に出ていブ’二ら、みんな創てえ死にレますよ、占領

軍にわがっち十ラ毛の。そ出人1隻、不、巳議ね二とに毎年

史上最丈巧豊作プ三’よ。そういう、3、うな時代が1為フ仁。（笑）

 そのとき、昭和26年、27年く’’らいがら、裏業と同時1・、

林野庁巧方に毛す7フリ／ン7．Iが．八フてさた。」石田列とこ

ろとわれわ牝のところで一、そ・れを始めた。水産（方のサ

．ソフ。リンブ’は、北川さんが’、九州の海岸て‘1やった。す～つ’

ら、ネ末撃予における季充討と季売言す着丈三里の結びフ きはそグ）ころ

がらで、林野庁1ま抗言十教理に来るわけナ｛1。農業は9ツチ

レてないい…・ら、第技研ヰ農林右の続言す調査師け
ソフ。リ ・ン プ差 や っ て いプ’一二。

 前に毛いフ’た二が1、せ諭吉同査iこ関レては、サン’アリンブ．

がIて1きナじは一ますu世論書1司査が．て’きるという時代だ’フた。7

エ又千ヨ．ネエァは、一等最初はそれほと一重要しいやない．

とにかくす〉フ6ソ〉プが’て．’きろ二とは、世論調査が’て・・き

るんだ1ξいう気ノ入が．ノ）フたと思います。ドがら、最初は、

世論調査というのはちキんとしたサン・プリンプなんだと

い一 ､日号期だ’つだ。そのうちに、。やはク7工不手ヨネエア

をきらんとやらなきゃいけな∴とIいラつでI、質問法の石η

究という毛のに秤言奇手子学協ク余が1一生懸命になる。 それ6・

ら統敏研も一生懸、今にける。だ’がら、最初冴うらは、賃

問法の石帷が1輯都にいっぱい尤ていると恩・います。

士反元賃問丈けはます1後にレて、それまマ’Iは部小言回・杏

は友フプてけれど’も、サンプリン7はほとんど’プ5がフたわ

けて・すね。なぜそけンフリ／㌧ブハ1二ん才よにはわ1千が。

いま標本調査といったら、小邦一ランg山ムサンフリ／ンプに

             73

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



なっマいるて’’しょう、ほとんど’1すべ．．て。．プ5ぜプ～と仁考え

て・Iすラ・。

才本 そナリま驚異プっブニんだ、よ。 とにが＜全体をぺ表する

も～＼’、わす’’ガ列も。て’一わヵ・るということは、世ひ中に

ショップを与えフニんブ～、。フまリ世論調査て’1みんな・〕意見

といフても、アニ1プ・3000とればわがるし’やない．か。本当

にわがると三里屈、屋が「いフてみるん．だヵ・ら、科学に弱いと

いえ1ゴなんだけれと．1Iも、科学的にわ力・ることはすこ．’いこ

とグと．・えらいショ・ソ7た’ハニ。

 末4作付てI’も、一全体をとらなくて一部分とフたら、未

カ・ピの／ら一がわがるナや1・いカ㌧．労働力調査いラ1三’。

これは了メリカ傘本旨等で’て一さトがI、テいたあれだけのサ

ンプ）レとフてブっかるし’やブ．5いか。わがうないも（ヵ＼I一ナつっ・

る。精密化で1毛’ ｢て・、もないんll・。わ力・らいい，が・わガ

1㍑ピラ1と巧局帥幸二換が’あ．．lllんブ∴それでI．サン

プ・リ）フI一はすこ‘’い、20年代の7一’一ムた三’よ。サン7。リンプ

がいわがると何てI 烽ﾄいきるといラよラォゴ…・・。

坂元 すご1いて’，すれ。ブごフてさ売言†学。界列サンプソンフ’’を

めく．’る議論は、～ころは敢三里統計学だ’けし．やなくて、

その前に官庁統計（主流はおそらく経済屋力・何カ・だった

んドろうと思1うんて’Iすが1、そうい一 艶lブこち、経済統計な
んかも、春き述んで‘’、叡三里統書ナ学ヒが’ご．ら十ご・らやになフ

て議論レていますね、

材 経済統計グ1人はサンプソンプに反対なんだ1よ。こん

す〃わかるわけかゾ5い、悉背調査ビなきゃいがめという
パ、、． ｼ方て・・太いにけんガしナ1。

 ところヵV・、新しい救五里．統．亥す宇ゲやつはク2フに小がれ

ている。いわゆる検定論中心の問題と、いわゆ．るサンプθ
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リン7‘， ｲ査・う問題．検定諭が㌧〕、さ＜㍑って、サ）プソン
7’’に主屋 られた 二 と が’、 系充吉ナ学界の 中に おけ る二束中 4 脅威

†三1 ﾂす1。それ．て一一数三里流言†巧地盤が’固まフマさア・。わがら

けいも一 ﾌ・が、わかるレ・やないが。それで・1伊丈抱さんや森田

ごんといラた先生が’や1ぱリサンフリ／ンプになひ’いた．

それをみくまて・’反対しオニ勿が’大橋隆憲、とヵ＼マ）レ経の方

はサン7。リンプに背を向けた。・文勢は、ヤっぱソ有沢さ

んなんカ・も目ガ向いアて～・一道カフたんゼやプよいか・わク

．に好貢を与セるよラな顔主しながら、その辺が・、東大派、

一橋派とか、そういう言者ガあフて、サンプ。り〉7一’との関．

係は微妙ドったんナごけれと．’も、何セわからゐも～・．’わか

ラてくることはこわガー ﾁた。千れて峨理統計が、新しい武

器差握フたわけだ1。

 抗訂て・・わがらない七グ：州わガフマきた大ショソフは、

あの時期しかないんすとろう。それから後はコ）ピュータ
た．1。て一き．ないものか．1て・・きるんだわ・ら。ほカ・の毛川ま精昼

化オよんたI。へ理屈、をつける二とにすきI’ない。極言すれば．し

検定にしすニブて何にしたフて、レ．プ・くオ1って一応諾累が’

出ているレ’やナ5いヵ・というごヒ1こ才Jるグ 片一方1ま、操、去・

ら有か・出るよラね感し1がIレた。そ札て・1サシブソンプか州・0

年代にフ㌧ムにだフ←。
 この時期が・流言すの責金時代ナ三1れ。二の時代に2フ3フ

州究中Ψて‘Iきい・1一、学卒1がIて．I㍗か1ブ〃1ま一

先輩か・悪い。けんかはガクしていて、足を引っ張っ春フ

1・ということゲ．と思う。

駒沢  阿て’’経済②、しか．’も ワヒ εを向けオ5がったんですが。

抹 わがらないんτ｛’よ。

高句ヲ尺  季至ラ脊的にいえば’、カ 未が’ががらね＜ て 、 わが ら戸よ．
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いものが’よゾわかると’いけれて・・ジグい3まで．’ブ～と

大言回査1日、ば1らまいて、数やラて、大叙グ1法則を信レI1て

本ネ そナしはやっ1プク30’00て’’〆フわ＼るということ1ま、王星、屈㌧カい

よ＜わがらないと不安、だ1よ、とI’う見たって。い’aブ÷に、

3◎o・て・1何が’わ力・るかというやっが’、ちゃんとし．戸て人て’’世

の中11実際11いっばいいるんだ十ら。レかも、マれザ．’口
でし・プ三’げ．bらいいけれピも、書いたものφリ、るんだ’グ
ら。

坂元 そういラ老巧、見プ1いて’’すね。

林  イ久本清張。．ケ）プリ ’ン プがI行っっI札て3000くIIらいで’何

か．．わが．るかと、週刊紙1・いっぽ1・出ていたよ。

坂元 何が視聴率の調査の・・・…。

杯そうガ毛しれい。いうんな二と書いているよ。世
論言回査て・・も、墨季言回査で、も書いている。

 学者て・・そんなことをい1とち∴と笑われるけれピ七、

経済のんて・’毛、まだηレ経の人くnらい7～といるんピピ5

いカ＼な。

坂元 それはいま寸よ。

林 略川さんなしか絶対わかつやレないし、文橋隆憲さ

んブ｛’ってわがリやいよいし、北海道に行った内1毎庫一郎

さしは、いまポに 「標本書同査4虚妄、 とかいラ了メソカ

4文献を集め†・よう・な本を書いて、まブ～出ているんしいや

ない巧。す～がら、 3だ’いる二と「はいる。

坂」元 了・ブ÷、両方とも1つは行き1過ぎア（ところカ＼’あフk

して一すね。たとえば標本調査の中で・、常にとリんは場合た’

フてラ）ダムサンフ。リ）フーをする（が㌧香いいんだ’とピ
1詩論ナ・1てあるわけて・一一 ｷね。と・1ろ1＼それが・一番い
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いなんてことは・日的にディヘ。：・ドするとはくは尼・ラん・
て∴すれ。て・．すヵ・ら、それは牢にいえない。・

 それがらやっばク全数調査モサンプリン7H勿一考咋’と

か、そういうことをいフてみた．ク、何ヵ・わけのわガら＾

議論、ちいと勇み足というとこ引”、ハニと冠ラんで’’
すね。

林 それが、、標本調査の方は、やフている人にとフては

そうは、思わながフたんす｛’けれども、世クー ?ﾄ‘一は、橡本調

牽をやれば何てユ毛わかる。フまつ、標本調査をやれば’、

世論が’わかるという時代ねんブ1’1ぼかグとし・キプバて、

サンプ。リ〉フ．十けで’何て’’もわ力・るととらえす1こ一とが・1フ。

 もラ1フ．は、抜き。取ソ検査の方だ。フまク、こ勿間話

しアて日立の別ヒ回し’ようド、抜き取リ検査皇しないと第

3のエラーか1あるとガ河とか、」ノ変たことを森口さんが・い

フて、それで一句て・も抜き取パよさやいけないといラこと
舌＼’あフγ二刀

 た’ガら、当時ともレろ1・1列て・・、メ灸定に関係するんだ’け

れどI毛、小学夜の先生か・、教育統計て‘、、ブラスの全叙調

査ξすると検定がで’一きまセ・んといラ今ブ｛’。ブ～から、5σ人

（サンプ。ル川O人／‘’らいを才女いて調査をレマし有意利差

が’あるかと．．うガといラことをやっ．て、心理学．会て’発表し

トんで’’す。「わす，ガ5σ人く’一らい全敏差やっ六てら1・いし・’やな

いて一・すか。といった二ら、「検定て・きまセんから」。

±夏元  ・そラいラのウ・‘1いっ1ポい4）るんて’1すよ。

杯 そラいラよラに放えたんが一いるんプ’。ところが一、、・

まにプいてみると、いフもいうようドそグ1人は本当によ
い方法をやったηだ’とぼ’く1ま恩フている。

 フまク、サンプ。ルをよけい1こすれ1．ゴ、検定論τ｛’っブニら、
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数学的に同ビ七巧はみ’んな土ちゃう．んド。／C人く一，らいで・、

去るく’らいたら、相当文また差わΨあるといラことを意味

している。亡三．がら、かえフて真理珪いっているヵ・屯しれ

ないん戸～。全教美やれば1．2、吉、て・も3．壱、て一も差か・入れは．1

一方がへて‘．さると詰諭す6．10人く∵らいビと、1σ、吉，髪もな

ければ’ L意。差は出ない。時には・1．キ、／・一らい左が・．ナ。一と出

やしない一～がら、こフちが’て・1きるといプ・州1は、よ

い枠らいボったかもしれない。やることは間遠フていに
けれど．も、いい淳いっているんだ’。つまク検定論勿本当

（使い方は、そういラ事情カベ平・者ヰ生を本寺フとこうに多）る

んし．’ヤなガろ．ラガというように、いまは思・フていますけ

れ．ど毛、当時は実ったんだ一よ。！σ人波いて、有意差が・あ

るとヵ’ないとヵ・いラ問題て・・、サニフ6リングか、そういう言呉

ま r プ。使われ方を しプ・’二

 それヒ同時’1こ・・せ諭言回査の方で一1ま、質問1麦というもの

を’生懸、命考え出レブーこのは、20年うぺて’’す。同8手に心王里学

の万ビ、ラセ内幕一が．’中心ナ8ん†三一けれど・｛も、いわゆる又ケー

りンプの王星さ斜、ガ・ツドマンスケール、ああいラ、3、うなス

ゲルといういが・⇒坤に大事なん1～と1史はいい生レて、

それを最ネ刀に紹介した州・’、昭幸口22～23年ご’う斤三’。てれ

て’_1也内君との関隊て・・叡量化と結びフいているんプ｛’よ。

彼巧おかげで・、質問法と又ケーリンプ理論が・盛んになフ

て、それ．が’われわれとザー詰の努力て・実フ六・〃・’、心王星

学における数量化0研宰（高夫貞二一先生が1代表者）で∵

昭和・7レ好学研究員て・・す士べ、頂召初30年に出版になフて1

それヵ∵；ららの方巧古兵になっちゃ？六て”ブ｛’から、20年

代に一そラいういろんなところの主な毛4グ、相当て一き上
力v・って㌧・アこ。
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 定騎言す画法パ1いにして、せ論調査・）内容、質問1亥を

組んす三1つしたここヒが．正）る。わがクやすさの研究は、水野

こんわ・し等最初にヤブて、放送②ニュー又ξしゃべると

きハ要素はと・ういうのが、わかつ申すいカ・。内容と遂さと

珂とカ’。そん・な二とが．’あっナニ。

 千れと同レ1よプよ1と墓、ぽ’くれころへ妾でやった
（わ・・、「ｩ日」の調査部∩広川直義さ一んで、言えみヤすさグ｝研

完。兼．直や文学的な亨己事の七）テン又の長．さ、漠宇グリ吏

月度で．1例が’読みゃすいか。そハ7エス手ヨ未工了をつく

ると・き、そグ今1千を実験言ナ画法1－1、ラテン方格とヵ’何と

がとつくってやったグがソ、る。これ七日本が㌧等最初ブづ。

それガ後になフて、ガ’ツドマン巧ファセソト王里言含になラ

ている。

 日本4書えはプいぶん呈して一いる。名前列フけ方ヤ発
表ヵ・下手くそ†～’が，、世界一て・最わにやフていることも相当

多、る、そ．ラいう、3、うはことて・≡調査法例研究が盛んに行わ

れたのか・、何度毛繰グ五すよラにし20年代て一、30年♪人後

全くそういうも（か1なくなってしまプア・。

極言方礼は、サンプl／ングー1千七よ、質問1女にセよ一

ラ いう ものが・Iすべ・て 肉売になク士含めて、 言回十査会ネ土と いラ

もハカ・、て・きいが、堕落引歩4・毛．しれないれ。南亮に関

隊するから、みんな舌しれてくるわけブ亡’よ。素人のお客の

妥末’を又トレー一て受け入れ一で、クエ又手ヨネエ十を素

人が’いフばいっくソ．出レτ二ということで・、30耳川麦、が

えつて悪／いらやっナ。とい’ ､こヒじ、半1・いかな。全体

グ．レベルは高まっ 仁（と、里・う一／）だけど・、オ女け増して いる と

二ろわけ5くなっちゃつた。あんまク丘歩していオ。いとい

ラ天が．しますれ。
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 サ・プリンプ，と世論調査の賃問1麦1ユ、．文体にあ・いてマ

んなところて1，はないかと、1包いま才。

 七ラドっ、全イ本の構築で1考えず∫きヤいけない（は、い

わゆる統計学の発展と、、サンプ。りンプい1てこもフた速

中との問題が1あるんて川す。当時、系売言ナの中心は徹底レ才て

検定理鯖だ’フす二、サンフリ）7一・テIイストリビ’ユーショ

〉を盲す算するということが’、1手界句中心．す｛1フた。サンプθ

ソ1．7‘■・ディストソビューショノ童ぺ、ほとんど．がウス分一

布に墓プ＜精密標本三里諭といわれている・も4ブ！、

 われ仁）十しとしては、テ㌧タから入っブ・も弓ブ・ヵ．’ら、阿

姜やフても力’’ウスノト布する毛のなんが兵，リはしない。 マ

れな勿にカ’・ウス分布を毛とにして、 レがも、わす’力’巧す

ソフ。フレをとフて、 そヲして’I精密木集本立里言分まフくる二とは、

イフ‘Iサハとは何がという問題て・’、打常に不満を持っ㌧
ああいういは統計宇の中心て・■ll一ないと考えて、†・いぶ

字会で、やリ合った。けれど・・も、学界イ主沃としては、イ
7’’ TI’7ト・デ’イ八トリじ’’ユーション、ソミソティン7．

デ’イストリビ．ユーション、 そういう毛のが■数三里亭充計写の

中心として、統討つ世界を支配していト。

 文体毛えてみる一と、われわれにぽ検定っ意想が’わから

ない．それからガウス小布に根ざ・す精密標本や検定論巧

ため列漸近か布は何をやフているヵ・わダらない。 この2
フ¢1キ、で・、全然横を匂・1てしまフ仁。やはク、二・グi間言畠

し†・二と尼・ラんで・一すが’、デーへの理論と中心とレて、てれ

がゲニマッフス差使1デシジー1ンセオ／二か・統計巧
本流で’ある。べ’一イズ1：基フ．’くデシジ1ヨンセ才リーは統計

八本1えで‘あると考えた17ルドは。、わクに新し1i形τI，
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昭和25～2乙年まで’’に、デ’ンジョン王星諭ク）又ケッチきレて

いるんし’やないて・1すが。

 そ ういラ ことが，あフたもっ ですから、数量化巧肺究と

力・何とが、われわナし最初。｝まだ不十小な時代に書いてll

たのは、そう・いうことが1表に虫でいるんて・1す。テー1シジョ

ン遅諭・が’必す’人1ています。そうい1・とが一疎計の中1・’

て1あろべ1き’ ｾ．、精密標本の検定理論は充昧はないピ1ラ

。3、ラな二とてい、われわ札②方は賄ん．率っナくどいラニとが一

．パますθ

 石弓究戸斤の中が，2フに・書リテしプごんで．’す。 当日寺の一考アは才よ下

こん。一一て’’テ，ジジ1ヨン捜論一’、づっれわれは三者アといフてネ土奈調

査て’’、これもテー．シソヨン理論を担いて‘’、テ’一9アす1ダシ

人中心4サンプリンブ’た’。二部は精匿標本勿1夫定理論、

それ1・’学派的争いにい1二。

 議論小色え間か＾オよい一5ってない、そんナ5も勿宴らな

い。わ札．わ札洲本を書〈ときも、パラメトソックじキァ4

くて、『ノ〉，バラメトリッ．フ検定』といラ本を書い㌧あ

れが’やフはク・6～・7算がそこらの毛のじ’やないて’’すが。

検定て・’毛、ノンパうならまに’請はわカ’る。ガ’ウスか布の

精密梅本はわがらゐという二とて’’、大げんが外起こフた。

 りときの所表が．窪田、け；先生’て・、、幾何グ専門勿方て1

呵せ文先生ナ5毛ろプ｛’から、「みんなけんがしないでやって

くれ、君トち、静ヵ・にしてく朴・、てんは話て’1、おゴめる

と’1ろし’やない．文先輩て1隼ゲみん有遠う。われわ4Uま

二十幾フて・・、句1うはク、れねんブ三げと、おと㍑しい先生

τ’ムごハきれねがっ・すて、

 そハ1隻へ俵き木登冶師先生がI素ク止んで一’きた。激しIい

人て一’、いういうみんなの話を聞いてごばいトクそ勿こう
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す1．’にテ㌧．7アす／シ．スつ考えか’錯．始グムダま11数

量化も当時相当て・、きよが．っていアこ巧で一、これから‘ユ・コン

ピュー9茎つぐらナ5きゃいがぬ’ Aどうしてもコンピュー
タしがナハ1と思っプ・。値マ木さんはコンじθユー9の専門

て’’、それはllい、才レ、は連立1次方程式’をつリ岩・いて一・解

く機械をフ／1た、い3は動かあけれピも、そ．れを新レ

くやれと一いう言古。先走はそれと微分解析枝毛フくフてい

た。そういう二とて．’佑言木ごんにいろいろ聞いて一・・…。

馬勾択一あれは、また1国立科学博物館11残2マいるんて．Iす、

あ巧お七リ。やっ弓バランスで’、連立方方至弐を・・＿・・。

抹 重さをかけてこうして揺らす”・・一バ’ラン又とって

それはそう打んだ’、 ’・丈方程式’はパ’ランスなんナ三1。

駒1尺 まさしくそ九て’一一・・。

林叶・9元／．一らし1帥。
馬句ラ尺  元遣支は、10元以下といラつは・・・… 。

杯 10元以下ナ三’ま9元く．’らいボ。．当時、9元解ぐんて・・も、

言†算法が’大変なんブ三よ．それで・一石田ピ屯山文行勿2人が・

電気試・昧所に・通った。それで’摩才察歯車で．連立方ネ至弐解く

の左フくろうし；’やプ5・1台・といラ勿が1文台ま÷た。

 てれヵ・ら相関1条数差言†算するのが’欠麦た’がら、相関係

数差ワンgツチてI計算で1き多方法はないブ三’ろうか・とい．ラ

こと左考えた。石田がI何セ電気が・強いものだから、7ソ

・γア・7ロッア回路をやれば’て‘’亨るという。それで・1日立

戸塚工場にやフてくれ打．いがといっ†二ら、’日立は頭を犯

えト。「て’．きねい1とは六・いけれども、そういう1手代1・．’。・

国内で1入れば、エ8N（ソー9一が会計機く一らいしかな

い。日立に行ったところが’、やフはクタ，んまクやってく

ナしはい。それで’冨士通信に池田といラ男が，いて、 それが’
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／レー交換検で・やるヒいう。「て札し，や、ヤリまんよう、

といつてフぐつブ1ぺ・・、’いまどIこかに置いてあるれ．、相

関係匁を計算すう計算椅て’’、わりに大きいんだ■。FAC

ON420というき†算三隣・をフくフた。，そういう時代プ｛．よ。

 それからそ・のFACOM．の計算機グもとllいて、129
という万能リレー計算碕が，で1きて、駒沢が．人フたと3、

それがI動いでい戸1。盲す算機・としては、ちょフと言者が’前後

方るけナピピも、そういう話が追んで・・11た。

 てれを佐＜末さんとわれわれカΨ＾緒にやった。六～が’、

中は、王星諭的衝突列滝え間が1ない一理論闘争に、ほかつ

もの・一、人間関仮ヵい絡んで一1〈るんだ’。もう、ど’ラに毛なら

あ。石打究所自身が’動きがI・とれあ。何をすると！リて毛、

及打して、スバて差入れるという諸になフて、ものか”決
ま．ら必。

それで1値ク木さんか一フーllll・1かねピ両方1“オレ

○前て一け！）がセい」 といフた。「オレが1判座布して、 どIつち

勝ち、と・Ilち．員．けというのを決＾る。そこで’’貞けブニ方は

研究所をや助ろ、、3日くI’らいやるという列て．・始めた。朝

から晩まで・’、そのときは、毛う何もがもめ一 轤竄ｭちぺ∴
学問的率論、人身攻撃、全部斧めてやフた。

 最1．隻に値マ木こんが、いままで・・I聞いだけれど’も、一邦、

三部（勝ち、二部4頁けといって、みんなポロ木口やめ

ていった。ノいはんはそのころ、もういプよいん†～けれど

も、小川さん系の残／が’い1二。．それ・多／が’出プ∴新レ

くいま巧一邦、二郡、三平戸にだフブニ。

駒沢 編、式レ直したんで1すね。

林一都と二都・三部ピ綿111して二部に1・フて・三吾1
とレて、普及室を令めアこコンピュー9といラ形て’1、日目枇
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30年にいまの体制にプよった。

駒禾 て《ときに、石研究所はここにヲ／フ越してさたんて‘’

すが。

林 いや二けんク・しrこ考麦ブ三’．別フ越レて、体制が「整フて、

それがらこ・ちに来た、よラ11ぽ’／は思う。！8年か・g年11

そ十しつセ台末はフいら㌣フた。

 そ・一ときの話はおもレろい。（笑）い約1ている者も

賎フていな∴。藤本兵ブとグか，斑け出レし’やないか。その

会㌧言表に土、してもらえたがもらえたいが〈uらい7一三’。

坂元いわゆる所員レペ。かフたわけて．’寸ね。一

才才 あのときは全員出たんプ’洲、藤本あたクはしゃべ1フ

てないんし1やナ∫いヵ・。要するにサ＞フ。ソ〉フ■派しべ・イス．‘

捜諭ヒ、精密篠本との争いて・一す。でれば、ヤつばク河と

いフ ても しこ クが’タ芙フている、よ。

 そう11うようにして、激烈な闘争．か1，20年代に理紛闘

争を脊めて行わ4したのは、 いまが一ら見ると起こるべ・くし

て起ニブた七パ11．ξ万究所巧「初潮不在、というもηて’’

あっブ1と、巴う。

駒沢  森口先生ヤ北1リ先生，は、一時的にいたにしても、

研究所に腰かけ的にいブてんでnすがθ

林．森口さんは研究所にいない．
馬句ラ尺  名前た’け多芸レて いる々て・・すが。

抹 森口さんは、胴究所にす’い。3こん言菱話令に．勉強一に来k。

北川’ Sんは、研究所ハ寺テ看取扱1～l11一ド北川さん
は、検定と植定とませ木わ亡たが・ら湊論し1い／という

方に興味がソプマしさつプ1一。マれはてれて・・い（立場で1

俵は被て・㌧水差つ＜フた。

 増山さしも研究所にレいち中ラ出入リしていた一後
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は、エクスヘっリメン9ル・デIザ’インと医学抗言†といラ形

て・■研究をした。 とこうが’、士曽山ゴん功場合は、単純にて

れひす／、ねつ行けは’よカフ戸・んボけと一’、てれにい〆）ゆる

フけ晩ひマ／レキパ’．Aが1ヵ用1・ちま1．た…・iために・

書いけ章が㌧おかし／l・1ち’や1マ、．ρ千1・蝋をい

、い、川ま、日木ハ圭寸建的、巳想によるとが、実験計画1麦巧

日暮和22年ガ23耳のときに、これこそ唯物分言正；去だとグ書

いナて。そういう人なんす三一。そういうことをして、そうい

．1、巳・起を弦レた七ベガら、高橋眺正ヒが何はといラ

た翼と、紀計が’結一びIっいちヤっト。ノ乙こ害問題て『そラいう

問、題ピ生懸命ヤブている巧は、増山のマルキ）ズム・
プラス統書すを受け継いた’高橋眺正だ。†｛Iがら、薬害が阿．

がr一生懸・、命一踊ク上が’るんだ。

 増山さんは、そグ後、了メソカに行く二とに戸！って、．

べ・トナヘ戦争賃戎に才5っらやっll。それで・1左翼、巴想がら

足を洗っ．た。了メリカにしばらくいて、帰フてこられて、

まにこのこ．■う高橋目光正4線に素フているような、てラい

フんなんアニ。

 た．けと・’、主／本としては医学統書すと突、験計画といラごと

で・・、初期における普及～力積は甚大て・一す。それは前立の

佐藤さんの『叙三里統計学』、北川ゴん巧F統計紋恒表・I』、

1曽山さい『少数出まとめ方』、これは何といフて．も呑

定で、きよセん。日本に残した足跡は黒、視で’きない。け札
とも、一 Q5一・け1人後は、増山さんはダメ←’れ。佐藤さ／）

は続いているし、北川5ん」ま北川さんで・・大いに発展しだ

け札と・，も、増山さんは惜しくもそれて・終わっ・てしまった1。

 彼1ま・絶対的精密標本とロチいいなが’らし相当実践的

だ．がら、ど’ラしてそういラ理屈に固執していたか、われ一
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われとしては五里解で、き’ないんド．実践的た㌧けれど1も、精

密標本を地11て・い†こ放理統書すに媚態’ �?ｵていたとい）
ことは不、巴1議一な感じ’ブ三．

 こ（くらいにレて先へ追もう。統書†と計算機・との鰭び

フさのと二ろの鳩合ドビ、やフはツ教量化か・入．って＜る。

叙量化の初めといラのが・、いわれてみるとは1きl／しな

いんだ1が‘，・22耳グーO月く“らいレ’ヤないガ。これもi馬然1に

西村完わんといラ法辛か出れ人が・……・。

馬句1疋 いま、青山にいる先生て‘すが、

‡末 そラグ。夜が’、と’1ラいラ．関係て・・来たかわからない。

何ギ右回列関係し，ヤなかフτ二か。石田が’八フた列が｝22与

ω9ザ∴たが1、新橋にいナニ。そこ’に徒が．やっ7きて、

法務有の矯正保羨研怜†（いま矯正は護研究所にはフて

いると、巳いま首）で1、ど’うレても刊ラ夫に流言・1差入れにゃ

いかぬ。フまク刊袴行政に統計を入れなさやいヵ・ぬから、

流計グj話呈し1くれとやってき†・。 ‘

 けて’いろいう話左しアいる1らに・仮釈加研究を
やタブ：い。フまク、刑務所が’いフぱいになっち．やうん†三’。

そうすると、文体3分川刑期を過ぎると、再・犯・おテ
れのない人を世勿チヘ帰す1それで’’刑務所・〕蚊を一一定に

する。了メリカ流ひ考えならぱ、刑務所て・それを食ねし

ていることと・世（中へ比しブ＝災害’とが’バラ〉スが’とナし

れぽ’いい、 こういう考えブ～。 どフらの災害が・民衆に与え

る景二薯ガ丈き い廿・。 そ こ は；らヵ・しい と いえは’お・古・し いん

ブ～けれど’も、千ういラニとが’ムるといラん戸÷。

 そこで・・刑期σ13ノドの1て・釈放じず（いんブけれど1も、ま

プ（ずく．’犯してしまえば’、ちっともよくないんブ三’。†～力’ら、
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これは思いことをしないといラ人に通用し才二い。こうい

ラ朋究ガムるから・やらないがといクニとにい㌧
 それはおも←ろい一ヵ’ゲやうラし．やないか。子1則列研

究にナ5ろ。横殊制移所は自分が’い．†・がら頻が’きくといク

のズ、横浜1刊祷所㍗やタブ＝いという勿て’∴彼と始めた。

 そのうち1こ一ハーバ’一ドのスター）レ・才フ’1・口，巧7．一

リュしソ7（ξLU丘CK）が・、それをやブ7いる。と川ラ

いうことをヤっているがといラと、争前調査を十ってお
けば’、患いことをしllガレないがすく・，わかるガら、それ
で’’ ?_けてカイ自棄＝して有効な〕1員目をとフてくる。カイ自

乗に応レたウェート至沃少）る。それが・一ら各調査工員目に1，

2，3、手、5ρ、壱、教美よえて、ウェー←をつけて合計

出して、それで2フにノかけるといラやリ方茎とフてやラ

ていろといフ．

 われわれは、そんな1，2，3，4、∫圭一フけるのは

おもレろ．くない。そんなこ〕まや灯二くない。レ’や、何

かうまい考えはない6＼ということで1、ネ刀あて刑務所に行

ってデー9をとフて、それをもとにして、力て自乗て・1有

効項、8の星列をレは1「て、戸いトをっけるとこうを
1～5し’やはくて、2つのブ’ Pル‘フ㌧いなるべく分がれる

ように数値をつけよラし’や乍いかというバ名え1・。

 どうしてそれを恩・いフいたグわガらない一～5．が’気

に入らはいガ鼻、それをやううし’ヤないがということて∵

話／い1…れ州反釈放れ≡ヒ勿数量化勿第1発1∴
 それ左心理学会に担ぎ’出一しブ（。みんなぴフくリ仰天し

†こ。 1～∫差っけるのはおヵ・しいとは恩フたけナしと’’も、

そんいまいλ法が’あるものll’ろ．うかという1とて＼池

内君ヤ三隅二不二君あたクがそいっに食いついてきた。
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貫の数量化差これで十ろといラわけド、

 その計算は、礼山と石田が．やフてくれた．あれは手回

して’めんピうくさいん†～。エフて一相関比が’最大になるよ

ラ1．ニノトける計算プ。手回し計算機・ア“ガら膨大なものはで・

きない。そラいラこと、差していた乃が、22年ぐ’らいから
拍ま1て、23年．か・年年かに仮釈放のヤ〃方が、て1き上か一フ

できたて。

 そうすると、分度はそラいラ者えが川、 ガ’ソドマング1ス

㌻一ルはいといラふラなことを一池内君がIい一出し㌧
読んで・’みると、なるほどI1ノ考え方としてはそフくリド。そ

のころネ万＾て、ペアト1コンパルスンといラやって・1、兵．隊

に早く返すにはどラするが、同し’よラなことをやフてい
る。 こいフは’工；もしう〕レ’やない舌＼ということで．’、が’ツ

ドマンヒ亭吉び’フいナニ；

 その2∫年のころ、西村君が’了メソカヘ行フ・ブこ。て0老丈

量化を才旦いて八いっプ1わけプ｛I。グりエッ7例どこタにも行

フす二ら．しい。そのときに、シカゴI．勿レオ・7ヘソドマン勿
どこ一 ､てI、そラいラ話差しア1ら、プント’マンもび’つくり／叩

天して、そんなラよい力ラ麦が’ある毛の六｛’うラかというこ

とで一、ブ’ツドマンとの連絡もそのころがら始まる。最初

にみんブ5が’アメソカに！了フた3守妄月再｛’ガら。

駒ラ尺  朝、鮮奉変の・・・… 。。

林らよフと前1三1ね。25年ゼヤねかうプ・と冠ラ。水野
さん七、そ．のころ第2陣く“らいで・・行っているんレ’ヤない

が。とにかくそラいラことが，、数量化の拍まク←’っアで。

’そバら「読み書き能力、列子㌧タを彼1て、読み書き能

力の、キ、教を、学歴と年苗令で、推定しよラビやないがといラ

ことを、同レ．考えて’’、 1，2，3・4，5を与えないと
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いラごとで・，、頭はで3き上が’フていたガら、あ、とは又ムー

スIlボ、読み書き能力傘．キ、数が’、学歴と年齢て・1と’Iうなるが

といラごとで・1計算し†・のが，、工類だんプ～。あれが’・牛耳ゲ

ブたと赴ラ。それで・いせいラ’エ類かで．’き上が’った。

 そのうち、外度は池内君と一緒1こ、心王里宇における放

量化の研究を始めて、千九をやリなが’ら、主類と皿類が’

て．’き上が’’っらやっブて。27年ガら22年。

 皿類ば30年。皿類②出始めは、例の佐藤敬之輔’ごんと

いうデガイシ専門の人ヵ・・、家ilレいら中うや1てきτ・。

いラい6独創的な仁李を始めていた。利ロプ5男ア｛Iク’ら、

何て・一も渓く考える。彼は日フ分め仕事をやフていて・一、 レン

テ／レの分・類左したいといラ130年だ。

坂元 かん詰めのね。

抹  ラベ’）レ。そいフ茎似プこもつを集ノバてい、！、の巧みち

ク、るし、両方の類型をつくク1二いというんだ。ピづしll

ら・・いす～，ろ う がと い う こ と て’’、 一ん／マか’ビ人／なラ ベ’ルが‘一文子

きヵ・、レッテルにしεPをフけるといライ列の皿実員ヵ＼｝、そめ

ときで■き上が’フk、それは玄少なきフカ・1すポけと．1、彼が．’家

に来ていた時代のこと。イ史が’それで’1夢中になフちヤって、

レ9一リンプ峠の分類も始付ん1∴1・がながいい／士事
て’’、 そナしが1皿実員（了プソケーショ．ンの一等最初。

 す～がら、皿類のときは、最初はレ印ハ数が’一定レ’．やな

いんす～よ。といつのは、い・。テルが’何個足ぶガわからプよ

いんブ｛’。そういうモ1デ’ルて＾進んτ÷。それか’いまで・’いう玉

類丁｛’。

駒沢 整理してみますと、もうで句ときがらうエスかノ
ーが、入れるかどうか1～フ1てえて一一すれ。任意・に盈ん1三，ヒ

いラのは、イエ又ゼけの回答左イ寺ている。
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林 その辺が’、皿類人毛となんだ。

 てして皿類の役なんグけれピ毛、佐？木さんのさっき
ハコンピニ・一9の言古たけれビ．、どラしても何をさす算する

にも言†算機が’なぎだて’’きないんナ；’。・こ札て・一計算機をしら

がクやらにゃいがゐとゾう、「統き†と計算検、といラよラ

け章左、当時いっぱし書いたクしていた。

 それで．’石甲もヤらされるいて‘’、・一生懸斧や1た1ら、

どう レて も これは電気使わなきゃいかゐと、 くつ きの佐

々木さん・（話に詫ひ・ついてくる。当時、手国し計算機・て一

みノいに生懸命計算して・一。

駒ラ尺 基礎ばとラレす1フて線型計算て・・レよう。主立方程

式茎解くカ＼固有値解くが……．

抹 ■類をやフて、ど．ラレても固有値を解く。そナし力・ら

皿類やるにも固有値解く。匁かリ斗元之’らいだと文変なん

・ブ三’よ。 2通間く1．らいががる。

駒1尺た山さんの方法というのは1相当巧妙に考えられ
ているんし’やないて’すが、子言†算て・・や‘るには〕恒序立てて。

抹  丘中て・・間遠ったらもとへ戻・るヵ・ら、一マそこ・をチエ

ッフし’て、千エ・ツ7か’成ク五フような吉ナ算用高氏フく？ナて

つ、教会8けたも、10けナ1も、手国し言†算機いっぱいで・l
12げず二くいらいて’・計算した。 ど・こを間二室フても、・全＼吾アチェ

ッ7で、・きるように。 そういラ方式；て’’、ネ刀めは工業員のあの

言分丈に以ているハはやっトんブ∴

 皿類例麦型4、ブこク七、みん。†5めんど’うくさい手国して．

やラτ・時代て’’、サ7てシフ．’ルにやる老巧だ’がら、ヤコビ

とヵ’そんはめんどラなことはとてもて一Iきない・サクセシ
フn 汲ﾉグラナ’ユエ◆トメソッドて’’やフて、jエイレ人するとき、

初めは変化に応・’ビて初期値。見当をフけて、欠きく雇ば’
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して与之るんブ三1。それヵ・｝収飲しかけて平らにはるヒ、

間隔三小・くしていくんだけど、そういラ計算方法を考

えず（んガ。

 そいつは、いまで・，いラコンピュ．一夕て1も途中てI’判断レ

1よが一らやるN・pSのハレースカルの方法ない・完全にて

れなんだ、あ札は手回しρ了イデアだ。†｛’ゲら、石田た

しかみんなそういう言もをするヒ、「何た1、オレが“25年、3o

年前にヤ。い一、るピ’やないが一とい1話に1よるわけなん

だ’けと’！、 いまコンじ。二一夕左々台めたノ㌧は、そナしは≠つが5

アよいわ1一テた。

 駒ラ尺君なんが最初大分苦労レて、そういラニとξやら

されていたん戸÷けビ、もラ彼の時代ドビ・一・・。

肺尺い計算機が1乗ましllら・ら。

本末 メっク1こ早くなってきている。 千ういうことて’’、子た冒す

といわゆる計算機・という毛のを．早く結ぴフけブ・というの

ザ統書十教理て一Iプわれわれム数量化の研究毛μレ、

佐之未ごんの計算機好きというが、計算検に興味島フた

い’所辛にボニといラψ’方向づ’けに非常に欠きい景1饗

圭与えている。

 それからもう1フ1ま、具体一拍に研究所巧ことをやらな

きゃいけないという風潮は、÷ラ’ばク末綱先生†三と恩ラ

んで・一す。・乗任て一最初来ら人す・とき、末嗣先生は、家計調

査を戦時・中にヤっていた。具体的ねことにとても二興・味が．

ある。い・ら、統計は具体的なことをやらたきゃい力・ぬ

というこヒて’’、みしなにそれを勧めた。それが’、われわ

れハ研究所オ全体（仁紐みiこ根プ’い ている。 そ札がら後

卜佐・木ごんか・打1。末綱一任・本という線て．’馴究所の

根幹ヵ＼’ラ夫ま フ て、 実際に即して何を杓う といク疋款は・

             9i

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



全邦そ札にの1とll’いるヒ思㌧・ま．す。．、

 数量化巧文台まクて．■もそラいう，j、うなことが’走こフτき

ておク、石珊究所の出発点が．1、学膿的な色彩をとフてきブて

というのは、やは〃ぽ’くは読み書き能カナ÷’と思し1・ます。

いろん才よ人が’ Wまれば1、いうんなことヵv・て．一ごるんブ～とい

ラニとが’わがフナて。そうすれば言語調査にも及ふ1レ、池

内君はそれは八フていないけれど毛、そういラ追中ヒ世
論調査の連中と、ずく‘’タづアンプて・，きた。そラいラごと

で．、、そラいラ意味勿掌隣的な新しい方向が1，1フで，きナく。

石片究戸斤勿レーフレが’書吏けたとい・う二とになる。

 ぞへ二めに、、わ九われ4方は、いわゆる数三里統計と逢

フナ・方1句に話ヵべ進んで．’いるわけて’す。研究所も、数三里統

計・1方は当時ま十’あフアニけれども、それが’た’んプんノドさ

くプ5ダブ5が1身、やフ1ゴリ王見在よて・・多たいていると昆います。

 そういラのが’数量化巧出始め。結局、心王望ρ方に八一’／

込んで1シい／7を受けた〃’、三一 �汲ﾆ池内君1・イ。
1じ理学における数量に・）研究で’、心王星‘学の方に数量ろい

j：也望圭をフくフてしまっブて、

 ネ立会調査の方は、放逐勿調査、あるいはサシブθリン・7‘’

テザ’イソがら話が’始まフて、質問1麦勿研究を始ハニ。そ

れで’2時こ’’うになって、それが’．て”き上が‘’1たよラな気持

ちになフてさ†・。た’がら、文物珪やううレ’ヤないが、一全

国調・査をヤううし’やないがということを考えて、何をや

ろうがヒいう⑦て．’、と’’うも」世の中巧。精神が’乱れてい、る。

「国民精神動向調査、、最初は「国民性。と’いわプJいんだ、

それをヤろうし’やな11が。というのは、大正11年ハ 「国

民桶ネ申作興に関する調査。と同じ・ような責昧ヵぺあって、

ここに良いてつか。まえておヵ・ねぎヰブ’×ゼヤないがとい
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うことを考えて、ひねク出じず二。

 当E寺、国民性巧議事分に不清が’あった（は、いわゆる国

民性（議論が．、、戦争中はやτこらに角ら上げるし、戦後1二

1エると、封達的、伝統的1・いはみん1∫ダメ1二いちヤ

ブて、日本人はさんさ一’ん1・1たフた。これは本当のことは

わがらムという二とて’’、とにかくいままて．’いわれている

ことヵ・’ {当がラそがというこヒを、雄がめようし’やなll
がということで‘1、 当θ寺まで・1過麦に出ている‡一差みんな今完

み飛はレブて．そ・れて．’カードをとフ六二。それをもとにして、

国民精神動向調査I’をやろうじ㌧ないかい1う二とて・、、7

エズチョネェア・・壬つくったのが’、最初巧×＼r調査（予備

調査です。

 予備調査をレはグ止んで．’、28耳に第1同巧調査を打ち
上げ’ナ1．そ列ときに、あ札、よ一 ｭ文都有が1カ。ネ差出してく

れたと、思ラん1三けピ、当時は手真を耶るのに、一部、二

部、三部別にみんな申請を出しず・・。標辛子算というのがI

すよい。毎年．¥算をが方め取る。もき’’取る、一部グ説明レ、

二百干洲説明レ、三部が・説明する。ll’ヵ・ら、各部は自／かが・

カ・ち耳又プア（ことにナ5る。中てn、 三吾下はたくさんカネが’’4）

るのに、一部、’二部はそんなにない、てういラ・ともあ
フ∵・． こナしもづ中巧悪くなる原因（．1フ’だ、。 三部の野郎、

裕福一て’’カネばかク持って∵やが’る・サンプ／・ク＾といラ
時代に乗フて一い．る力・ら、カネ．生くれるんブ｛’よ。

板元やフはソ応用ブ三から強いで，すれ。
杖 た’ガら、「国民精神、で一ビ1ヵ・∠ノと取フた。

 予茸を月ス．クに行くので1お屯しうい勿は、季氏が1何枚要る

力・。よて（辛弔はいい、 自ろ㌧の仁ころ†三’け考えればいい。

よそは、季氏が’3000耳丈と力、、2000オ文と出すθ三吾斉はそラし’
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ヤ1・い…人が．1日何’ 條ﾔ1動いて∵氏辛．阿攻・鉛筆を何

本（1史）。 じず二が’っ て、 づ末日 を入水して全う本が’230日ネ家種力、’

†三■ヵ’ら、紙は何枚と比したんて’’ず。丈蔵省巧野郎、ぴフ

くリ仰天、すご’’い、これけらやクエしょうといフブニ。（笑）

駒沢具体・／生が’あるわ、ケ．て．’すか

抹 そういう予算要求書を、ほくと水野さんで．’．一生籍命

フくフ†1，そういう形て一・カネが喋た。文部省ガよく「国

民精神」 て・、虫レてくれたもの六～と忍ラんボ．素1i学研究費

て’も、そハピき応援してくれ㌃てんで’．す。予れて’’28年にと

にがくヤフブ（。・

 そのときも、やは／前！1「読み書き能力、の気持・ちってい

ラのがI賎フ・ていらがら、誤差の1則定を非常に厳密にやう

う し・やはい 古・と考 えオ（。 言呉差言平づ両を し フカ＼リ やフ た。 そ

かしにまっ女つる問乗亘として、 当靖、茸くフていると恩ラげと、

調査員ハ調査をやフた。弟ク止み調査、張ソ止まら札調
査とヵ・何とがといラのも、その当一桙ﾌこピ三’。非リ込舛
・調査というのは、自分か・家で1府ってい‘ると調査員が■来る。

笠つ仁調査頁を受一けるわけ六三’。それヵ・’が一ち合わ15いよラ

に、午前1人、午在1人く’一らい打んブ。調査員を受けて、

そ九を陰て“言己鉾をする。それカ’らチーフ∵コーラ’㌧を聞

が亡たク、あるいは2んで・17．エス手ヨネェアのがわクド

対話をやらtて、予れに対して回答をとポそんなこと
で1・、調査員の1則定誤差はと‘’巧程度あるが。そんねことを

完θ月にやフて、調査員（間ノ題、ヤれからノンレ又ポン尺

八追求（問愚、ほとんど・そハ当時の「国民精神。の第1

因皇やるにフけて、それh～準備はい二。
 それで■回調査をやった。；年後にゃるといラ言す申が’

当時カ・らあっ†二。とこうが・、1国力の調査をやフて国瓦
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壮∵ぽ∵三」．之1ぺ’〆ゼ1｛1が1÷け1次1持1ザに1ぺ1≒．し．ま1二十1。．．．

々人」でIφ単調一査1古↓一、∴ば∵ら1は’…ら1セヘ！ソ1〆耳1ん’十～I。’止Iい．うIん．7よ1≡

‘と1を1杉1’う1し’一↓’プノ1∵、1が’と’子1を1広一げ．ブニ．ヵ’一ら、．国民性の1春2「

I耳1イ斌査．と’い1う’の．々べ一連純レk1い．．い．。．

ト1と一＾I三．凹ろ16峠り．1÷。∵I」1∴∵I．…I【一0I’一

吹元一、賞一問．文’＾は㌧∵〆弓■に…戸よ三つち÷フニ†（1んで’すね。 ’自

目1’、童．ね’っIてIい．’ないI々ですね．。

杖■ ?鼈黷ｱλ．が1失敗して、三8年1が’ら変。1え仁．

 ’∴同1時1三’28年が・紅ねフマが1ら．、次の耳に何をやるヵ・。マ

スコミ巧工7エ7ト差やる1 ､し・ヤ・ない．が。」月末はと■うぜ

来一I三んで・，す一 B「走ｯ性のI ]波＝ヵべふ’る1・1ら、耳に・図て・ギる

ぐらいのカえか一1来たI。それ一を丁スコミのエ’フェ7トとい

ノうので‘’・・トとい1一名前をつllて・昭和・1耳1二ら丘F調

査汐・・雄ギブすご。それが、す”フ．と繍いて、・毎年各年……。

坂元こヒし㌃’50、回8て’’一すテザ

林 2古」年、三一．ろに言禁調査が∴非常．に盛ん．たIフニ。25年に．へ

たで十÷．二そI．二1、’白河、．鳥肉I、∵伊賀1っ上．野市’、I l、両1．崎’’ナ’．斗っ1ト。

て一 ¥1は’ Vテ車∵ま一そ∴ト国対｝、÷緒！こ1毎I牟÷’÷∴ナ÷’1、一．デμ〆ん

ぽ’’’ Nー P抜上ドIそ、一’、．’1し、ボ1う封い1・冶式1斗1㍍十．∵．．大デ・乍、千1」．く．二十．

．十．．＞ナよ1き’’÷．所在．ぺ、」∵1’∴ラ∵と1そ1∵吉自I奉左．メ÷．一け1そI十一’F一’

が’ nまっ．十1。ラO年ま一て’・にぞ＝プいラ’レニパは敷い・一で．し’まフ“’

ナニ。

駒大 岐阜の調査はと’ラレニて∴・…。

林㍍は’・・年以後。1れは一、一「国民／もを5ギとにや’る
．んプけ一れ’ ﾆ．1も、臨時調査をやら六Jき甘いけないIレ、やねい

            95一＿      二二∵ペミペ：
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1白1本亡1今師トいIろ1ん1な．コ．1ン1木．ジ1シ、；イ1＼べしllらIの．は・

1静揮ゴと一．岐阜Iしガない。’全国1と1土い。い．ろメし’な一美粒がと’れ

．て一 A【 齡_業1もメるし、．何も、あ1る1レと1い’ラこIとて．’、∴それから

地域1約十11ば、1岐阜の方∵グ臭ん1＋だ．力・らと．いラ列．て1、、山支阜

’圭．．過’止�¥∵ゼ思」う1。てIナこll・Iら煤1自’身一とし、ては、’静一岡．パ、が1

．山Iも’ P川∵∵毒以」ク’、牟野1ル．る止。ザご又I業．が・’多ケ隻

1い一んで∵す々く・I， 1っIや一るIのIて・…あ＝れば静岡某が・い㌻・。’市をや

れば’山支阜」Iと静岡。山支阜の方1が・，いいという二とで．’、山支阜が，

小・・トされず1。 ’ 一1j

 それから国民亀の系列としては、自かをど’う評’俺する

かと．がと」いう調査、モテ’ルー化の研究といフてクエ又手ヨ

ネェア’（才食言立て．・、 1966、一ら7年1二、I7エ．又手ヨネエ了をし一

、ういI ?ﾏ’ ｦナ1調査をI A全国調査と波単調査差交えて、「日

民性（間をI士里パ〃，ら今日まで1至フているとし・う二とて・1

す、

 「国民・氏とレては、67耳ぐら いゴて…に大体方向的1こいろ
」ん’ ﾈご一 ﾆを孝之プ1。る6算ぐらい11丘デ・ル調査といラ州ぺ

わて、そ出人後はI A新Iし」い行き方としてあまつ変化は
．ぺ・．一．’紡’言十ぺ20年の．」動きと。いうと、・そラ上い．ラことた’と思．

1【

PますlI
D．

 30年．差越ネセぐる一と一、’1プ．レ≡一計算機が1いよい■よて’き上

’ら・’フ’ ﾄ∴計年碑戸時’べ1に」ば1っ｛ぽフ突入レそくら∴明細30

年ご、6パ／ト計算細で・．きトこ一ろは、工B一月は日本で’

1まζ50と富士童Lのj285」 ﾆいうリレー言十算ネ葉が1いい月参貢

をレす1．i2㍑の方か・少し1よか1たんし1やない力・な、

 そ糺て‘・競争す÷。こδ競争Iはおもレろいん戸～。何元八方

程刻を何日て｝解くかとい．う．競争ナ三’．五度て一‘話方＼I姑まフた

上小1ぺ、、最、湖1に1い1’り1ゆ、る、工．1〇二．分析、∴投入算I出外珂ド。．・・

           …一一96 …一
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1元。∵キ人十浪人真由I1分1桁ポや141が’や1ら．な∵．ヵ＼∴わ1れIら1＋し

1も1出1ヵ＼1け1てIし・1フ1て、、’1句’こラ1も…出て’、大．激論。1意味毛・’1あ1名

1．左川カ1’1いとIグ、1誤I差．が’1どう：オよ1る1ピい1デ大議紛を．して1、’そ’

1の．ピき’十1わ．リIに一オア1チ’ミ人1テ1イッ．、クI1二1者’え十、〆は一森1口．さ

IんH A、．1打」常十1ぺ∵シ』≒一1Iス1テ1イ ／71に1者∵え十．イ1ま’丙’宮1ゴん、と、・1

、デ東人生、とI一・∴差！1－I＋人1．でナ’そ。1・・．人11｛．市プ’・一

一経1済っ才一．て∵ぽ．京都1の市対真一。1われわれ一八．方Iは統書十ρ一’立

場’ ¥くll。∵い、す’1んも．．ザペデど中間ぐ・ら一い．。森．口．、市村I三’も了

．メ… 梶A力I P帝ク．て・、’、1一両一青Iて・、、わリにで，きるIとIいうれ一、二八

二はなか！よが’ ﾄ・、」 ｫ’fい’という話亡’始めて、結局ヤううとい
・ラニと」て・，、盲す算1ま†三一れが1やるか。抗教研は1285て’多／’き

受げI 驕B通産は一 HB“∫0て・1、鴨志’ ﾅ．若が・やるとドーラニ

とにナよっ’ ﾄ一 P統政府’か■30時間1．・らいで・，Iやフナニ’勿セ・一な。向・

こラはズきねIいんだ。そういづことで’、訂」算検の方巧統

1数石行（実力は、がなクはフきリ世の中に1ま評価これだ。

昭粕32一ヲ3算のころし’やないか。

 ．一それク・らいよいよL日本に70云、704が1導入ゴれる’時期．

にはっ一 ﾄI�ｫ㌃㍉ 705！ま統書†局∵7g．十が．、気川率庁÷．．

舶、永I．’ま、ポ．真．空管です．和。

．林 教憧一子報産十、る1ピIl．うIイそ∴、数値計’真左レIア∵叙数

片1ま．ぺ．イフ、Iジノ、十計’算機一ξ；い」う」．三∵と’トして、一．．H」エー一戸1パ、C．

．’63に÷’十’ロプ．計1算機’’1を」く∵づ1ナナ、’ハィブ’．ジIドき十真

一機をつく∴トI。、’3ら与ヵ・’37年ブ～ね∵’

・馬句1尺37年にはま、た’ハグブ’りツ’ hにデ・1てい1・＜．て、1ベ

ラメ’ giコン言†算葎乏・八方ρH’工PAC■03、 そ。当時斗K

で’すけれ」ど■も、バ1力で1がいやフて・す。39年’に完全にハィ

フー．

潟塔h、に一・・。

払．完全｛、っす・ね。．、といナ÷一仁て一．、．絞衣石片〆、．I．1二た訂Irよ

           一…g7一     ！∵㌧二
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；あIれ．1ゾ、事乍；と1ド1プ1一．！1＋‘∴ll・牛べま’’lllは計1算1機．は十．ツ

＝プ1’差戸．つ．アい二11んr∴よて1よ1／も二番大1L・．1寸．年紅」置

．い．†二、一 戟D大’1こぽ1，lpと5く・∵ら1」〕、て・・まビ文物は八フーでなカ・

；1＋二、そ．1外’か’ら1・と・とい．1．②三が柵研十べている、θ’あ

．れ．1まノ．ざ。ラ、メ十．口、ン1だ∵紅、。あ1れ1よ一ソ．う1ち．〆方∵が・1よか、っ、ト。

硝’I未∴∴う一1ち1に■1メニ；．トIのが∵、・ゴB【Nか1〆はI．リ強’1デが一ら、．言

．誇1川ピす一．る二1仁一そ1の辺て’’フ才＿一．ドラーン・と’いIラ言’言書左一、一’いまで一I

は何て、もないと肥フん†÷げと、これはすこ「いと一それ
ま．1て十’は全’邦．．検械語．て・、書いでい’た。7オートラ．）左いラコ

ンー P＋．イラI’一で．、日本て’一切夕1て稼働し六二コ）ピュ二タが’H

．1戸14C、・パけ1・・すね。・一

林1 {つばリ本当のフ才一トラ〉し・やナ！い。何が変なフ

I才一トラ〉て1すね。

馬句1尺 プ三’けと’、ほとんヒ．一似てい争んで｝す。入出力（と二

ろ←’．けが’、らよフと違ラ程度で．．ザその皿Iで習っらや一一っ

1・人は、いまで・「もフ才一トランの主流の吉葉は知1てい

るわけで，すね。           ’

’秣．パラメトロン計算検、292ク玉†こりは機械語てI’八ブて

1い上4’だね二。  ．．
姉ラ界一＾皿1てIラ．で’す。言括一べ〕ン．パ、イラ・一中・’ないIわけて．1すIθ

」1そ．一う一1す、る．’仁、今度、あれが’．て｝きブこことによつて．、」フ¶．7．

．ラI ｡．」1ｪ・1や．㍉…くIlよバ1がら’、；言†算が木’ヵ木’力て’1きる一よう

しlI ｱ’ iよ・÷．十’．赤IIうセさんら計算Iが・I急皇に神〆汽の’も、Lあれヵ・’

べて’以来←一’やたいで1す・ヵ㌧

林言†算機て・・い’フも．トソプ差いていた毛つだ力・ら、厨

究所には分不相応ね文きい言†算機1ザす．っ、．と伝統的に人フ
千1一A」フまソ統計数1里は計算機・が・六・きゃダ’メなん1～。

坤二ざ∴二支岬、年へ先辛て’’す」れ㌧   一     ．・

             98．．．             一一一’一㌧
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1ボ．ゾ三’1う．ち．l11つ；と1容ち111に！llllそ、1ザ牛／I年1に

卸σ1小’るとlllろ．主．之∴は’鋼’チ、が一．よが．小一。一．㍑1こ、ろ、ら

1ぺ’フ∴と一1束’欠！方．が∵こ・こ・1。’そ一ナこ1は一で．う．ナ｛’Iろラー。人巧’数1が・．違

1」う』IがIら∴、」．1そ．ナしと勝貫」け．て・’．き汁小・1ん一声・・．、’分度」｛1一’26・1が一

．来．れ1ポ広一ト．・。一一フジ！．メ1ナ≒ll、一1こ山1才“．！ナ少†｛’い．ぺ数て・1あ．れ

；叶辛∵；1ナ1、之I一に一計軸生徒1’lI∵し、〃」二6．ll、・、’Iて．プ1年初

．ゼ、らの伝一揩Pが’あIllμ∴庖、い一ます、．

碕永．そ’れヒ．ア→’÷一Iア．、てけれ’。凸統計Iを1波’’汁めに、大出

ヵ．は’ ｱラ’いラもグ）で□†！けれ．ばいけ1〈1∴．という。．ほかは死

一裂．品一て’，しょう。うち（場合、そうし’やないてI一すね。入力

．とI ｢う州ま、了・・十ログI巧子一㌧’ Xもあ／ますよということ
て．し．よ」フ。

一杖I妾I ｷるに計算と流言すと一を詰Iび’フIけて、実際にIｦして
というが、デ∵タと詰びつけアやる一 qいうと二るで・・、統

ノ計数三里が1一運営これで・・・…。

駒ポそ付カネ／れている÷ll㌧説明も・分後毛ヤは
リー ｻ’¥しレ1やなさやいけない’ ﾆ思ラんで・，すれ。

抹I ｻう、い．ラ詰は、浸透して、1るヒ．患い．ま．すよ。．

’」．！．・1∴。忠人十Iけ’けれ1と1も’、一．’ Vい・．目1大の．麦わ．十1社」会

11、’1 ﾄきI ｽθ丸11．書1・：最1キ1はI・わ二り読畑．ナ・’∠

亡・1すが∵、十IV1A計I画圭’読んで’、’日本’て∵者かれ戸1’時期止なん

ブ1’げと、ぼ．くいっっを波が1して、こ’黷ﾍすご’い、こラ
いラ1と左ヤらにゃダ’メブ、．三れに統計を介入さセなき

ゃどI ､にもなら必という1とぐ’・当時・妄芙改一といラ
ーんが’’

ｵ1 Aた粁学技術庁にフてを幸員」γて素リ込んで・，、TVA

            ・991一     ∴二∴
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；ピど1’lI∴一1ふ．ハ1、が1まI㌣1る1ム・；〆ら1ナ予＝いll．い15ぴ．∴

．そ1れて・・1結力一わ一か’らぬとい一プま1まに終．わ一フ1ちIや1．て、それ

と’ ｯI ｲ寺に二’丸I山岩や菅原Iさ≡ん：が’やフ．て い一るオくの’話」の方Iへ

1行、っ一ち三や一．1ブニ。われわれはjて1れは朱I敗しト．。．

 」ギベ女、．は．何τ三’ろラか．、と．い1＋た．ら、1デわざ’をやう1うIし・や

．ないIQそ．柞’が’’ら／1二1㌧！差わうげ1やな．一’か．とい1．1

と’ ﾄ1・I CI nニ、ックはやば．ソ．†I＝ヅ’A計画の一I王藁て・1者1えた。、と

い【 ､一 B、洪水が’多が1’た一。I－／関や阿がIが’、キナに

1台乱が阿かでn，全部フ1く1にっかってしまっ．ブ1．1共木問題。

三反元 最近はラ共水が，六よくプよっ†。Iけ牝と’も、青は本当に多

が1ブ・で一すね。

．林一度なんが、どこがで’’蒋のところまで’’水にフかフだ．

坂元 やつは；ソ植林力＼lg’’メ†～っ†（んで’’すヵ・。

林 いヤ、ダムし’やないグ。それで㌧ノ関1・両耳とかみ

んなて・見に行フて、これ1はヤブはリやらにゃいが地ゼや
戸5一 ｢が、洪水やるラレ’やないがと一いうことて’’、バニソ7
（I ｾ回査差七ソ←した。それで“石四や何かと一緒に、；芙六

．が・起こるとヵ’起二らねい．とカ’、桜堤が’玄刀れたとがという
と一 ｫ」に’右’フ」たんボよ。一ピ、ラにも．ならないん’す｛’。下町が’ナ

．口1峠だよ∴ち手1一と見る1と∵lk於ナ早口1チ、1口．！動い

でい1る。フまり洪’水1打㌧ツと来る毛のげやナ・1い。そう

すると、連．中臼バ悠．女と畳・を上1げ’、何茎上1ず’て’、次巧臼は

もうやられて∵・I 驕Bそうい’ 堰f ｱとひ、L鴛≒?ﾅ’は調査にな

らぬということて‘’、あきらめざ’るを得ぬ。第5ネ島竜札の

言古も出張中に聞いて、西早と焼津に素リ止んで‘一、パニッ

クハ調査になるがピラヵ・検討じず二二ヒもあ6。レかし、

これ、も静がに恐怖が1逆行してハニ・、7は生じ、’ブμ・フブ：。

．；1（1問題て・は時期．を．見．る．；．1ξ二！1」げ．

           ・一・…100一・一
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 デ産は、町村釧苛をやろうレ’やないカ㌧とい・＜与件
屋ドよ。雄島都落へ行った。東金につくが戎章にフくが、

．2つに割れるんてI，ピフらがにっが㍍きゃいけない。その

言周査をやろうし1やないがということて’、まr・素ソムんブ三1。

そナしは、むつ・いリ原と同しI一て’’、利害関1桑力・1錯綜して、き同

．金に行パ＝フ．て．、人が’らよろらよろ動いてピうしょラも

な1㌧と．’うにも戸5ら戸6い。それで．’これも失敗レらヤブ仁

んブ三I
B

 あと、・レし気を長くして、円人問題をやうラし’やない
ガ。そ十／・て‘．嚢矢岬水をやつす・。これパ責報二に、愛知棉

一水が・引けろヒどういう一。！、うに変化するかといラ論文にな

フています。

才夏乙 田口さんが何かが．・・一・・。

林 田口も入っている。青山さん1し。

ノそれガらいいは、うわご州云わリ方。これは、や

1川「 ｣一に出ていろヒ思うん1∴1パ沽わ／
万三十ううし・やないかといラので∴、ビ’二が・いいと地図を

見て、当時わタノ）いよく東北を歩いていだが5、・東北に
ね．らいをフけた。 一．春中心が・あフて、八方に逆ヵ・，延びて

いる列は、岩谷一堂といラところレヵ・な、㌧水沢のすぐそ

ぱ一て’I、そこは中心が．あフて放射林一ぐ又が一延ぴ’ている。

バスの路線に従って遠フhわさを流すと一いう二とで’、。

≒’クいラ・1・うに1云わるかといラことをやううし’ヤないわ㌧

当時、「三フ。）号だ、・というグ1が’はやったヵ・ら、・NHK岩手

放送局②ノペに見てもらって！三η敢。を岩、谷堂て｛やろ

うし’ヤないガ。それで．’始〃）ブニ。正昏碑こいとに運転手に言書ご

七るとか、電話め・交挺手や何かに植えフけると、そこが
らた’ん1；1ん一Rれていく、．これは成功しプ・と思ラ、

            1O1
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分度・人のれ1わI1市お／一方．の千は・・ある叩落1’1

月しゃベリのぺが一ど一んプ5効果差示すがといラaドビ、ネ直之

フけるわけだ’。「六｛，れが’おレ十べ’リで・すク㌧なんて聞くん

              ひヒかぺす～よ。一（笑）正）れは山（上つ方つ人首といラ都落で．’、「そナし

はいえません・なんて、ごとで’I…れは或1てないと兄プ

失敗したん六～。

 テペ’けと、うわさ勿伝わク方はそれで‘て一凸きたレ・こ）い

ラ意味巧召先の麦わ÷た話は、秦六レいこと差やうラとい

ラ訳みは、そこでI，20茸．穴に．起二って、一そ九ガらしはウく

何もな一くなフ月二が・、こ・．1’．るまた砲震災害で．‘核1台レてき

た。

坂元 地震災害は、統教研て’’いまやっているんていすが。

林統域石打て．一、こ（研究にい亘入フ・ている・・i’1ま、ぽ’くと

引証と氷野が’組んで㌧…・・。

坂元 ．東大巧前聞石ボノj猿なんかやっ了いたで・し．よう。，

林、新聞石珂θj岡部7．’ループはいろ．いろやフている。統荻

研《方は、文吾ア有巧特定尻究a）欠きいフ。ロジェ7トて’、

新聞研や安倍北夫÷ん（ところもこIこへ加わフてもらフ
ている。 てれ．て■大きい一チー4をつく フて、 去年下メリカ

人のク’’）レー・プ（才ハイ才人の災害弱究所〃1クアランテリ

ー の．一派） と シン才～ジIウム を や7 ブて、

士反元 伊豆4地震び〕ヒきなんか、行ったで．しょう。

林友グI＝ルーフr用†1’。者い方巧グループと思う。て

れが今度、欠きくまとまった～にだフて、・特定石刃究・1自

然災害研究として研究を遂めることにいている。てう

いうことて与復活してきた、

 あとは選挙予測。これは火事ナ1’、遺季予1州ま、がなク

前からマースコミレヘ・ルで1けっ1二Iと思います。了メソカ
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はやっていますね．・ヨ召和何年が覚えてないん．ポげと・ア
メリカグ1ト）レーマ〉I ﾆデ’ユー一イ。i失敗ヵぺIあるね。 らよ’ラ

ビ・‘世論調査。）如まフγ二時期に失敗レて、われわナしはぴフ

くリ仰天レた。アメ．ソヵサ’ク’ ﾋ一ターたといラの差て句
ときま．て’’知ら才パ’フた。

 それゼCユ丘のパッシンの’とこうに乗リ止んでI、これ

は困る、二んなことレ．や日本の世’ _調査．はめちゃ／ちゃ

に才5フちゃう。τ｛’れも信用していブ5いから釈明してくれ。

パッシンは言回べ■てザら という こと て’1、あユれはやはソ ク’才

一g一だガらダ’メオ5んだ’、ランダムサンプ∵レをやれば当

たるんブ三’とい．ラことをいってくれた。そういラニとがあ
つナ・。

 日本て’’は粁聞社のレベ・ルで・1ま、選挙予測はガなク早く

やフ7いたと、忍ラんで’す。ばくは矢0らな1㌧道当1・自か

テ・らで・，ヤブていて、「朝8」⑦最初は長野市長選挙ガ河ヵ・て’’、

適当に†プアいブニら当すこつトんブ∴それ一で1豆孝子想は者

11るということにいた。（笑）

 それ・し’や、われわれらヤんとレた笠奈予想をやるクし’

ヤないがというのて’，、科研責茎取フて、昭和2ζ年港区・長

豊奈が’われ一われの笠奈子想勿最初だ。．これはI最初二ヵ・ら、

予測といバ既念て’話は進んでいるんて．一す、

 そφ当．時、選挙予想ヵ＼、わゲに盛んになフプニころ、デミ

ンブが一日本にやフてきて、統書†っ人を集めて、月まえた

ちはゆ女）｛ノ）孟苧予想なんり・やるんし’や1よい、二ういラ

厄ないこと差しらやいか始、と’1ラしていけ戸よいかという

と、これは統書すレ’やプよいといラ。つまリ丑斧したとさ巧

投票一老集団と、サンプリシ7”を行ったときグ調査集団と
は適ラん才～自†｛1がら五条予，想一はて・・きない、．こラいラこと
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を．五へ一た。

．’ｻれ左全’焔ﾊ条に旭いll’1・1が・、北／ジ㌦と坂元早八さ

ん．と増山さんブ三一っプ・。坂元一、一増ム，さん1言・選挙予花にいま

て．’も反打ていす。そラいラ足へ花ア三’フた。われ一われとして｛

ア文ソカ人狐■て一きナ5いんなら’ Iジこらが・やろう。 と1こヵ・

／I Aメー ^’ ﾍ反れカ㌧、（笑）才レ11星’奈子’想牟榊やる

といラので！、2ら年カ1ら勉強を始必た一、

 それで．’、なるほど．’盈一季予想ヒいう巧は、子テ別レ・やはい

といけないんボという二とが’わかフずで。フまリ才隻蒙看集

団と調査峯団、てういラ詰し’ヰないんr三．。調査をやつす・

結果が．、ど一ラいう詰果にフなが’るかといラことを考える

のが一屋挙予想てn、そグ入が’何と答えたク’らてのとムク入

れるなんていうことfユ者え～い、・フまリ、いま勿テ㌧’ ^

がら予測すること三・二考えるク1が1星拳予1則て・1、テ㌧夕は粂

らてい毛牢が’んで’’＜る。ゆが■みを4修正して‘出すのガ豆季」予

想て’’あるというのがい、26年に研究をやフ・てみてわがフた。

 てれて’’還幸予究をやク†二くてうす一うす‘’レたら、昭和3σ

年に「朝目一が・最ネ〃サンプ。リ〉夕I‘て’湿挙予苑をやクた

いといラので’、あリガ㌦’い、やソたいといフた．ブ｛’け・ど、、

「朝日、のトソアが’自・信が‘ないんだ。トップに余フてく

れ宇いプんだ’。それで’、世、論調査列今村といラ主査と、

当時、「朝目、の編集局長の．広岡さんと、政治郁長と、い

がに災李予苑が1者た二ろガ語レた㍍てれし一や、おまえ（い

うとおリ．プよらヤるといっhがI、鵡和3・年て・iすボ

 最初、1・＜さんで’’きないという。星祭区を手分・一、

3σく’’らいしガどれ六八㌧逢奈区層別を七ラて、それヵ・タ

30ぐ’らいとフてきて言周傘皇やった。それか1とにかく手集

計もえらい」ことプよんだ。、単ブ4’る幕訂プと’けプ5んドけ才しとも、
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＝パ1．て、当時二とすれ．ば’．大変ナ・：二1一なμ∴．フ川・く一．1

．い’ ｪ十ン．フ。ルて・・、講．室を全部’フ’ぶし7，Iア）レハ’イドや打

開元春も坤．出一できIピ広一郡かI端一1㌧蹄までI’いて、

みんオ5’ ｪ、 W言す．する。†三’’んブ～ん一言す鼻レて上一が一、フ．てくるわけ

τ｛’。． ﾝ．ん、プ。写’ ^Iきパ子パ十写、し、て、えら．い1己享1三’。そ．ナし

一て■一出てきだん． ﾅ’Pす．。  ∵

 ・固やフたんて’’す，最初’やフブてんで、とてフポよ∴、女

ポポ／るんだ。それ一 ﾄ一致冶邪は、出せるとカ・出せない

とがいう。鳩山自民兜の躍進勿時代て‘’、いう秦乏か’、今．虞二

の美奈・・自民党と同し，て．1，幹事長ク1よソもす11と多いん

だ。初め幹事長が114σといっす二。わが．方は！60なんテ～。

もう豊奈予想に跨みτ刀つ仁んだかI 轤ﾆ広岡．さんかいフて

発表した。

 2回目言周査をやった5、分ノ度1鮒といラん・プ～。．われわ

れはやみ＜ガ～む・タ、言回査に全くの信頼を置いアいる・

ブ～。〃て‘1いける。幹争長が・後ヵ㌧追いかけて最後伽
とし、ラ。1幹事長が∀・つ・リして、 1肪まで・読y）なかフた。

亙斧結果は’86†三’フブニ。 それで・・尺ショ．・、7て一、量挙二予想

はいけるとたフたんア～。

 と1、うが・、いま見ると、’それはよ＜、当←17い．オハ㌧

鳩⊥ノ自民虎だ一1ナは当た一1Iた。・れ吉田．自民帥・患かフた。

1川・落らナニんだ’が．、一 ?S・∴す．1、とI ｽ」／て15・ぐ1ら’∴ブ÷

ラす。。それが’ 邇ﾐ会党4后派は当たフた洲’、左派か’当た

らけフた。ll’けピ、第1党が■思いい・けぬ数字舳て

さ㍑てI’、予んな二とは吹．さ飛んだ’。そういうことで’遺

奈予想1ま．表に比、てきて、 これで’いけるといラ形1こな．フて、

予；則ヲ麦の珂究は、仮釈旅と星奉予測ナ三’，てれてリ、研究所

の子1則φ説明は、、子島諦求を；孝るつ、も、何．毛！むず選．．李予碑」
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て’＼文郡．省、1’市1名．に．な1て．！ま’1年．。

 てれヵ・ら．ピん’た1ん精在化していフ六二んア～けれど1も、よ

一くはたフーてさたI ｪ・、ネ青密化し十わり1こは、 当目寺に比べ一て

画期的．にょくたフてい戸8い。十’がら、世（中の瑚侍が・，、

．当㍑と二思1てい）、に当た；必し’やないかというげ
こ《こ’■う列亙挙予想で’す、且去のデ’一夕を浩一用．レていま

の杉に確立じず・のが’、3召允35年こ’Iうにある種のいまの秤二

が1でき上が・フてしまブト。崖奈予想はそれがらす一 ﾂI

ｩソ
停とんレ㌧、冬ネ士1哨一あると同時に1亭とんしてきて、仁・

ととしっ失敗がら検討が’加わリ、またよ＜なるんし’やな

いがと、冠フている、

 遺奈子超というa〕は、いわゆる平面的な言回生じやわか

らない。政党友符・動き、フまリ攻究勾持フ勢いヒいう
毛のを加味すればという語にプ5フてきブニ。それわΨ実証ご

ハニ州・・去年・、量挙て一’、重ガと人1、し戸5いとこうは打1ら

ないレ、入札六二とこうは者ピて一いるといラこビーが1歴然
とレナてがら、 こナして一二星奈予想は’歩進。＜ノブ～と尼、うノくノで1一す。

そういう予三て’I行フているんて一1す。

 ヒころが、、了メリカ1まと’’うがというと、やっ1ポソ予測

し’やプ5いんです。、私思的には、投票着実国ヒ調査集団が’
同I ｵ、という．べ一スに立フているから、キ1、ヤラソプ毛必すll

そラいラごとで’やる．いっ毛皇いはあっτこんで’す。今度

の量挙4カーg一て’、‘O％I得票率が’皇ラ。結局キ’’ヤ弓・ソ

フ勿一いうには、 こ（自省＼ひイ中びをき占、ダと、 レ’ガンか岬当

†二っている。そこで’’やっと予測といク考えに、7メリカ

自身が、星音み玄刀るんレ’やはかろうが。し1ままで…は、・写する

にサンプリフプが’で’きナ〕よ1結果かtわかる。予測レI＋たく

．て、 そ、ういう考え方ブフト、。そナしクペ子ラ別4ヲ千三に、鉾予
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一想．一 ﾆし’ ﾄはアI ~．リ’ iは1麦わフ てくると一思」ク，

Lし」 ｩレ’ ｵ’ ｹ」 D1／一 梶DカI xテき・方1け体にサンプ〃・’ Uペ、
レ、月本とは7Iエー人1巧圭・フkようナよサンプ。ソ）フ■1茎し

い1るんI Oから、I ｢・なガ問雄て・llあソます。星条法に
1出．けン．ア・リ．ン1グI．をしていない々・ら．れ。．全体て・・．や1て

Iいる一た’I ｯ’ P～’’

ｪら’ Aそ勿、山／．外．後アメリ」 P’カ’が・精．塞’化レ、でく

6’と1うll’’ ﾆ1恩」い’ます。しかレ、何一せ7才一ダll’から、

采ナニしてそれて’一フIヵ1み勿れるが．どラかは問題ア三、．

 それ．から一千’’リス毛や・フてliろい1いまオが’、、やフ

ーは’ツキやラップ方式れ、巳います。・

」そ朴がら老バフ崖奈子別で1、コンじ・ユークが’発走し

てくると開票の予測。これ．はNμKが」番丁生懸命やフ

ている。残票を勘定して、’コンビゾタディ又プレイと

して÷ヨソ7を与えていく。 これはイギリス．は20耳く・・ら

い前からやっていて、ケンダー1レなんか．未にエフて十フて

いトんで1’小日本て’は人ク）一 諠艶ｸ魯化したπ三つN月K1方

小予測I 撃撃ｽ’
tてきた，

 豊季としてはそういう発達吏で1、コンごユークが1一でさ
る．．こと1に．よフて．、’．笠奈I予・則は夷に衆に．々フI仁。’前は、一村

一日I莓驍ｵブ・が々I一Oら丸いく’1タいナ～った、三、み∠な手’ W計て’’、

取量化の放宇圭一手で’当ては1め一て足一．し．て山’ドく．．んナ｛I占1ら、侍

乗率亥計算する’州’丈．変な与’1壮十1コIン’ヒ1一一9が二

入れば吏に簡単1て’’I、人手．がほとんど妥．ら’なくなった。そ

ういう汗三で’、星季予想は〕ンピュータと抑リ離せないと
．電・います。

汰 世論言回査の方巧歴史白うな発展としては、国際レー〔鮫の

戸同題か’モテ）レと．して、 1フ1例1エ才∴ゾ7をフくっす二．。これ
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は・、昭粕ヰら．匁．《ハワデ調査一プ｛’一と患い．まグ．あ．れ圭．豆して・

いわゆ’ 驍P者え勿筋道といラ、争え’が1表に出てきて’．ギ九を

中心にして、いろんない，の1考え・八㌧セント比較とい

．1よ．ソも、関連性・庄異と…い1）いを同趣にすオし一は、7
11ス’ Jルチー1ルl！比二較研＝究’が’妥当性左持11て．実現1一’！

るヒいラ見五しが’ついて、≡い1ろんな試みがて・き．て．き．すて∴

1ういう国際比較ぺ欄が・一、4σ茸代の新レい問率．とレて

起こフてき六二一これは石本だけて一Iなく、最近（比較石牙完

て一’はこうした行き方が’主流になりブフあソます。

 ア三‘がら、二．ういラよIう1こレて考えてみると、いまやフ

ていることの大きい一両のねらいは、20年代（統計フ㌧
ム時代に才月当基礎がで．1きているといラ感しIて‘・すね。。30年

べというのが’、比較州亭とんし†1感じ．が’すろれ。見てい

ると、本寺別士生界白ラに大二きいテ允〆しハ’そ十しほど飛ひ‘’出してき

ブ1とは思えないで’1すね。4σ年代1二入ってコンピュータの

発差とともに、ヤはリいろんな新レい方法州てリき一できブ・

といラ感しIは受けますかコン．ピス’タがていきア／ると・

いプっゆるカテコ’1リガ／レテI一一夕の百ヌリ才及い方は、 カ．イスノ

ェ丁レ人士’ ﾉ二色歩レてきたとい1うことカ・・起きて’、 こナしはど1

一・ Pレてもコ，ピカタを拝、視て．’きないレ・・9・3年く．’らい
カ・’ 轣A フラ ンI尺のべ，ンゼク ソで．一派のフ ラ ンスラ氏が・新し

い形態、をとリ拍めた。そ・れまで’’フランスヒいえば確率論

7ラジカルな荻三里統計学てI∴終始してい†・。それが一ベンセ’’

7りイが・出てきて、デ㌧タ了ナりパという万ラで1数量化
がIす古き． tてさた。これが’コンじθユークの波に乗フて、ヨ

ーロソハ1を席巻しっフある一といク枇況㌃1’と思います・

 そういラ意味・っフラン又派における統計の進め方は、

了丈リガとけリ／スと非常＝に違フ．たものにいて、発想

             108

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



的、｛こ1練計匁五里．に近い。デ÷ヂ去・ら始．ま．るIが1ら1、．1ビ1う；レーて

Iポ統計教翠のI．発．展．勿方’向Iが1一並「くねフーたといラーことが；い一え、

る1と．思ラ。

’そ1年’ガ1らげ、／．又Iにてれが’：人1て／ると・ニュ’ハ

．．力1ルタク．・ソノミーと」いラ領域1て・・て牝が“八フてきている、

．．．I

P7．一メー1ジカIlま、一やは’リ統書十ぺ②反劣といラ形で’、＾例の一ト

ら’I二．キー一という一ことになる。彼川本、いわゆる教五里統計

．学的一なI ｩ方し・やなく一 ﾅ、多次元約六Jテ㌧9を一ど’う素直．に

’城ラヵ1と’11．ラ舳考え方、7ルゴ’げムと〕1れ考え
て一 ｫて、・これはやほソフラン入派の見方に並い。 といラ

ニ．と．は、統書†数理の・わ札わ札0／考え1こがねク，互いものが’

出てあ、る。数理統書す’掌に対する抵抗感はわれわれに吹い

て；■トゥーキーは一 ≠｢で1すね。いうんなことを書いていて、
15～1る年前句有名な論文が1ある。夕）札1Iま．流言†に対する反

論＼ヒいラもの茎事象リ五している。そういうことの行き方

の考え方は、 わメし4っナしときわめて並、いといラごとで・・すク

 そラレをみると、統計教理研帥が1〃偉いレ’やない

かという結論てIす松。よくいろんな二と1こ先鞭をつけて

1二る。・いままで’’そうも、巳わプよがフ、たん1～．が’・こラして顧

みると、一 mク・に世界勿先駆的役割リを累仁してい。る。才二

11’、．、そ．れが・多／．．⑦人が二やら一ないが’ ｿ、．発表．レ．て世界I的に」

／．中｛い用ガ1たとい1廃ドを受一ナま1すん点呼
牢にいい線をいlllと、包いま方。

劫／母集団惰で‘すが’、・・干伽サンプリング！凶問題・

とレて．は、重力＜母集団と関連一した標享哉て一の1已サIイ・・7説1

識、それしかないと思います。そこで．’重力く母集団をと’ラ

レてもヤリ．たいといラ気が’20年1ゼにムフ㌧
。当．！寺イ1．’／又τ氏キツネ1非常によ一1．†、F外下1．1る
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と’ ｢’ 撃戟D。1デ丸1て．Il／．ギ1クス11行1111と．き十∴ぺ1’’l／メに来

て」 ｱいフ．を’ ｷ．がねきヤレよう1が・いというので・・、才ツ7
入I tォ÷…二一’、・【ア’ニマ’ルIポピュレシ1ンといラ刷究’所に行

フナ（ん1て∵す1。重力一物の人が’チ・テ＝f一 （C HエT T Y）、それ

がシ．紙1 ｾ十1苓1レス1ノー．といIプ人1で’、いまで・1も書いていると

息」いま．プペそ1いク並・中ヒ＝条1て1舌圭Iし1∴I戸11が一

い、1州こ・C・ltけゼκ色・叩t比ゾ・といラ州まど．1もラま
くいが．ない’ ﾆいラ”！、’ ､な話をして〕た。「フに〕レトを固
フて何匹がI ﾀ際に放レて一中を空フば1こレナ・後て‘’一ヤブ

ているんナ～’けれピも、捕まリやすいやっと才南’まソにくい

やっとあって、どラもうまくいかない。おまえはピんな

ことを考えているが、こラいう語カフた．
 書えナ・こと’なヵ・フ六。けナしピも、・と・にかく富士め山麓に

コウモーリひ六一が・いフぼいある、 そチしを4之ってやソフい1〈ノ

τ～’。「と’Iうやって〕ウピノをやる。つていラヵ’ら、穴をサ

ンプ・リーンフ’’．し．てコウ｛リ。中に金欠石乞を撃ち込んで川、飛び

出すやつ．を勘定してやればいいし＝ヤないがというふうナよ

言者をしてい仁。彼らは、そナしはす｛’れボ4・しハやリ方にぞフ

くリす～．と．ド、フていブニ。

 それで・、や．うラやるクといラ気はあ1プ1んで・すが・、何

せ相手’ �氏Hけるパら・、大変てI、そんナよことの知恵」がい力・

ナμくパ1。

 い’しているラIちに・9年くらいに新鳥大学の高田君が・

内地質学て＾未ブ・。自分だちで・・重力物の話をしてい一たら、「佐

渡で，ウサギ’てη困っているんナ÷’。そういラことが’ヲつかれば

非常にありが’たい・ということで’’連絡が’ついた。高回君

か．’ ?uニのは40年がな。

駒ラ尺 ．べ一く、わ．ガら．ナよい．ん、て”一す1が＾、早g、年、手O、年、 そ（く う
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いたIと、思・I ｢ます、。．、．  ，
林I S1I NIがら佐I n弓ウサギ1べ話が，缶まフた。時期的に’は

．そ．ラいうこ．とて・・すヵ’。ここ1ガら始一ノ）て、雪び上勿足疎を

幸欠える一という行き方てI’、大．体1昭和49年こ’1ろまで’に完成し

’ト’ A いまは．ヘリ．コプターに1よ1る。吉岡査て・・省．力化．をやフマい

る’ｪ∴、I ｱ’ DもI 決黷ｫ上が一1プ1＝ モPじ’1～。1．ナしから‘は、一クマ．、

カモシカにオ多る。

 重力物グ｝標本調査といラ勿一は日本し、ヰ全然やってないレ、

．言己号放五といラ名前が1ついて、ネス1’ミにわなをかけて言己

号をつけ一て方文していく、そういう丹三¢も4は一音戸やらナし

てい†（ようで’’す。・一二ξφしヵWリンゴルンラ去というる前てI．セら

れている。重力物。1．人1まネス’’三て‘．は一応・考え7い†∴ そめ

くらいレがながフナニ／）て・1すよ。

 あとは鳥ρセンサス法というのかあフて、’一定列道産
ノー 閧ﾌ速度で，歩1んていす。ヒ㌧ヒ㌧ピTと鳥が・鳴いたら、

あれ1川・平1・何ぐ馬といラ1とて’’ヤボ推定はとラして

するガわからない。ど一こがら聞こえるがわがら住いので’、

密度やなんガわガらないんてI’すが．、定性的には何巧鳥がI
1どlI ﾌ屈．度鳴いブてがという．ごとで・・、予九一を一密度に置きかえ’

てやっているようて■，すれ。’ ﾂ山さんヵ∵、それIにシミエレ

．ションの石Iデルを入れて．、いわ｛る止推定’べ‘≡ナ54よう

に序えブ．こという勿が1島、ブ｛’と’、巳います。

駒次、い前に両国ム花火て’’人口・のあ’れけ・的1二一や1

ているんじ1やないていすヵ’。

林 両国の花火ばく間の文通量調査で．’す。’これは交通量

調査というよリし、制御め問’ 閨Aいわゆるハニ・／ク’ｧ御
に関仮レている問題でい、人出の危険性をいかに少なくす

るが。そパこめには交通量を坤らなき．やいか．ぬ。．文通量
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を調、ぺるのj・’ ?lが∴集まる’弓！に阿が二い’いとい一うIの’て1，1花

火に．目一 �f tけて警秦に行フ十二。警家列警備諜めんが、㍗
れは、川が、、llいからやフて一／11しブ。いが。こう1．、ラ詰。そ

れで一1両1 曹ｯ欠ける一がら1と二いラんで．’、橋ぺ1もとに中

／．ll一．を平え1・それ一1’’砂十11

 二λは植松君か’主にゃ∵÷く〃しナこ。警察は、．当時、橋

のよに’ ﾆまフてはいけない：、・人が集まると矯が・巻フこフ

ちゃラ。けたが’落っこフて一人．クベ．水には3るといけないと

                  まわいう，二とて・・、いろんテよ方式’を考えた。ム巡リこんが・何人

ガ手且1こプJ っ て て 、 ある8寺其月にブ’5る1ビー列1こ手 を フ た いて・1

すっヒ群衆の中に入る、人が’この陵をフ〕ていく、レば

らくレてまプ1お巡りごんの列が’すっヒ人フていく色お地

ソさんにサンドウクソチ状にはざまれて両国縦花火を見

物しllわけす∵笑）そラいラ方打1いいて一’しょラがとい

ラ〆で’、イっフてみトら、㍍ガなヵ・よくて・．きている。 てう

11う評価皇交五星言回査て・・しズニ。

 それがら、同ビ人か■・伺同回るグヒい一うこと’で’、みん戸5

て“人の テ先ナしと 同 じ’よ う に重力 いて い く 。．わプしわ女しが一’二夏ると

き一P三う．らI墲�ｩせる。うらわか・何回来たかという勿が・わ
いる」、人が、と・・のように流一れているか、・伺め一 ｮ．

鰍ｵてい
る一 禔E≠っク＼る。 そういうぷ、ラ・な才笠定。方法て・・人出の推定を’し一

す（ことが・4）リま’ ｷ。：1i〕ま．50年’ハ切め。

駒1疋 ぼ’くが・入る前に一生懸、今やっていて、・八ってから

も1回く㌧いやっマいプて。

杯 そハ4で羊冬わjく、そ什．グ埴征畜の支五調査㌧制御

一1発層しτ・．’信旨険（制御によフて文通力いよくはけるこ

いうパを、祉松君グそらら勿方マ・やっ†（”最初クド交玉量

一詞章．は人出φ調査から神、ま1フ、ア・といラことていすね、そラ
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いニラ．a）ヵ・，交通’ ﾜ．方し・ヤ1あ1／1ま1し1ブニI〆。’、

 一Iそ≠しから、．メ 一 デー勿ぺ叶ヵいと1，ラっ1こ一ラφ といラ詰1づ・、

止’ ﾄI Aそオし’ ﾍ手真勘定すんば・い一いIゼやIガφ・と一一うllと一

てい、一 ﾊ真．を楊フー ﾄ、．それピま」す目．にす刀．って．人教’ 蜉ｨ定Iし1

た．。．

．．人教’を’鉦定する技’法」∵う百メ’は、ん1は．／・か’な’÷・由I定、レ

01こ∵之’い列．て．，、そグi毛とはやは1リ1島I弓セーンサ又て．1二I42．年L g’’

＾ら〕つ・な、野田のサ午■∴山て■■。詑録としては家光の時代グ
ら’ A毎茸サギか・一表ている。 それかI・一体阿羽いる六｛’ううが。

たI
｢して広い面積しI’やないん1三1。百姓家が’あ1て、末が’

μ。そlL ﾉサキー1グ全部集まる。天然言冷物て・iす。その

家は大変ナ｛’か1、お七レういた景だ。ある時．期、し㌦ラ雨が，一

峰フていろ。、島巧、3、ん。（実）ヒシ†ビンヤとまつ自て’、

かさをざして歩いでいる。そういラところで・伺州’1るグ。

 それで・・写真を写してサンプ。ソンダレ・て甚ヵ定する、そ勿

！111烏．の率をピン1・、さし．て、・写真を裏返！て、ます目

1，1す刀フて釘の穴グ）みいたとこうを勘定すると間室・1が’た

い。そう．いラ枝折をフくリ出、り1。それで一メー．デーの、航
空一 R吏撮Ilて、人の頭をヒ。．ンてIIさし．、．．写更を’裏通し．そ1，1．

．分けてます8をτ刀フ’ ﾄ針・一鰍ﾌ一 ??諠u・∴ビーこ’う（人商皿っ頭）

を甚力定していく．。        上．
’．そ川

､す’ U11・人【出な．ん1」一うハ．．fけ体！十、ビ・’＾

．1か、手分の1くらいしかい一花火ナ1’1てそ．÷．仁1I。非

常に少ねい人出て・・あることが一わかる。サンプソノグ，て・・さ

し’、さにいる人が’何人、因っマ、い、る人．か．’何人、こんなこと一

をヤうても丙匡い一帯に5～1らI万人しが出ていたがった

て一’すね。人のいラほどプていレブ・人出し’やないんブ～。

．、1．そ、ん．いが’．ん出けてへ．・．人．苧、つ坤一千．1，I竿、．ら」≒1叶段
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千にか．けて’て’う’いラ誇諭が｛．くねフ．てしま・っ㌧ ここヒ

．し．て！1ウ．1サIキ．’とい1か、重力1切1、〕1ういうIも∵／が・中’山1㍍

フてし．まフーτ（て’’す枢。

 ’そ■の二当．時、」昔から劣しを甚か足するというa）て一’話かあった

のll｛和一ん、1‘一ザ骸11ピll…；1ふll・勘定するかと・い1

土とlIそ∵、なかながむす‘一φ、’レニい一問’。題が∵姜）るん’て・1す．。 ・れは

．千’ c’X干と一1物砂先生’洲咳台めた。物三里雇の方はピ1

がら生合めたかといラと、いに・何年何月に撃ち’ 桙�P三1

と書いて撃ち込む。それ、が・」 奄�ﾆラ果いと死んじIやう、戊

いと抜けちゃラ。ちょうどいいところ、砧の都ノドにガ／
を撃ち込むということ’て．‘、耳田森三．先生が一一笠懸今やフ

てい六∴一種のC叩亡けe－ke⊂守t灯eブけれども1ヤブ
は一1けの話はうまくいかないん1｛’。こ勿二I’ろ開いIた・らま

プ｛’鯨’や，フているというんだけれど．も、箔局アてデ了はウ

ケキ11（ときと回し．’て・■、鯨が．泳／ハ経路を考えろ．シミュし

一ションなピて’5夫沙／る。争行がIそ01．上を才麦す刀る一 どこ（，卓、

で一7’福h 狽ｵたが、7口又レ六二数を勘定レて、諒の紅び1工

一∴．7、イ．イーション皇やる・，ビュフオン毛同レ1ように推定

て∵きろわけ。そんねことピー妬めているら「レ〕で・す。

 それから’魚Iム方だ’と、操素養始パ兵る毒域に巽1て．

最初に勇、が’がかるまて’’巧．時、間。あるいは何国定期的に網

を打ったときから、弔、が・1かか1ヅれ才・がい・・うことで・1、そ

（因老女はポアI ¥ンを使えは’惚度の推定州でいさる。そんな

：とで重ガポピュレーションは、、魚｛方はヤブていろよ
一うて．’すね。だけビll・方が『工又テてメーションと’ 撃ﾄは
言真一差が’大きい。こ．れはあ／）まソ発雁していません才λ相

当者1・ら’やられているんて’．すが・、ヤブ・ば／らいと姑息

’が．之レい今ビ．や．ぺ’が．←一い、う1廃レ占・一レますね。
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．」劾上物二で毛．て∴ミー上が■1．て、い1る1の、は．∵、ま、のと」1．÷ウ．ザキH �ｷ｛’

1け亡1．しぺう。I鹿’も．まブ’十’分1てI11きナ｝一い、1方、モシカ毛てIlきて

1ぺ1。十．1ま「ジここれが・て・、き一る1よ1う一十’たる川まI、ン．ミIムト

1ショ1二’の’枝」桁’が・．発達．レ’ナい．1jと1ダノニて・’しょう。シミムし一一

1シ．ヨ÷、と1フ．．、イ．．一、叶、差．詰び1ナ．1デる．と1二，う、のは動’物」・）人に

1は’そ・Ilき一1ナ一、“．。．’仁1～’I並’中’がllそ’lll｝で．’往えLるよ．ラ’1三’な’パ・

IらI A木’’rニ’レー…。．ヨン’ Aの．問I闥噤 IまHﾑ決されると思いますね．

駒ラ大 あ．と具体自勺な∩は’医学の方の集団医学と個．人区宇、

南方一に・・・…’。

一林」医、宇の問題は、多／の．某国を扱う疫学力両、・公衆衛
主一 A一 ｱれは吉∵統計。i人が井倖に多・・ん、です。衛生統計一

’というのI ﾛ歴史は＃常に古’い∠しいや戸5∴でしょうが。戦

前の伝染病時代がらで’すがら、公衆衛＝生に共ける統計（
■活用、いわゆる言己王統’ ｾす（活向というのは非常に歴史が1

古ト㌧

 それか’ら増一山さんが一とう㌧・うわけて’屋学の．問題を紗

にカ・、I ﾛ“く．ド知クませんヵ∵、I A．最初、から医学に関係レてい
丈’した」抽．。．、功一療内寿一1≡“増上11さ．ひ・人川シ．ム．4’．｛’’I，L少．教例を

非常11応用レーて』、」産」学、つ’き令断．ζIllll、がll．一診断毛．合ムて．、・

I薬（効果1も’合ぺ、．．1．吏一験計1画＝」1て・l1小細．サンァルIをLいに

’して義論を一 @0オ）す・ムー’さ1戦市プら’．lll．と、怠．、’二’ま玄一よI。．．lI．

 戟I後’も」一善最’初1にぞ14しが，1如1ポ．フ’…そ’一、物療内科に居座フ

て．、メソカみ1・、い、に’ Iいて1医学統書す’を勉強一していた。午、

れが・全部いわI 艪驤齊 ﾀ験計画Iな’んで・I ｷ、’寛Dわ牝がら見る
とお力、しくてしよラか’ない。

 医学とい1う（は掴ん差が1≡文、きくて’、そんねもの、少数
1列七1一夕．ぺ．く．1、らい一行7．て1．、．東〆か山ト止ζ去・1効一考・々．い1ζ．か．、．
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お一かしいし’やナ5いウ’。ピ。尼一ラニんr∴ 芙．騎亨†画で1決定、するて’

しょ1う’、イ固’人’ゑが一，優先’する．。1個し左一といラ．のは1取リ上、！ガ

†二’ lブニ’ ｿの個へ差、3I l取1ジ上け’Iれば’3人1の間Iの差が一’あ

る．’ ﾆ1、う一 PとなんだlI Dいわ＝ゆ一る佃ん差と虚、う、。というご’…

千二．で■．・、学斧1〔大柵11二1・ん11・■ニサ個人差1“い．われると・

3人べ戸1寸Iび差ビ1ヤん一いて．すが。全体の1問題’レ牛．ない。個

人差が・L ﾈいぺニラて、3ん戸1’けの問題て・㌧一般． ﾉ一 ｻ’ 黷�

ら十しら牛困るとドう1とて・，議論し戸1。

 、そのとき増山さんは、変量ε子■ルと変数芒．デルIとが、

そんな言葉を便フでそういうこと差議1 ｾ脊してい・たんプけ

れど’■毛、われわれ一としては負カ・レくでしょうゲない。こ

んなち、ガレ戸5読計は扱えめということて’、、われわナしは．医

学統計をばかにしてい†て。

 ところカベ、いろ／㌧な一国者が1べっってくるナつげト’。「4可とφ・

を検定←てもらえないIカ’．1。見トら、「ダ’メ†～・ っていった

ん一 ﾄ印す。「こんな変な実験計画のデー一夕し・や一て一ぎみ、。とこ

ろがll「こ・れを々らたいと学位論文か川亙らない・こラいラ
詰でI、「そんな先生ハいう二、とが・1間遂フ．て．㌧二’ろ一というと、

．半一@きて・帰るムーが1’ず∵1ネ人Iあフたんて’’．す1．。、石田々．んがも

大Iｪ一 F達が、やっ．てき六てんし■やない汐・な。／土方が二なドから、

．橡定十」フI ﾄ・’ 謌齔 ｶ．イブ羊．」げぺと．るたあ．に何二回毛突1駅言†早

．デ∵、9」勿F’検定を十・て、、やったこと．が・あIる．。わ、れわれ

としそは’、そんな統計’れカ・お話にたらめ。医I w統一vは
ﾄ1さ㍍い、 てろいうノ3、ラに考えていブて。

あヒ．・公衆衛生関豚はll．1・テ㌧g集める／l’けて．∴！、ま

みず1いな持列ね問題はなかラた。

 そ・うしているう．らに、30算、の終わりこI’うに・ど’ついフ
1も1、のぺ 自本国欠の木．村’羊．÷先生イー．派が’所1究一所Iにや．フ
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、1． P．てIE1順図の1自呼／利一ぺ一るとし1二1二∴コ、イ子．一．．タ．1

ハ1け．ソ」ッド’をや、って．いるI毛」んブ1一がら．、結．わい．て．きず1。

 ’そ’うしてい台一う一ち’に医’掌の∵計量診断の問慮ガ、八ソ」込‘ん

で・’き’ i・1。幸をしてみ’ると、1数．は．多いし、話は、わ、’ふ・る、．こ

れな．ら十．れる一とい一う、1と．て’1、、．二医．学統計、にわ1れ．わμ1統計

’カ“1入．’ ¥．込へそ．∵き十∵人リIナと1しIlではや1は一リ幸之幻ピが．ら」…

駒沢 30一年前1は、研究I所としてぽ、ほとんど’ノー9ツチ

本末  50年前は石汗室戸生のづ士事と して は、 1フ山寺野滋荏す君が’

やフ六・。

舶テ沢 ’、ト胞秤0）……。

材そうナ∴．崎野君かI1一番最初にゃブト。それ1ユ・O年代

す三一とノ艮う。それで・数量っい2類を伎フ†二。あれが’医学に

Iおける技量化の第1号ボっす二。小児科の予後の判定プ｛㌧

たが・あ争いは泣き方によフて病気を見フけるガ・苦痛
・の意社表示と見フけるが、そういう木児科ひ仕事。・〕・児
科τ三’’

T身わガらない。ワ・ンワンヲ亡い六二リなんがする二と
1かシ病支を判定する。それが十香最ネ刀1二庄学’に刹I用」し一ト

放量」 f断」 ﾄ、I A・7一・8年」11’’ろ之∵らし．、1がも’．レ’れ1よ1い1。「重報二I－

l1出、．一でいま．す’が．ら一
B・

D

 ’デデ∵、ラこ1とIはあリま’’し’た、パ大き1い、秀一れと’しては、

医学I搆v’ﾆい’I ､の1ま’ ｻれほど’一こことしてIは一生鷺命や．一ク

ていプ∫がフテニ’ D．RC年紅わソに’日本医欠め関係が’出てきて、

いわ1 艪骼ｩ動診断、自動計1則、そういラ問題と縞び’クい
．て、最’奄ｩらコンピュータ’ ﾆ結ひIフいた形て’’医学統計わ・’

発達し†・、。

．一．．1そ人1ま毒、剛李診断ヵ・ら人1っ皿…寸き†・一。1そう．．レてい1る一勺一’㌢
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。1三公衆衛生も八一111 P一㌧・公」衆．衛生．も一㍗統計ニレ・や・ナ・く

．て、、少、．し’ ｹ’ n1ンを’ ﾁえた1ヒきにと’一 vよるが、、1汐、る、い

一は’A檎追分析．と予測をやIジニ1い1。それガらいわゆる’健康診

断。．健’ ﾉ菅I理の問題が人ソ並Ilむと、ピ・うして．も言†重言分断

．llな二1と1ガ必要に11る．、し∴デー．タ・了ナ1シけ’ど■1レ

ーてI熾K要一に’なる．とい一’ 堰[こピて’ぺ、医学は45年以後．非常に盛

んにI ﾅった、。朋究所つ中で・’は二宮君がI一生懸命やIっア㍉

駒沢心竜図剛条は二宮君でI、循環器関條の特殊な．ク）れ

はぽ1ぐてい、ほかはあまり扱ってなカフ†二ていすね、そ（フ

ちに柳本か’1入フてきて……。

林 最近ぽ’くはやらないゲ、衛生関係て’、ド㌧又・レス

ボペD・・ビ巨叩戦）の．問題とが・い1．フは・医
学の方て’’よくいフている析’れ緯推定という川・’れて’し

ょう、折れ線ψ柚支、串、茎決定する。ああい）話ばず1い13二．

ん青にあフ†二。これは「2フの直線巧交点、o）コニステrメ

ーシヨンーヒいう1とて・・講究録に書いてある’ B樋口君も

そ（問題を取ソ扱フていた。痕は「い‘弐二‘一うあんねこと

やフている’ Aなんていって実一うんプθろ前は新しく一「木

ツケニスティッ7一とい一うの、六・．

 26年に「推定され末2直線の交点の信頼性にフいて・。
、ド講時・、・巻1・さ’）†ご1’ら問．題とし．ては・、1の二1ろが

らあフkわけア1一。

馬尺沢ば／が人1ぽ後／ら’一に・ 軏?ｫ一んか’伺！’や1れ

て．ましプ1よか

林崎野は小児科フトルド＝だ．は。小児朽川中間と一緒
に一 竄ﾁてい六（がら。一問題とレてあまリ大きく発展レなハ

っすこね。．とI’ラしてかな・

．二声’学統討は・作所！勿が≡11’．わ怜一一千、！子ザうい
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一11．ピ1■ヒ、ピ1手．す1，・∴．．一  I，Il．l
 lせ1の1中’とし’て、ぽ、奇吉’局増山1さ1ん∴のI方I（行Iさ一方．て．∴手テフ土’ん

llデけ1れ一ピーも’・消え’ちゃ一った＝ね∵Iフご’う・1’1滴えプ・二ん、1÷一

．ろ．ジ増、山1事ん’ら・．下川方1へ1行1た／’ら一1’1ら；年二11ん

ト∵う．1ラカ1。皿Ilあメ」∵．ナふう．な1グ1毎例（突破汁画’と一1．㌧う．の止は

方1」÷Hブよ’らち÷’；．ヤ、．庫…学は定占・llI1全納んわ’々1方1ム」．統

一計十Iな．つち“や1っ一た・妊1いま十フている人ナ三ちは、、H，1三関

1乗、’ま’lん々わ’ ﾉ、わべの方の’や．ク方・・・…。

耐1尺．毛うパフは、アメリカに行1†1時期といラ川よ、
東大Iグ、一 ｹ医遠．を中、しとした紛争力・1ノ起こリーましブ・．れ、あの

持期ガらノぐサ、ソと、物療内I ｰ自体も変わったから、あマ

こつとこうてい一・・。

杜 INEが1で・き’六ての1よ33草が39年ブ払。H’1三学会が・で■き

るヒ同時に、コンピュータ1⑦一昔及ヒとい二ああいうふフ

な行き方け変わってしガたという麻じ11三は。

駒1尺岬図ピても何にしても・生体からのノ情秒I！．・

フjポいとれるようになっブニわけて．’すね， そうすると、 少

排／．カまんていラ1欄じ1やな／なつてきた。伎．うれ」．気’ブ・

．い’ ｽ・々し∴ヤーな．一 ｢ですぺ ．且皿二一．．

紅一Iコ【ン．ピ．ユ’二’ V．ぺ発展一ヒ…そ1り1並は．続’上1’ち÷ル1す1ね一。

コー ^ビュ÷Ig、の．止発I雇、ヒいナ’1ギつヒ．読訂．の関係．をも．う．少し

見I驕vラ辛量扉叶111ぺ同率を’少’レ．考え．1、メ」与峠．

が，4、る。         ；：

 ラ変量解析は、戦後間も≡戸よ≡いこう、いわゆる’桶蜜核’本

を計算している時代は、二次：え4統計で’いぐど、精密標

本を計算する七グ1が1戸5くな一つ、ちゃうんオ～。残る問題は多’

変量解析しかいいちゃllミた．θKを一2にして、享にしてニ
ニ叶耳．！l．㌧まll．準表1．！㌃二｝1叶．吋了．十、幸二1イ．！÷＝一辛プー
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る．に・．次二元が1土が111’ ?黷�A数学．ぺ寅習．問率．とニレて多

変．量I�{行、めわプリンプ・1デ㌧又・←ソビ1ゴショ．バ、非

常．に1よIく一言†算されている。1

一．ll’ガー 轤h ｽ変量解析といっ、たらてれレIがないんて・．すよ。

いI ﾜプデ1Iて1そプ∴多1幸量＝解わ本を特1一でき．’たら二検定

オ」る．レヵ∵ない。ヴ’／シグ寸1・分布と’が何とがと1が’、ノン

セ1’÷ト≒IルIκzとが、そんないしかない。あとはラ軒並．．関

つ柔句問題ぺう吏え る と こ ろと し て は阿がと い ラ と・ テ’’イ ス

クリミナ・ト了ナンパと日帰企析しか多1 ﾏ量解か中
牟というの1まない。夕，とは穴羊のものはと・1うて・・もいいこ

と†～。

 といラ州ま、フまリコ〉ヒ㌧一9か“ないから、．めんピ
ラー

ｭさい毛勿は計算．が・て・・きな、・。王星象形打にはイ史えない。

そ外で一毒文学の滴習問題としては事大がない。論文作成と

しては一番よカフた。 ということで1、多変量が’ヰんね使

われ1二。一 ｻれし・や一ﾂ狂コンビ・ユークか‘’使われて、ラ変量

やっ■でく†～ごい／こなフてきたときに、テ．一イ又タリミナン
ト■

ﾆ回帰林何レがねい。全く貧弱なんド。そういラごと
で一’、一す。

 それへ了」二．チテーゼ，とレーて発展していフブて毛ムーが・数量

／と一

Dで．あ一ク、，じ王星学の人す・ちは因子分ネ布が・ある一スケー）レ

I化、多H÷穴元尺度解析なピ多．くのデ・タか祈’め方法が一ある。

て… ｿ1らの青は欠きくたっている。いまそナしが・両方が・I一緒

にねつ’ ﾄ、多次元テ㌧9の分所法といラ形に八リ止んで’’

いる。1っになれプ1州まコンピュ…9．の発展て“すよ。教
三里流言ナ’が．ら行っ一 ｽ方・｛㍑、やはけシプリ・フ．’・子I
イ子、トンビューションが．’気になる。サンフリ／〉7㌧テ’イ
メ．1．ト1ソ、．．ト∴早．I一．シーヨンを板フ．て1いる限り、ちっとI毛発展レ
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な、．ダー三．、た．．と、1，1．ラ、こ．ヒープ；’．．ヒ．思，、い1ますれ．、一

1サ’．、，、フ。．／．・一シデ．デスートいジビゴ’シ1ヨ1二加え止る．といIIラ」

1らは、、1ヵ；I’ウ1ス．分一布’七人1斗Iに計1算；て・きな1い一が二1I、ピ’ラして’も、

、そラ1い一う形’にビーら．わ’れてIし1ま；ラ。島と．は柱1阪本市巧．問1題

、し一グ」々．い．と．い．う．二．とて．1、、一二＝れ’ ﾍ日本十，llブ、レやIなくて．、．革

皐ジ≡1ち1け．る‘多I変．量一癖荷の新：い・劫さ一ぽ’il！ピ．ユ十一クI・〕幸

三乏ピ毒、．ネ見Iしては考えら一一打しな…い白

1そ心れ1ろがI紬疎’計．の弱、とい．ll＼発紬
1．こ転．凍幸迫られる問題だ’と、巳います。’ fー7と鯖ひっく
1コ㌧’ピー一・I一・ぺ展と．い1毛のは黒襖て’きな一ド番痛

手を・こ．ラむフたのは教理一 柾[’

｡ナのそ・の部分で・レようね．理

屈のと、・列よ州1ど，うIって’ ｱヒ1まプ・い。’ｹもいまも÷フ
之∴’てあれた，けれども、ラー変量が・一番Iひピ’い1目に速フーす二。

 そいフを猛えユに攻撃しフニのが、トう一キーナ～。トゥニギ

ノーか一’、いま敏三里統計の多安量で’／支えろ毛のは因子分打、

成’／ト分析しがないんドそういうことをいフ六二。．あ・との
こと一 ﾍ、か1新しい1い・、わがることはないという・んで一1
考皮は、「エ．ノ7スフ・ロラ ト．．ソー．・デ丁9・了．ナ．リ 三。支、 仁い

’ナ言．棄享’発明．レ†÷。」ぞノペは二1÷’、・言葉’ナ｛一ム・1’ら、メし十手’ゲ皮っ．．

、た。’
D！

m’ Dら’ニキ’一にIす一ん」ぱ、気、に’」人■ら’々∴rI。「み．ま止えべや．つ∴

．て111ら．こ」．とはエ17．’え，．ナ十ロラ十’リー’レ」ヤブよい、、7二．べて」、、一’一最、

．立圭一Iす1．」そ」［ん’な。こしと一ピIフて’いIる。    …一【I…’上

 パー）レーゼ’ンんんて・メヒ．∴・ポに盈っす二’。パルぜIン、1・∵何1とヵ∵

エフ又フ｝ラトリー・テーI一夕・了I iリー VI Xで論文を一 ｭ表．

し1二。それで一トゲキーが’質問しll。ト1れ一 ﾍもっ1と糖蜜

に言ナ算・す．れは＼エクスフ。．ロラトソーになるんだi。といっ

寸二ら、 トゥ÷キーは 「．とんてI’、もないこ、とξい7一、て一く一才し、る．

㍍一。・1おま、1えが食ら精．魯．r，4・19．1て．1も、1。、∵．平二．．7不」ナ、P∴ラ∴ドッ
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、ニニ．と：わ．げ、が辛11ん、ド、∴精．昼1化：と．は紳．卵な一紬ん．㌧

と、い、．うことをい、フている。1｛・らパルぜンほと・∴の男が・よ

ブ≒’．わI．がフてみらゐと．いうこ上1†三’。「エ7疋フロラI」ソー・

一デTI V・了1テソ．うIス’一とい二う≡意’妹が伽、っでい’1。い。丁

1！．1プ」力’の伝統．になれ」～よ’し．よjうギ、亨．い、

 、多変量’の関’係ほ．そんなこ、とjピしょうね。

企及元 「エフースフロラ1一…テー一’一ダ了一ナリラス、の

．考’え方とい一ラ（は、妥オるに・…・・。

林 データグ中がら何が族ソ’出レて情報を取ソ出そうと

いうわけで．1レよう。た．ガ．I ､£デI1し化も必要に㍍ろレ、定
性自今な性貫之必・安ナ～し、外的基革が1ないん六三Iガら、何が

テー㌧タのか1・まソがら十音諦ξ見土そラし’やないかピ、ラ

ごとで．・、プラスター・1 ｹナ1ノー Vス毛当払、入㌧てくるレ、

7アラ9一・了ナリシ又も入ってくる’ ﾆいう二とだ’とノ巴、

います。1ねらいと レては精・密化ヒャな＜ て、 デー 9が ら

何がエッセンしヤルな情報が‘’ないハ、デ・一9：そのも必ξ

し’っくリねガめて、フ首リうまい表未をして判断して、
それがら一 ｷ／一れた情報麦見フ．け洪レていこけポ。いが、
それ’が・エ7ス．フロラ←リニと．名付くへ・きもので・ある。既

存’の一マテマテ／．カル・スタ子1ステ、∴、ブスの祥組みに

1キてllよ1め、1■やつトll・それは一エ7．スアbラ1一トレ’や
、あリ’ ﾜセん．そ；I．という．¢ヵ・1、トう一キーのねら、。なんで・す。

．坂元 外的一基孝は兵・ちゃ・いけナハ’・わけて一すか。

末本 ’トゥ ーキー は大体たい方にイ史っていま」．すね。 ・ヒこう

が’D要因と．・っ剛禾を見㍍とき、には・外的基準は牟っても

いいとぽ’くは、思ラんで・・す。ト今一キーつ考え方としては、

ナ4．い．方が1、一段と木㌧ツヒレ／てものだ’か‘ら、この間がら
村々．・1情1報．が｝一な、い．だろ．うク・．と：いラこと〆5．んで・、一すね．。’ポゥ・

            122

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



．．ケ1杜冷．調奇な止る．1ネ立会、言向1全！デI≡一．9，ll・1集1’ま1フ1た1，Ill→’中1ダ

、ナ4・1土1．1イン．1シ．ペパメ｝1ス1卜1うフ．十．ヤーかねい一だろうグ

；！∵、llろ’二1」■、ξ’克I÷サぢ’メ1が1土！スIγ’口’ラ．トー！÷llI一．ピI1

1．ち1す・。一に’決1まる．の．を喜因IIの込1斗1入．フた絡み合い．が．らエステ

∴1丁、÷．1一！÷！プ牛1二一I’1牟挙予想生一二ゲシニエー7ろ一

、フ、二9一ラ←、リ∵I一、レ・、や、な．ドか一Iと…こいう考え主ぽ∵く．Iは持一フ．十ド主

 ’われ■．＾べら。見一るIとI，1要因。）とリ方が・工7‘L又フロラI l一

一リ÷．し，」÷．な．∴か1と1、電、一ド．Lま、すが、、そ心．はわがら加。llド、

1み†二」ジ3えプ5一毛’勿1を一、既成の1日テー1ル三精密化していく勿

一1苓．工、クス．フ｝．ラド」 ¥ーし・ヤないんだとい、う、屯は、狼が一一

審括吉岡する’どこ阯 ?ｾと’ vラんで‘．す。 あと’は．言出せばわかる

、し二’ 竄�Pい上ヵ・Iと’い一 j気’が∴しますれ。

 †三’がら、あ友いラ百葉を数三里統計て’’はぶまり使わば1㌧

新しが’ってご1る人が’エフスフ、ラ．トり’という言葉を枝

う一んプけ．年どポ本当はわがっていオニいようで’れ う・フ

．がリ1便うと、びと■い目に遭ラがら、l1一ぺ1’ん使わな！い

．プ・、メガもじれオハ・。「A月S一にすい．い411ん書いて兵」リま．し

ト。

杜．、え’0．叶表が．、蔚I像1ゴ．れ．た、／ト野とい’ラ川まい．ろ1いろ．あると

思1．ケ’々て・・■すぺ、一“一た1ξ1、之＾手一1夫と．し．て祉量’北が一I青大1き÷

IわI 激iて・’ ｷねI ?h一。一【．

林 1まあ・サ、）1フ・1リ’）プと数量化とjい’ラニと1こなるたづう

．ラ．仏

坂元、丸’とIれ用一1‘’す糺数量㍗がサ．・1’一／ン1’．・あ

．る、、一は．ほガの．小野も倉’めて、今後、ビニう一いラ石弓、究．を皇める一

一中、、．∵二、1．ll、三．．．一、川＿．．一一。一

D．．、．、三、．1．．．．．．．皿一、．．皿．一．
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；杯一」二作二や二∴フン！l／ニン！小」Il、〆1！lI叶題1は1’！llギ／l＋

．らな．きヤな」らあこ4．ま．外亡ニナけれ．と二・．毛」、木．．さい⊥’局1高ら’展

’開一 ﾆ1し∴て1は一、、やは1ソ動1切’兵1針が一1フ、4、る。．フ、ま’リI、車、ペポ

1ピ．ユーしI二1シ1ヨ’ンよ．で’’合Iム、．て≡、1穴くい’えば∴貫I源問題．に統書す

、を、二ど’う．llラ’ ﾓ、ラに1ア1ナニニ三千Iニプ．十る’かとい一ラ1申題！、’貫二涼門」題

！ま当I然出I＋’／る0 ｯれ！l、毛・坤1和雄’定【問赴か／メが．λ

目主推定I ｷ1る’とい．ラ舶■1べ当．、然この’問起に入って0－1きます

ガらね。

 それから数量化の方1ま、芒デ）レと1」1ろんなサ’フ1・グルー

ブ㌧のがが’夋轄№｢かり、る。ま才・・物（’ f㌧タ）ξ’ ｩてし

集団を分けてヵ・ら、定住的ないポらストラ7チャ1
解明に行フてます。そ一 ､し・やなくて、I ｻめヒテ’ル自身が・
部一 ｡集団によフー ﾅみんな違フていて、それか・まさい’lllも

～・U泣1てきているから、そうしいやね／て、部小、菜団が分

がれるヒ同時に仁子’）レかで’’きるという、2フか・同時にピ

きること。が、大事な話し1市1り・ろラ舌・と、ゼていろ。7ラ

ス．9ソ．ププと構主化が’同時にて，きるこ‘とヵ’．’大きな眼目て川

す。

 た、と1え01Iよ；’、専、’つポヒ；、干’1レ÷ジニ1一ン全部扱一う．とき’に．、タイ

、．と÷一．ケ1ロビー結に扱6」」んザに」い⊥【かな■Iい。I一最’初一が」ら…分けて

い．る、、て’レ“ラ。．タイ．と下プ．口．なら〃っ．が、．る、1プー．ナしとも．．、．、タイ

1と」．焉f1グ、冒し、I＋たく亡別のも」．の∵が．もし人＞よ一い1二一素I剛ま．全体

一’

ｷ」�｢1な，・∴ら、9」イと1マグロ・か・・自動的に谷ら・λ．らI、と’いラ

ふうにして、1已テIルと．同時に一でれが’わがフてくる。盲す測
．性わ・’．数量＝て一あろうと教室て’’な三がろ・う皿ヒ、何て・・も．いい・そ

れを一焉DとにしてL Xトラクチザと集団ベセフメンテーシ
ョンが．同時にて．’き’るといラこ．とが’、．将．某ρ文李．仏．二．と．し‘

’。ヤ、．い・、多、．ラ1．ぺ．り．ポく．．〆尽Iク、1．1。、．．1．、．∴．．1，L。‘皿∴∴。．．1、、．、1、．’、
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1払∴ボ．乍I’問I起て一’す’。十？1け1の…わ’が一ら41ギづ二1主∵ヶ1し’て二Ilも科

’一・ m 一     一  一  I     I    ’  ’II     1        一，  一一 1’  ． 1一’            、 I

写、的．1三一級えうに．はと’1．ラ．し、た1らいいが．。．．広．（い．えば千フしi．

．デ才気衝’と一い．バー・．．ぺ．れグ1ら＝大切．な一こ．：と十！∫1クは’月二い

1＋ぐ1ナ．う、プ、。．、フま1ヅ、．1あ1る往…皮わか’フ．1てll．1，1、る’．毛っ．’が11い、暮まI

て1、虫でいたに．す．ぎ・．ナ・．い。．取ミソー ｵい．にく．、いわ．申・ら仏．い毛．ろ

を1よ1．きゾ．ヤる二とグーて1．きないよう一な技術し、十た吉壬1二

．ならゐわけナ三’D。下支術とはいえオ5いわ1プ．だ。十っポら㍑いも

、の．が’I、 そグし差やろことによフ．でつ可がメっヵ、フてくる。

I÷ま一一1／、サ・プソンプIか・・最’初に出始グ、全然わから

ゐこヒかI’サンプリング差や．ればわわ’るんだといラこヒかリ

わがっプ。それと同し，よラな．意味て・・、複雑て・・支えないよ

’ll・毛のを・一歩で，も粁掌．的に’ ?黷
P里て’ D1るよ1吋法一キ．

いラこと茎考える必要が、ある’
B

 たとえば、医老か｝病気差沙多てI1レよラ，病気を見たと

きに・そグ同病τ・何病はピ1い1」ス1ラ7千グ1ぐ1
タ，るんブということか1自動．的にわかI驕B内科1・・来ようべ
・！秒1来ようが・、、二通11仕分灯．．き」て、療法．‡て∴決まる、

1；■ jラ’…し’1ラ’ふ．1な一1’と1〆二二青二望ま一I’し．．∴」．二一1そ．ん1叶牛グ⊥牛’

て一も．分が’ 黶h ﾄ0 ｭる．1」Lと．か大’事し・やな1ヵ・ろ．一うが。

 あ1るI、い1け、．線ソ返レ〆十二・．き1才ンい現’象’、実害一視匁1｛皿と1そ．、う’

ll’けれ‘’．も、そ・．と．き、に、…いままで’’何、も、レ．々、｝、、．幸リ．．も」、．．

．よ1プ各王星的に処理で・き’る方ヲ麦はと一Iう一1いラ者’え方I～三よ∵る〆

ううヵ・といフ列と似ナニ間．題た’と思う，

 汗1をフけて、少レて・もよ！していくといプ3、う．に絞言†

か二1句いでいI ^こI ﾆが・望まし’ ｢。発展」 菇@として0 C1そ「九を

わへわ．札（．方、の立場がタ者．え．てい…き．プ‘．い．と．いプ．ヒ．葦．、岩、

1え．て1」いる。．1くつ・．シ1、、．．．I精1審．、／．巳11．卒令．昧兵畦．、ヵ十1ぺI三．．1，．、、、山山、。一
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牟羊1．．1戸．イ1っ1進1ヴ1ギと小が1二叶牟所争水と十1て1の1力一

．ぺ．．一．す．べ・．き分野1と．が、．1’う1い1プと1．ろは強‘化し’いヤい

、．けな一 ｢一 ﾆ1か1・全体ビーして一っ丘み1方1はI理処’的ね血み方を．し

．て’ ｫているφ力＼、そうい．ラ1こ1とにフいてはピラて・1’方か。

1林1．．’．．」けIはな、力・ながけ’ヵ㌧いI問、題’な、んド．けれども、研

1建I汁I全I体としても」統書ナーぽ全．部：、．大勢と一一して’マう1向’がIな．き

1ぺならナよ∴。’ほポφ基礎に一な．4精塞化」という勿’は、毛14

＋よ1．てはやればいいと一思・’ラけれども、主流としては・．

’そういうわけ・わがらぬいが・’よ’ O歩合理的岬リ扱
えるようになることが・望まレい。フま一 ¥疏討⑦最初4出

タ合一

O、と同し・て・，す・㌧ケトレーにして毛、ああいうことをレ

て≠フカ、5ナ5㌧・こと茎杉っカベ5セ＝†二。

 ムあいうも．（似’斑代の社会（H再びあるんし’やでよかろプ

が。それと諌言立的な考え方で・やる側ヵv一・番望ましいヵ’ら、

そういうニヒを考えてはレいと思う一レ、そういうことかリ

板えるような研究体制、というご．とは、功として勿研究
体串リ毛 そうブ｛Iし、雰囲気も当然そうだ“レ、 そ ういうふラ

才よ話になって．いくことが一’望ましいと思います。

一幸左．えI一散理統書†学が1日本に入．；Iてき．て1もう3夕’年て一すね。

．学問として’は確立5．れちゃフて」と∴Iうが’・・…・。

林一一斗ソ残しは一い」1ばLいあ一る1二じ士も1、．主な病はIれ。

板元 数理’練計学の理一論ふブニ1いなも利差あ’る一律．度やフて

1∴れ一ば’食Iつ’でいけるという、妙ナJ安定感Iか・あるIような㌧気

も．するんて・、すけれども……。

林 」それはづ土方ない。ユニクソツド幾何学を．完成したフ

て、音の中一 w才支の先I生はユークソンド集・何学や・っ’て肴瓦食

フていす二．とい、うことしIやないの。
．、亡｛一Pがら、今林、尊、理統計．学I Dと：．1．ニラ．毛．グ皿、1．よ」戎．果グぜP．．．ドや
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l1毛森」さ1れ．て一∵1＜一1｛1■デ；一と11ユ1！当．然．にlIあ’ろIん’て∵、1ギれ1七・・徒

食1っ1で’も、当外∴’∴十．llI11一二け．れ1ど’ポ統．言†ヤ16止．人’か・すへ∴て

1てれ1し．や一因Iる1．と∵’一う．こ」．て‘llす1。

．ド．、ζ、Iこ．、．ク．牟．ヤ’ D．ら、．なき」やい力1ぬ1し一．やな．∵、か．。．．わ」ギ．ハ万1た

ピ’’6’1よ1当’然Lあ1一一ヅ待るこIとノよ1んだ、一し、1レ’へ1）レ左1高．ムI名11

人1÷維一二心太享㍍一、I’ヒい1うことけ’ 尞¥＾大李．なんll■

Iけ一れ＾ピ．も．、．研究所．全体（行1・・方向としては．、やはリわが

らム．えI⑦■が・お小．．フでく一るような方向。’フま一リ精密化し‘1ヤ

な．く」て．、、．、局面が’交わる よ ラ な・毛の をナユ ら っ ていく と いク

こと。

岐え’一生’ぐ’しいヒこ’ ､、現象分析苫……。一
林’ ?Pままで・1じゃピラにもならないと’ ｲろで・、新い1方

ノ法を考えたきヤいけないという方向か一望ましい㌧そナしは

研究戸ケφg5年六二一フプニ後の始末レ’ヤなヵ’ろうφ＼ そうしな

きゃ体質改善にがガつち十ラれ、本当に統計、学科が、ない
が、I．ら．ドいよういの’ ﾂ．、．四」方八方にぼク．はう出て．きて、

同．し，よ．ラ々、；．とを。ヤ用レ手ら、それし．か・隼．き。る遂1二I A・

〃千1ペポい、ま・．デー1－1∵るよ一1二！・I；．ニニと！ギ峠．季1ニヤ

、れ．パ、∵．レ†ダ．・．合・と．1∴一う．∴とIに．★．フー．て．レ．。貞．づ。山．材究一所

．に外、一十、16ん｛を十る1か1とい1ピそ、ヘレニかニク．・

虹．』 X．㍗一1I尭んll∴整一束して一’／んll∴十ら、・別に

研究’鰍ﾉtlな・．い1・欠字て・．1人’が・人、てlIやっていて

．もほとんピ’同’ ｵ’くI 轤｢、の戎一 ﾊ・を上げ㌧れるわけて一’ ｷ．ね。

I林Iそれ一いプ。新しく’改組するいには、’ゼういう
方一

?Dを目指していかなけ牝ば1仁方が・’ない。．改組才ると．い
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！車1！11＋．／、．ぎ’与．1も’．÷、一」†1た1∴．llうIい1づ一1ふ．1；に＝玄．わ

．リ．一得る一 Dような人」れ．芽昨∵けは1し1．てル・な’きヤたらぺ、。

 、〆が’ら1阿I戻も’いラIよ一1クに1，1最初にサンプ。ソ．〉夕■’て・・もフ

．て1－P、∵全．然一わ．力・らぬ毛、のら・・一わ：ガ1ってきたと＼・、ラ驚きヒいラ

、㍗二峰、す．・‘’二いと．思、．クニ。一そ二？い：プ1、け・．い．まの一時代にIあフて

．し．ガ、るべ1きプ’ B よ．そ一つっ＼野’て・llは、 遺I／云I手I工学ナ÷ノーてI夫ζこ

フているん†～ク・ら、このノか賢二て一、起二ら川ます1’“んじ牛

、な∵・

 ブ（ヒえばひとこうまて・1は、「こ札はラ）9’．ヘサIニプルビ

ー↓ないから9．ソて・Iす、検定な、しができまでん、といフて、

相談に采1二の圭突フ五した時代ゲ4）る、ア｛．む’ら統計やフ

．ていが・れ・た1ちゃ1。むプかレい・、と1スフかリい

って、「9’ソて．I才、タノて’’す、これば力I’ウ又分布し’ヤな1・

がら一そんな二どはフかりいフマい．る。敢彊な人はと‘一ぞ
ラたんて．．ず自「これはガ1ウ．スノか布ぴゃないからブI×プ」．と

か。ドいかげ’んな人は、力’’ウ又一か布し’やたいヒいっても、

丁兵あ享吉末詩て・・才、こういう。3・ラにいつ一ちゃう。てういラ

．時代〆あつた。

 こ．一メご・うば多少’不’え止全ん、メ㌧テイ・デ㌧タという言

素も’’出τl／らい1｛こ一からI，9’’一テイ・データ」かルれ1～け

！1べ」／ツ十な結、諭バ出．」て・く一るがといラ3、’うに、多ケは変

一わI÷∴てきている。．そ一れは当…然∴．行／ぺき一とこうはそ1に

’あ’6」一んじ1’ヤなかろ」 ､去・1。’タ、る・問題で・はグーテゲ子L夕

．に辛いな一一ん1・けれピ」も∴デーけある。それからぜ口

とい．づ1とはあ、リ待ない。必ず一何かある。そこを引きず1

リ忠一 ｷよ’ vよ方法論と1・ラ’ ?ﾜ必要㍑感じ、る。ヒれI
1．と一きはちゃん．ととればいいん11～し．、とるとさに菜丈な努

ナや．、責、刷を」牟、す亭、も．ハ．て“二あミ．～ざ、’実．刷一的、にIは．当然ゆが’ん．
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碓．なも一の差才算定．すI4．と．1．＝．。．プこ≡と．が・・．ふソ、々る1わ一けブ。。．

一そ」一れ、1・’一な．い一と、いう、卯・1」ム1か1い1．と、軽う一例、1ま．、ピン．ぼけ

1イ阜真がI■夫1」き一ジレ．一11．ふ・真．1ま’で1き’ガ1、．1こ1づ1い1－5．理1屈

．ク1’あ．る。．それ．ヵ1・、でIILギベ．よ．ラ1し’一†一派．計は．ダ1．ノμ、∴．」1う、4．

1＋’一す一1∴．1。…ζ’1’乏Yズ星1ぺ扉．←十・1、∴電波1て‘l1主，一そ」ぎ11二1年‡、争・’

人4Il一」÷一’ぐ1’1⇒」’主■だ11止｛、ll．、っ一’て＝い寺止ヵ・ら、1ともIわ1がIら1！い

一」’一こ’ ?Aバあ60。．一 ＝Dべて・ぽ・濃淡強調ゼ1値才丁’ちか一・Iあ’る。それ

そ・地I }をつ止＜フて．一 ｢．’ ｭ．。それが，Iﾃ当が’ ﾇデがIとlt、ラニと

．を検討しょ、ラ、し’や4いか。し’や．、二0）地球上茎飛は一レて、
．’

~．．ちんヒそ’ 黷h一と1 �ｶ、」．）しニルで1湊1減調をヤブて、一本当の

．埴．図か’咄て、．ぎたと．、．1．うのがI保証になる・

 一そう’いうテニIツ’Lシ差すれば．’、ピ）ぽ’け巧データが5は

フき．ソレす二知識が’フくれる。それが’て1きたきヰ統計1まダ

1け．といラん1～。ぼ・はそう、巴ラ、それが，新レい時代し1’

．ヤな．ク）ラニ〉わ・ヒいう気が’する。

 ナ｛1が．ら、やることは．次がら次にいつポわて、一と’）
1手．享．Iフ．け．．て．、・いセ、と’1」、うこ一とが・俳、常に、むす十レいけ札ビ，

1毛。、．’．lOI年’じ。．く山」1ノ．．÷．れllざI何ヒ．～、ろ。ψ牟．てで．さ、μい

うこ、と・は、I与．年た2て、あ．る奉一度形が二．フ∵．て、1，1．！耳．いも．っト羊、

’｝与て∵ゑ．、る’存度形〆、フ、1ナ、ぱ’；、もヤ上’七’1や一・’枇．態．し∴や一7よ＜【て一1

らよ．フと出．ていれば’1．◎．耳て∵刑が．フ、千。。∫算た1てもヤ七

や．｛’まレ．十一、lC’ N一た∴て．パμ出てこ’ない．。’ll’Iが5、

一φ）．ん一 ﾜリ率、らす1にき．’ら1ん、」とや．れは一いいんし・Iヤガか．とい

一ラー ｴし一．一 |受け’ ﾜす。一 �`I ｪら最、初にいい’問題差見一つけIねさ

’やまず’．い1。．止」；止．れが・．一一条末事1で…す。
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1ムー1・llけ．1れ；ど’ギ康1／二’！1’二麦’狂小十災辛Iが1二歩．一！∴，実1書

．の【 ^痕は、llれがうつI／べ野＾Ilレλ’ね一い∴地’震’巧’漬域’にし

’て二も．、．地一震IらいI起＝るか起二｛ら｛ないかといIラ（を統書ナて’き

．ちμと1 竄Pっ．すてら、扱えるテト1タプ5んが7い1んじIやないが。

み一 ��ﾈ二牟1，1イもグ．．．1，1．1フ11ヒ1震が超1るとする、と一雌

一が，I aれらやラて・・しょ’ 堰D．す1、で’111一前と同一し・・I状態し1．ヤない。

一それ一 ﾄ・，’

氈s’ nI_を考え．ろん十一：ゲら晦・     I’

坂元 確率なん一’占’考えられ「μい’わけて’’才ね。

林確率の世界し1ヤない、ルモ子1ル。
 ブしとえ1よu川か‘’波ナしていろて．・レよう。一度1芙水か一一走二る。

いきや？マいるグを見ると、伺し’’1リて・・通、去（テI－9度っ
てI ｢る。一日」一回でIハ・ラメニダ差1てい・る1よ才Ilル〆、

崩れちヤっI ﾄ孟．フた1リ’ ﾉな’ P・ Dていろぺ’が一ら。それに七

ガがわらす’’同レ・パラノーターとレて精座標本で・推定して

し・るとしiう勿1弐工よ’6・戸よ言ξじ1やプよいカ’。

 理’屈て・も阿てIIもなく常識．で’わか．るこピ～、こんプ∫もへ

一回一回川行1が1変わるんす～、がら螂れ1な列に通麦・テI

一！1一同．1パラドダ・アI一稚年し1し、・る≒い1川ま意
味．が、パ・。…．そ一 Q、、ラL 焉vんじ1や一ないか。一1～から一、そういラ

ニ1夫11／g現’象．亡1宅地’震÷1一ぺ11j．ザLlLlれl／llや・1“

し、．。」」

次元’I 烽ｵIS・年若／て、こミれ・がら粁し・統計学ハ麻’ ?

に1土ろうと’なさるんなら、一 s’ ､いラ1とをヤろうと思わ
れますが。

杯！Ilまユで・Iき上が1一たと1：ろは、先に請まフちヤってい

1幻ん」ドがら納にや．らナよし㌧ば／は二さ二1二き一い111一よク
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剛一、扱1うIがとIい十と、を1考えIピ’。1てれ1ガ1パ．‘二■ティ．・

データ。〕．処理をピラするか二と1いラ間I題I。．そ≠しに付する方

法’ _を考．える。こ’れ．が一ら．ゼー口1がら始〃・1る一と』すれば。

杉．い’ ｰ．方が、心打I．I P二と1川㌧ス【 eA．林祈．、シスク
∠、了．才．ソ、シーべとI1、、う．の、がI才）1リ1ま一すね。．〃、．一い11．ネ室雑．な1現

象．去’ ﾓ一あI’1．1．Iラーナ’白ツプレペ了＝ウIトて11書い一て’い一く一と∴ラ波

桁は’了デデアて一ナよ、あ．れだけグとを」や．ると1∴ラこ．と’

は、わがらナ川ことか1次る程度わかフマ＜、るんだ’がら。

いまのそナしが’いいとは＼・一ナっないけナしとも、 1っ〃コムあし’

ラ考え方と〕うものが・フ・7間シI∴諭理と一緒1・東ソ才及ラ

方法は了了デアと、巴1ラ、

 ネットワーフヒが何ヒがいうんブ三’け札といも、ネッ←フ
ー7も精密化1・いく’’ ﾆいラ状態はつまらたい。ll一げと・・、

ボ1トワーハ考えということで・・言古’あ，てい／～まやつぱ

ソ1つの考えポと思う。統計め人はあまソやら必けれ一と．I

も、統言す，的た扱い（ような行～方も加味で・きる。

 もうiフは、不安定な瑛多乏確率て・・表現しだいで・、列
の表現はオよい1三’ろラゾ。確卒論皇新しくフ’くソ直して、

郁良’で、議論で・さる雄一奉諭て∴なさ↓グ．メブ’1．無限’を基礎1÷

！’撃P確率論・’ヤダメ1∴．有I痕を辛紅Iレて・姥卒論と・い
フて一’

D．！
v、．いかと1う．峠口ら．ぬけ．れ一と・1も’、1わ）一い’ラ不確定な’克

象を方えIリ｝反’え1る．I方法を■’老え’る’。一

11・1’ら一 綷?ﾆ．’ ｵ’ ﾄば・フ・rジI－I iトμ・ア）なんて一

プは新しいけれといゼ、やっ’ていることは、過去の敢学

に力．・ク・ ｷ’らわっているから’
A一 ｿづとも新レいも～よ出て

こブよい。ナ2らいとしては、フ了一ジ’一、のナ9らい1よい㌧・。

【確が、に方．句としては彼らもい．い線を行一って．いろ、。統書†屋

が・’ ﾈI ｺ’Aて．イリ1食いつかIザ1が1、不足・誇たI、ね1。あ十べに賛．・一・

            131

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



フけ1・らもラちょフピ列・）．展開が’才）．る。

 そラいラことピあと4◎年く・らいあれば．や⇒ケ。いま

のとこうは2000年めが1けていま．グ1方向で一因戚宣揚するレ

がない。（笑）大きいねらいをっげて、差い・人は端からや

っておいす・方が’いいよ？

、駆沢 選挙予想μヤぽク先生の趣味てリすが。

本末 量挙予想こ！一ラと表現が・いいか悪い力・知ら《が，、統

書†て・・惨貫で’．きるのは量挙予想しがない。勝っブニ員けたヒ

いラがぺとHっらが’よガったということハ判定て」’きる毛勿

はあれしがな㌧㌧いうんた統書†的方法ヒいうが、すべ’て

⑦育ξカ皇結菜して、それがIと・I・1才三度当庁・るヵ・といラ・と

は、方法論一左見るエて‘’こんな三。ビァナよ竜（はない、いい

問題ブ｛’。ほガのことし’や、へ理屈、こねていて9’ソた人・に。

豊奈予想さえ毛当六二らノ）よラじIやグ’×し．やないグ夢六｛’ガ

らいバのパえ方し方法の鍬緒といラ意味で．きわグ）
ていいノ題材だ’よ。 よそは月末虫してや’ってくれるから。

坂元 たド、それ勿入れ込みは別ブ｛’けれどiも、・発表ハニ

結果が’フにトーバ，ツ7て・、フにドバ’ツ7列仕方か．’一定

レ’ヤないだろ．う。ものす：’’くむすI，がレ（1ヒ、巳いますれ。

時代ととい1遂ラだうラし、前のときこうブど’フたカ・らこ

ラとはいガないと思ラ。

林それをピういうふうにして取りへれるヵ’と！．一1うこと

がずインドなんす∴・フドト’バ’ツ7（壮方が．’時代ととも

に何に影響されるが。そんなに100も’200毛あるわけピ

やない。フまリ、繰リ返しパカかない現象・いめ見き
わ次）、それを石デルにど’う．入れていくが。もデルに入れ
る1 jレールヒいう，のばと’一こにも使えろ1まずIだ’。考え方＾ル
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．ルを確立するピ、llとは大事1・’い1キなし1かθ
 邊奈予想は、最高めうちはレグノエーシヨンビヤなく

て文まし｝て・、このごろはψ二る程度てIIき上が・っす1から、

そういラ尭1味て・・しクソエーシ1ン。ルールをつくる㍑、

にはドいと思います．ね。

 あヒ、予測レてわカ＼る（は、治る、冶ら㍍いがムるガ

ら医学ヅいし㌧それから犯罪ガいい∴犯罪理象といラ・・）

は、ま†1罪を犯すが、犯さいり・、パローレの修／・〕とみ

げパ当たるヵ＼当だ．らグ・かわる）1．てしまグ

坂元 工学采六三’とはっきリしますね。械責が・幾・ら安くユ

カ、I’フブ’（とわ、。                 ＿

林でういうい）．を毛とにしておいて、わけ勿・わガらゐ

もハに使って・に＜わけた一。詫吋．そラいラ行き方て‘Iすよ。

何かで‘’チェックピなければいいがげ’んになフちゃう。ほ

ら吹きになフち←ラ。

坂元 心千里子なんう＼ ウ’’エリフ1ケー三。ヨン．（立言正）が・

1いきない現象の才が’多、いガら・何とて・もいえというふ1

な話になっち中って、 お屯しろく年いて・・すね。

林 ああいラ社・会現象のモ子■ルは、選挙予想主根ラアニり、

2巳罪正見象を才及っナ（リという列1よラド律1こいい。マー1フ・ディ

ンク．一毛いい。売れるク1売れないが1新製品出わ・出さね

いへこれは詫対にいい1それを続言す昼め場合、「新製品

牢すグポないがはマーケテ・シブ1（関係て一、統計はそ

んなこと知りまセ◆一というは’Iかも㍍カ’I’いたら、絞討勿

棄斤しい七ハはで．きない∴そナしはほガa、んが・考えること†｛二

じ一やなくて、 自分も一チ老に考えたきゃプメブ｛，。

 医’者グラて同レ、て一、「医者の言チ断はあれで1、私は提示す

るブけて’一いいんて・す」で1は医者勿問題なんか扱えねい。
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1柱’やフば／患者グ乗1／よ／lよデー1・パとに奥昧
を宮プニプ∫い眼ソ、医学泣言†は絶対才及えない一。ブ～ガら、統

亨十字ガら考えれば’、やピに株奉て・・脊髄液をぎψう三や

う取ら六Jきゃいけないようなことは、統計屋としては考

えll！㍑一㌧㌧脊髄液を万ヌる代用になるよ1ブ！簡単な方法

をと1て、それヒと’’うして結びIフけてい／かと．いうこと

に鼻口米を本手っ。 そ’れて’’素チrしい方法ポて一きてくるわけで1す

よ。

坂元 社会調査に関して1よと．’ラて・・すか。竣征②行き方に

付して不。鴻とガ足リ戸5いところとか。現在う世・論調査、

サ・ンプソ）プとヅ賃問文とガ、言回査法と’力・いろんな二と

を脊｛一で、評価といいま苔が、ピラいラ思想を持ってい

らっし中いますガー

林 経済調査も全邦参ノ）て話しますが’、ネ士会現多1よ、見

るというが、重力がすこいっ力・  見るという必はつンデ

ック又として見れは‘’いい。見るピ1ラニヒは簡単な希ピI、

ネ±会現象ヒ同時に一世論調査の数字とliう毛のが’ど一うい

う動き方きする1・とい・1こと差見て、ほ～客観巾も

のと結ひ1フけ、在るいは主屈的なも列と詰・ぴっけれは一、

先行型ヵ・後行型がわかる。 てういク度い方が’■つある。

 それが・らもう！フ。いまめ経済統計というのはπんだ’

毛勿として勘’足するんだがら、あんなものはダメ’だ＼使

いいになら・ない。あ’れ1よ『国勢要覧』を書く六。めの道．

具にすき‘’ない。六｛’けヒ’’本当に経済のチ㌧タ羊枚ラという

ことになると、プロセスコントロールアゴ。アロヤ又コン

トローフレするブハ」にいうんな父一ターかhくブフいている。

メーターその毛（が・調査テー㌧ダ÷と思う。そういう調査

をし㍍ければならなへす三■ガら安足飛」付するためにはス
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ヒード1メーターが、必要ボレ、その方向か’・安定するノー9

一が．’必要す三’。そ〃うちに世論言周登川フが2フ比す’．人フ

ていろ。メーgへなが1ノ）なが’ら安定するようにコニ．ト

ロールずる。 そうした中て’’コ）ドロー〕レするヒ、と’■ラい

ク、ξ、ラ にな・るヵ・とい う こ と は、 6至済1Eデ．）レ ヒ して は豆員に

入れておくわけた1。二ういフふラにしたときにピラいク
。3・ラにこ世の中がI重力いてくるヵ・など盲す算レて、 そ勿ラちに

メーターの重クきか．’出てくる。 そうすると、ああ二のくら

い勿検討て’、フ｝セ又としてはと’’ラいう、3、うドなれば．’い

いがというこヒをいつもチエン7レている。飛行検が傾

いて＜れば、これはいげないがら重さなきゃならない1
二うい・う直レ方至すれば一’とIIうなろかと、 こららていや’フて

みる。

 そういうふラに窄にト9一の読みみブニいにして、ネ士

卦調査のデーgに経済テ㌧9を皮フでいけば1、政治経済
のコ）ドロー1レはいまよソは才辰．ナしが一’・ケなくなる。

坂元只I tしゃフた考えれいう～よ、政治家ヒヵ・はそ

ういう古バ素朴には持1ている．んじ’やプバ、ク’と早うん
て一才が’れ。

抹勘で持っているんて・・す。1三’ガら政治家はやっていけ

る。なまし’学者はわヵ・らない。政治．家といラ列は知フて

いるい｛’。経済も、経済の実務家は知フている．先生は

知らない。右1＾ガら田中元首相あトクは猛烈、ねてラいラ勘

を持フている…1れが’すご’い川ガ見五←か’’よくマ・、’そ

れを亭一邑河見てドるんアlI。いろんなニヒて・・彼パ×山9一が’

あろんだと思ラ。それで・，上手プ5こと差やる。

版元1れは完全にサパ’ネ・ ｱ／・ソ1又パえ方に1・．る

と赴うんて11すが’、インワ㍉ト、了シトフ。ットて㌧・・…。
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メ木  そういラ彩て‘’重ウい’ているんア三’がシ、 そ・十し列いう／、な

メータをフけるピうjl，！、さわい1せ論調査巧テ㌧9

あるいはネ士会調査、経済言周査巧デ㌧一夕をとればい1㌧い

まみフニいllセ〉サスやって、2年後にレ汐・テー㌧タ出まで

んなんて、そんなもパ1．．社会は動きゃレない。そIれは後
の手エックだ1。 こうすタしばよガフォ（という手乏の言平傾†｛㌧

それにμ必要†イ。       ・

 εデ’1レをつくる†二州こは、きち、！Vとやる必餐は’あるけ

れど’も、いま動がす～1対してはそん．プブとはサンプリノ
ン7μで・ヤ才・しは’よい。 ちゃノしとレプニサ＝／フ3ソンプは9’1メて．一

も、肘んrl・貢和サン1θリンフ！．ζ・・も、一定の／如き符

フもの を見フ けておけば、 ダ1口 子イ ・ テ■一一夕 てハも役に立

つ∂

坂一元 ナ三．って一目的は要するにコ）トロールヒいう二』て．．

すガられ。

材 みん戸小・満足するよラ戸∫コ）・トb一ル川土方をレて、

ち本フと刺ヲ紋三与えた方が’よ1ブれは．、わご．一と才呈ら方グも

いいレれ。

坂元 レかし、そうなフていくん←一や有いて・・レーようヵ㌧

計量化さ九ていない六～けて・’、現実1には。

林 伺耳がすれば、、計量にて・・試1行錯誤の幅が’狭くいくヒ

足・います・よ。 そこまで・1目才蒙ヵべいく と才5ると、 ご．フき㌧・フ

†（よラに、ダ㌧ティ ・デ，一9が1振えなきヤダメす三’レ、繰

ソ返．し勿ていきないものを扱えるような知識ヵぺふえてこな

きゃダ’メτ三．。 デー9ヵw全部蓄積さナして ・ そ〃しか1解析ハル

ートに素フていくといラ詰は必ギいぐど患いまオ。

坂元 い・’、繰り返しが’効パよいというグHま、従柔の統

計柱前堤£ひっくソ五すごヒて一すヵ・らね。流言寸の基礎
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といラのは、線ソ返．レか’効くという前提の上に全都素フ

て！－1るわけて・・しょプ

木本 プ｛’ク）らダ’メな／ノブさよ。マ）レギスト巧争売言すはそこを突

くわけ†三’。

1及元 天いナニー・ζレようパよいけれと’’も。

抹．そこを突いて、ナそ，力・らおれは、一定の÷）レキシ又I・ム

ハ理論に4定フて世’σi中か1動いていくという形を予測して

いるわけナ÷∴ デー9が’変わるにすき一’な㌧㌧ それがら演鮮・

された理論と一いラも～・従フて世の中は動いていくとい

う予測を立てているわ1プ～、一皮らは彼らない、フト

ドバ’ックは効パ5いけ・孝じと’も、リシ’ッドな線を持フてい

る。．おまえたちが一’やっマいることとは皇うといフて線を

ヲ！フ3表る。

士反元 最近は泉ノれも変わっアニリしていま書プら抽。

林 連中のいうグーよ正ノる程度正しいと思う。立代経済み

ナニい1・確宇左使って「何’％て一ご’ざ’います。プよんて、あ・ら

やらけてゴすよ。ピカら経テ斉は別勿ル．一ト、言十一画手玉済ビ

やない、二室フた経済の行き方か’ク、るんだね一。

坂元非常にむす・’が・い・て・，すね。従来の統計学μなく

オよるで・し’諠奄黶B

杖それ1ま毛らろし。

坂元 サンプ。リンブIが’従来（昨訂調査の†て’’来たした役

割／ヒいう列は、先ほと．ψっレやったように、’．本当に驚

天動地のあれをしlllて・基牛的な1ヒは繰／五し王党象、

をすへ1て基礎に置いているわけで1すれ。

林で・も、市ンフリシ． _の．出す二いに幅なんかっけてい’

ろけれと．Iも、摘たんてえているも（はないんア’。こφ紋
つ直そ勿も（て・1す。 すへ・てそれで・議…・言条している。 いフ毛幅
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をフけて誇諭していたら、譲諭で・き．ヤしない。そ川直が一1

本当グと思一フマやっている。ノ〕。さい幅て・・あれは’、二4く

らいの中あになっ て いナしは一一、 こ a・着丈テ豆を ラ史フ て 間違いない

んにといラこ、とがI4っ6・ってなければ使えないで．・すよ。

板元 辱才ろに暗然勿．、うちに一入れているブ｛’け．で．兵って・

実際には、壱、才宜定て・、いう一。

杯 、点推定グ、ときにサンフリ〉ダ200トビこ勿くらいに

なるがら、 こナしはつ支えたい。2000ポとこのくらい戸三一から、

                    汐、キ、推定て・・いいメしし、やないづ・という二てこ幸を切りかえてい

ろわけグ。ll’ガら従来の統計が’ユークゾソト・幾何学に戸・

らフて、経たきやならないけれども、それはそ札一フー一ク）

もσ，て‘，、それか．1基．礎だカ。新しい統計が㌧やフてくろんレ

ヤはいかという感し十ナよ。

 てんなことをいうと、青週4統計φ人はワンといわた
い。並にそんなことい1プ・らみんな笑うよ。

担元統一枚研功特徴は、新しい手法をつくフていくとニ
ダにあるわけで一すがらね。     ．‘

                           、ソ、林統教研て一はそれか’’て・Iきるということだ’。よそ勿大写

ゼやで・・きない。やろうアこって、みんなに笑われらやう。

こっちはやることき詐レていろ。全然笠いますよ・

坂元枠にはまら戸よいてい、好さ勝手ナポとをヤーれ、Iこう

いう二とて・1すれ。

 ピうもあ．リが’とうごIさ一一一ました。
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